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本
稿
で
は
、
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
十
月
に
株
式
会
社
松
坂
屋
（
以

下
、
松
坂
屋
）
が
刊
行
し
た
『
店
員
の
心
得
』
を
翻
刻
紹
介
し
、
そ
こ
か
ら

み
え
る
店
員
の
職
務
の
発
展
経
緯
と
松
坂
屋
の
百
貨
店
化
過
程
と
の
関
係
に

つ
い
て
明
ら
か
に
す
る）

1
（

。
具
体
的
に
は
、『
店
員
の
心
得
』
の
刊
行
が
三
越

と
と
も
に
戦
前
期
日
本
を
代
表
す
る
大
都
市
呉
服
系
百
貨
店
に
成
長
す
る
た

め
の
経
営
組
織
内
の
決
定
的
条
件
に
な
っ
た
と
仮
定
し
、
松
坂
屋
の
百
貨
店

化
過
程
に
お
け
る
店
員
養
成
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
『
店
員
の
心
得
』

に
つ
い
て
論
じ
る
。

　

松
坂
屋
は
大
正
後
期
に
名
古
屋
を
本
店
と
し
、
東
京
上
野
・
銀
座
両
店
と

大
阪
店
を
合
わ
せ
た
四
店
舗
に
よ
る
本
支
店
体
制
を
日
本
で
最
初
に
確
立
し

た
大
都
市
呉
服
系
百
貨
店
で
あ
っ
た）

2
（

。
筆
者
は
、
松
坂
屋
が
三
越
よ
り
も
い

ち
早
く
国
内
の
大
都
市
に
お
い
て
本
支
店
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
に
成
功
し

た
原
動
力
と
し
て
、
店
員
の
営
業
活
動
が
各
地
域
の
特
産
品
を
活
か
し
た
催

事
を
中
核
と
し
た
生
活
と
文
化
を
結
ぶ
経
営
展
開
の
な
か
で
重
視
さ
れ
た
こ

と
を
解
き
明
か
し
た）

3
（

。
さ
ら
に
、
店
員
が
営
業
力
を
高
め
る
際
に
中
心
的
な

役
目
を
果
た
し
た
の
が
、
松
坂
屋
独
自
の
店
員
養
成
で
あ
っ
た
こ
と
を
突
き

止
め
た
。
筆
者
は
と
く
に
店
員
養
成
の
な
か
で
顧
客
に
対
す
る
接
客
法
に
着

目
し
、
松
坂
屋
の
『
接
客
法
』
と
『
簡
単
な
売
場
接
客
景
』
の
二
つ
の
店
員

の
実
務
教
育
に
関
す
る
貴
重
な
史
料
を
翻
刻
紹
介
し
考
察
を
加
え
て
き
た）

4
（

。

前
者
は
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）、
後
者
は
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
に

刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
本
稿
で
紹
介
す
る
『
店
員
の
心
得
』
は
、

前
記
の
通
り
両
者
の
間
の
大
正
十
五
年
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
。

　

次
に
、
大
正
末
期
に
『
店
員
の
心
得
』
が
作
成
さ
れ
た
背
景
や
作
成
の
意

図
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
こ
う
。
松
坂
屋
に
よ
る
数
多
く
の
社
史
類
の
な
か

で
経
営
内
部
の
事
情
に
ま
で
細
か
く
触
れ
ら
れ
、
一
際
優
れ
た
内
容
か
ら
成

る
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
刊
行
の
竹
中
治
助
編
『
新
版 

店
史
概
要 

松
坂
屋
『
店
員
の
心
得
』（
史
料
紹
介
）
に
み
る
職
務
の
発
展
と
百
貨
店
化
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松
坂
屋
』
お
よ
び
、
竹
中
が
自
ら
の
本
社
調
査
課
兼
秘
書
課
時
代
の
こ
と
を

記
し
、
前
掲
『
店
史
概
要
』
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
た
『
竹
中
日
記
』
の
な
か
に

以
下
の
よ
う
に
あ
る）

5
（

。

　

竹
中
は
「
店
員
心
得
の
作
成
」
の
項
目
タ
イ
ト
ル
の
冒
頭
に
て
、
あ
る
事

件
を
き
っ
か
け
に
『
店
員
の
心
得
』
が
作
成
さ
れ
た
と
、
そ
の
説
明
か
ら
始

め
る
。
そ
の
事
件
と
は
、
大
正
十
五
年
三
月
七
日
の
『
新
愛
知
』
と
『
名
古

屋
新
聞
』
の
両
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
松
坂
屋
店
員
に
よ
る
松
坂
屋
株
券
の
返

還
訴
訟
問
題
で
あ
っ
た）

6
（

。
彼
は
、
こ
の
問
題
が
「
民
主
的
で
な
か
っ
た
当
時

の
制
度
に
対
す
る
店
員
の
不
満
の
爆
発
の
ひ
と
つ
」
と
指
摘
し
た
。

　

竹
中
は
こ
の
問
題
が
起
こ
っ
た
事
情
と
し
て
、
ま
ず
明
治
三
十
四
年

（
一
九
〇
一
）
に
制
定
し
た
掟
書
四
十
三
か
条
に
替
わ
っ
て
、
大
正
二
年

（
一
九
一
三
）
に
制
定
し
た
『
店
則
』
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
『
店
則
』
は
一

度
も
公
表
さ
れ
た
こ
と
が
な
く
か
つ
副
本
を
作
成
す
る
こ
と
さ
え
も
禁
止
さ

れ
た
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
八
月
二
十
五
日
に
発

刊
さ
れ
た
『
店
報
』
が
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
十
一
月
三
十
日
の
第
六
十

号
を
最
後
に
途
絶
え
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
店
員
に
対
し
て
の
統
制
が
完
全
に

な
く
な
っ
た
と
説
明
を
続
け
る
。

　

す
な
わ
ち
竹
中
は
、「
従
業
員
の
守
る
べ
き
こ
と
が
ら
は
非
常
に
多
く
、

常
識
以
上
の
も
の
も
あ
っ
て
、
会
社
創
立
当
時
の
四
倍
に
も
達
し
た
多
く
の

店
員
を
昔
か
ら
の
慣
習
と
常
識
だ
け
で
律
す
る
こ
と
は
到
底
で
き
な
く
」

な
っ
た
と
結
論
づ
け
る
。
彼
は
、
こ
れ
ら
経
営
組
織
内
の
事
情
が
地
元
新
聞

に
取
り
ざ
た
さ
れ
た
訴
訟
問
題
を
引
き
起
こ
し
、そ
の
後
の
『
店
員
の
心
得
』

を
作
成
す
る
に
至
っ
た
大
き
な
理
由
に
な
っ
た
と
、
松
坂
屋
の
内
情
を
如
実

に
語
っ
て
い
る
。

　
『
店
員
の
心
得
』
の
作
成
時
期
に
つ
い
て
竹
中
は
、
松
坂
屋
で
は
「
店
員

と
し
て
守
る
べ
き
す
べ
て
の
こ
と
が
ら
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
に
な
り
、
大

正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
六
月
十
六
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
本
社
」
に
て
会

議
を
持
っ
た
と
書
き
記
し
て
い
る）

7
（

。
こ
の
「
店
員
心
得
に
関
す
る
会
議
」
に

は
、「
大
阪
店
松
岡
正
礼
氏
、
上
・
銀
両
店
か
ら
伊
藤
吉
也
主
事
、
塚
本
主

事
（
鉢
三
郎
）、
桑
原
主
事
、
名
古
屋
店
か
ら
菊
地
先
生
、
中
川
宗
吉
氏
、

本
社
か
ら
伊
藤
杉
治
郎
氏
、
中
川
甚
之
助
氏
」
の
八
名
が
出
席
し
た
と
あ
る）

8
（

。

六
月
二
十
九
日
に
は
、「
店
員
心
得
編
集
の
骨
組
が
で
き
て
、
謄
写
印
刷
を

す
る
こ
と
に
な
る
。
前
半
を
私
が
書
き
、
後
半
を
南
沢
さ
ん
が
担
当
さ
れ
る
。

原
稿
は
桑
原
益
太
郎
氏
が
ま
と
め
ら
れ
た
」
と
記
す）

9
（

。
な
お
、
こ
の
『
竹
中

日
記
』
の
な
か
で
の
「
私
」
と
は
勿
論
、
竹
中
自
身
を
指
し
て
い
る
。

　

会
議
に
出
席
し
た
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
は
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
の

時
点
で
伊
藤
杉
治
郎
が
名
古
屋
本
店
重
役
（
最
高
位
の
役
職
は
取
締
役
）、

伊
藤
吉
也
が
東
京
上
野
店
重
役
、塚
本
鉢
三
郎
が
東
京
上
野
店
重
役
心
得（
同

じ
く
常
務
取
締
役
）
で
、
松
岡
正
礼
は
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
で
は
大
阪

店
の
商
品
部
長
代
理
（
同
じ
く
専
務
取
締
役
）
で
あ
っ
た）

10
（

。『
店
員
の
心
得
』

の
「
ま
と
め
役
」
と
さ
れ
て
い
る
桑
原
益
太
郎
は
、昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）

で
は
取
締
役
大
阪
支
店
長
兼
営
業
部
長
へ
と
昇
進
し
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た）

11
（

。

菊
地
亮
三
郎
と
中
川
宗
吉
は
、拙
稿
で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
『
接
客
法
』

と
『
簡
単
な
売
場
接
客
景
』
を
作
成
し
た
教
育
係
を
担
当
し
た）

12
（

。

　

既
述
の
出
席
メ
ン
バ
ー
の
な
か
で
伊
藤
杉
治
郎
に
つ
い
て
竹
中
は
、
昭
和

三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
の
社
内
報
『
セ
ー
ル
ス
タ
イ
ム
ズ
』（
名
古
屋
店
版
）
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の
な
か
で
、『
店
員
の
心
得
』
が
作
成
さ
れ
た
大
正
十
五
年
で
は
当
時
の
松

坂
屋
社
長
伊
藤
祐
民
（
十
五
代
次
郎
左
衞
門
）、
専
務
取
締
役
鬼
頭
幸
七
や

そ
の
ほ
か
の
取
締
役
な
ど
の
重
役
陣
の
下
で
調
査
課
長
と
し
て
本
社
業
務
を

統
括
し
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た
と
評
価
す
る
。
ま
た
、
中
川
甚
之
助
は
調
査

課
主
任
で
、伊
藤
杉
治
郎
の
部
下
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る）

13
（

。『
店
員
の
心
得
』

の
作
成
に
携
わ
っ
た
メ
ン
バ
ー
を
配
属
先
や
職
務
か
ら
整
理
す
る
と
、
八
名

は
松
坂
屋
本
社
（
名
古
屋
本
店
）
の
調
査
課
と
教
育
係
、さ
ら
に
東
京
上
野
・

銀
座
両
店
と
大
阪
店
の
三
支
店
に
お
け
る
営
業
担
当
の
幹
部
社
員
で
あ
り
、

彼
ら
が
集
結
し
短
期
間
で
作
成
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

竹
中
は
先
述
の
『
店
則
』
の
概
要
と
、『
店
則
』
お
よ
び
『
店
員
の
心
得
』

と
の
関
係
に
つ
い
て
、
前
掲
『
セ
ー
ル
ス
タ
イ
ム
ズ
』
の
「
店
則
と
店
員
心

得
」
と
題
し
た
項
目
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る）

14
（

。
彼
は
、
ま
ず
「
店
則

第
八
八
条
で
有
名
な
『
店
則
』
と
い
う
の
は
大
正
三
年
頃
の
制
定
で
、
そ
の

最
後
に
『
こ
の
店
則
は
正
副
二
通
を
作
成
し
、
正
本
を
本
社
に
、
副
本
を
東

京
営
業
部
に
備
付
け
、
複
本
を
作
成
し
た
り
、
本
社
以
外
に
持
出
す
こ
と
を

禁
ず
る
』
と
い
う
意
味
の
こ
と
が
書
い
て
あ
」
っ
た
と
、『
店
則
』
の
存
在

と
そ
の
機
密
性
を
説
明
す
る
。

　

次
に
竹
中
は
、「
全
文
が
一
〇
二
〜
三
条
か
ら
な
る
『
店
則
』
の
内
容
の

大
部
分
は
、
そ
の
頃
既
に
給
与
規
程
や
旅
費
規
則
と
な
っ
て
消
滅
し
、
い
わ

ゆ
る
第
八
八
条
を
中
心
と
す
る
賞
罰
規
定
な
ど
が
残
っ
て
い
る
に
過
ぎ
」
な

く
、「
そ
の
残
っ
て
い
る
部
分
も
、そ
の
頃
、桑
原
益
太
郎
さ
ん
の
労
作
に
よ
っ

て
完
成
し
た
『
店
員
心
得
』
に
置
き
替
え
ら
れ
た
わ
け
で
す
が
、
店
員
心
得

は
、
あ
く
ま
で
心
得
で
あ
っ
て
規
則
で
は
な
い
の
で
、『
店
則
』
は
そ
の
ま
ま
、

終
戦
後
新
憲
法
が
で
る
ま
で
そ
の
余
命
を
つ
な
い
だ
こ
と
に
な
」
っ
た
と
書

き
記
し
、
そ
の
後
の
『
店
則
』
の
役
割
と
『
店
員
の
心
得
』
と
の
関
係
を
わ

か
り
や
す
く
解
説
す
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
竹
中
は
前
掲
『
セ
ー
ル
ス
タ
イ
ム
ズ
』
の
な
か
で
『
店
則
』

の
制
定
を
「
大
正
三
年
頃
」
と
し
て
い
た
が
、
前
掲
『
店
史
概
要
』
も
含
め

て
松
坂
屋
の
ほ
か
の
社
史
で
は
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
三
月
二
十
二
日
と

さ
れ
、
ま
た
『
店
則
』
は
現
在
の
就
業
規
則
に
あ
た
る
と
書
か
れ
て
い
る）

15
（

。

　

で
は
『
店
則
』
と
『
店
員
の
心
得
』
と
は
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
内

容
で
あ
っ
た
の
か
。
竹
中
が
前
掲
『
店
史
概
要
』
で
記
し
た
部
分
を
中
心
に
、

表
1
に
『
店
則
』
の
章
構
成
、
表
2
に
『
店
員
の
心
得
』
の
章
・
項
目
別
構

成
を
作
成
し
た）

16
（

。
竹
中
は
前
掲
『
店
史
概
要
』
で
、『
店
則
』
に
つ
い
て
は

「
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
て
、
前
年
制
定
の
準
株
制
度
お
よ
び
店
員
貯
金

規
程
と
あ
い
ま
っ
て
一
応
の
店
内
制
度
の
確
立
を
み
た
わ
け
で
す
」
と
位
置

づ
け
し
、『
店
員
の
心
得
』
に
つ
い
て
は
「
10
・
5
㎝
×
15
㎝
、緑
色
の
ク
ロ
ー

表1　大正2年『店則』の章構成

第 1 章　総　　則　 1 ～ 8 条
第 2 章　階　　級　 9 ～ 12条
第 3 章　職　　制　13～ 14条
第 4 章　任　　用　15～ 22条
第 5 章　服　　務　23～ 37条
第 6 章　会　　計　38～ 48条
第 7 章　給　　与　49～ 74条
第 8 章　身元保証　75～ 78条
第 9 章　賞　　罰　79～ 96条
第10章　雑　　則　97～ 102条
出所） 竹中治助編『新版 店史概要 松坂屋』（株

式会社松坂屋、1964年）108～ 109頁
より作成。
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ス
装
丁
で
、
本
文
だ
け
で
も

一
二
四
ペ
ー
ジ
に
お
よ
び
り
っ
ぱ

な
冊
子
で
、
そ
の
内
容
は
次
の
と

お
り
七
章
四
二
三
項
目
に
わ
た
る

広
範
囲
な
も
の
で
し
た
」
と
分
析

し
、
両
方
と
も
に
当
時
と
し
て
は

広
範
囲
な
内
容
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
た
と
評
価
す
る）

17
（

。

　

さ
て
、
両
表
と
上
述
に
よ
る
と

『
店
則
』
の
一
〇
二
ヶ
条
に
対
し
、

既
述
の
よ
う
に
『
店
員
の
心
得
』

は
四
二
三
項
目
で
、
後
者
が

三
二
一
項
目
多
か
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。『
店
則
』
は
現
在
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ず
細
部
に
わ
た
っ
て

比
べ
ら
れ
な
い
が
、
両
表
を
一
見

し
た
限
り
で
は
、『
店
員
の
心
得
』

の
第
四
章
以
降
が
新
た
に
増
加
し
、

そ
の
章
タ
イ
ト
ル
は
順
番
に
陳
列

場
、
接
客
、
商
品
、
事
務
と
あ
る
。

　

こ
の
点
か
ら
『
店
員
の
心
得
』
が
、

大
別
し
て
第
一
〜
三
章
の
店
員
の

一
般
・
勤
務
心
得
、
規
程
事
項
な

表2　大正15年『店員の心得』の章・項目別構成

第1章　一般心得　1～ 69項
　 （1）店員の本分［1～ 10項］、（2）店員の体面［11～ 21項］、（3）店員相互［22～ 30項］、（4）店
員の風紀［31～ 35項］、（5）礼儀［36～ 43項］、（6）容儀（1．服装［44～ 54項］、2．装身具［55

～ 58項］、3．頭髪及び化粧［59～ 63項］）、（7）報告、提案及び相談［64～ 69項］

第2章　勤務心得　70～ 142項
　 （1）出勤及び退出［70～ 77項］、（2）時間外勤務［78～ 79項］、（3）店員の出入［80～ 87項］、（4）
執務［88～ 97項］、（5）店員徽章［98～ 99項］、（6）私用［100～ 108項］、（7）食事［109～ 114

項］、（8）喫煙［115～ 117項］、（9）備品消耗品の注意［118～ 120項］、（10）火気の注意［121

～ 129項］、（11）非常時の処置［130～ 138項］、（12）病傷の手当と店員の保健［139～ 142項］

第3章　規程事項　143～ 208項
　 （1）休暇［143～ 150項］、（2）欠勤［151～ 157項］、（3）当直［158～ 161項］、（4）入退営［162

～ 164項］、（5）願及び届［165～ 168項］、（6）印章及び名刺［169～ 172項］、（7）給与［173～
178項］、（8）身元保証金［179～ 182項］、（9）店員貯金［183～ 186項］、（10）預金証券［187～
190項］、（11）共済会［191～ 193項］、（12）店友会［194～ 197項］、（13）店族購買［198～ 208項］

第4章　陳 列 場　209～ 236項
　 （1）態度及び注意事項［209～ 215項］、（2）お客様の質問［216～ 221項］、（3）清潔整頓［222

～ 227項］、（4）迷い児［228項］、（5）遺失品［229～ 232項］、（6）二十五匁（木の）［233～ 236項］

第5章　接　　客　237～ 315項
　 （1）客扱上に就て［237～ 271項］、（2）先地品取扱［272～ 276項］、（3）誂物［277～ 291項］、（4）
外売［292～ 297項］、（5）電話［298～ 309項］、（6）お客様のお小言［310～ 315項］

第6章　商　　品　316～ 346項
　 （1）商品の知識［316～ 320項］、（2）売価と値札［321～ 325項］、（3）取扱と整理［326～ 328項］、
（4）品切注意［329～ 331項］、（5）商品のお取替に就て［332～ 335項］、（6）度量衡の注意［336

～ 342項］、（7）市価調査に就て［343～ 346項］

第7章　事　　務　347～ 423項
　 （1）売上帳合と手続［347～ 359項］、（2）帳簿伝票類の取扱［360～ 369項］、（3）特別関係者へ
の販売［370～ 371項］、（4）見積書提出に就て［372～ 373項］、（5）会計事務の正確［374～ 380

項］、（6）小切手類の注意［381～ 386項］、（7）商品券［387～ 392項］、（8）御買上品の包装［393

～ 399項］、（9）進物品［400～ 403項］、（10）御買上品の配達［404～ 416項］、（11）御買上品の
発送［417～ 419項］、（12）地方よりの御注文［420～ 423項］

出所） 大正15年10月『店員の心得』（株式会社大丸松坂屋百貨店所蔵）および竹中編前掲『店史概要』225～ 226頁より作成。
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ど
の
就
業
規
則
に
該
当
す
る
部
分
と
、
第
四
〜
七
章
の
販
売
や
接
客
方
法
、

商
品
、
事
務
対
応
な
ど
営
業
に
関
わ
る
実
務
的
な
部
分
の
二
つ
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
そ
し
て
、
第
四
章
以
降
は
大
正
十
二
年
に

作
成
さ
れ
た
『
接
客
法
』
の
内
容
に
一
致
す
る
か
、
近
い
内
容
が
書
か
れ
て

い
た
こ
と
が
拙
稿
か
ら
読
み
取
れ
る）

18
（

。
竹
中
は
前
掲
『
店
史
概
要
』
で
、
接

客
に
関
連
す
る
表
2
の
第
五
章
（
1
）
の
「
客
扱
い
上
に
つ
い
て
の
三
十
五

項
目
の
ご
と
き
は
当
店
販
売
術
の
要
点
で
あ
っ
て
永
久
不
変
の
も
の
」
と
高

い
評
価
を
与
え
て
い
る）

19
（

。

　

竹
中
が
『
店
則
』
と
『
店
員
の
心
得
』
の
関
係
に
つ
い
て
前
掲
『
セ
ー
ル

ス
タ
イ
ム
ズ
』
で
、「
店
員
心
得
に
は
『
男
女
店
員
間
の
結
婚
は
禁
ぜ
ら
れ

て
お
り
ま
す
』
と
明
確
に
出
て
い
ま
し
た
が
、『
店
則
』
の
条
文
上
に
は
『
男

女
店
員
間
に
醜
関
係
を
有
し
、
ま
た
は
醜
聞
あ
る
者
』
と
あ
る
だ
け
で
明
確

な
結
婚
禁
止
条
項
は
無
か
っ
た
よ
う
で
す
」
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、『
店
員

の
心
得
』
作
成
時
に
『
店
則
』
の
就
業
規
則
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
い
、
内

容
を
発
展
さ
せ
た
項
目
が
含
ま
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る）

20
（

。『
店
員
の
心
得
』

と
は
、『
店
則
』
の
改
正
お
よ
び
営
業
全
般
に
関
わ
る
接
客
方
法
と
事
務
手

続
き
が
追
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
そ
う
考
え
る
と
、『
店

員
の
心
得
』
作
成
に
菊
地
亮
三
郎
と
中
川
宗
吉
の
教
育
係
が
参
画
し
た
の
も

頷
け
る
。

　
『
店
則
』
か
ら
『
店
員
の
心
得
』
へ
と
職
務
内
容
が
発
展
し
た
背
景
に
は
、

大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
十
二
月
一
日
に
東
京
上
野
店
に
対
す
る
信
条
の
布

違
か
ら
同
九
年
ま
で
に
名
古
屋
・
上
野
両
店
で
の
店
舗
売
場
内
に
お
け
る
商

品
部
門
管
理
制
が
一
層
進
ん
だ
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
前

掲
『
店
史
概
要
』
な
ど
の
社
史
以
外
の
史
料
で
は
既
述
の
『
店
報
』
か
ら
も

詳
し
く
読
み
取
れ
る）

21
（

。

　

加
え
て
、
大
正
二
年
『
店
則
』
か
ら
同
十
五
年
『
店
員
の
心
得
』
へ
と
発

展
す
る
過
程
で
、
大
正
四
年
か
ら
同
九
年
ま
で
に
発
刊
さ
れ
た
『
店
報
』
全

六
十
号
が
極
め
て
有
意
義
な
ス
テ
ッ
プ
的
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
に
着
目
し

た
い
。
理
由
と
し
て
『
店
報
』
に
は
、
名
古
屋
本
店
と
東
京
上
野
店
で
新
た

に
決
ま
っ
た
規
程
や
営
業
方
法
な
ど
が
頻
繁
に
載
せ
ら
れ）

22
（

、
そ
の
う
え
ま
た

『
店
則
』
と
そ
の
他
の
規
程
な
ど
の
改
正
記
事
も
両
店
の
全
店
員
に
行
き
渡

る
よ
う
に
明
記
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る）

23
（

。

　
『
店
報
』
は
店
員
養
成
の
た
め
の
情
報
を
逐
一
掲
載
す
る
一
方
で
、
全
店

員
を
統
制
す
る
た
め
、
改
正
・
新
規
の
規
則
を
徹
底
し
て
行
き
渡
ら
せ
る
重

要
な
機
能
を
担
っ
て
い
た
。
竹
中
は
賞
罰
規
程
な
ど
が
残
っ
て
い
る
に
過
ぎ

な
い
と
前
記
で
述
べ
た
が
、
実
際
に
『
店
報
』
で
は
『
店
則
』
第

八
十
八
・
八
十
九
・
九
十
条
の
賞
罰
規
程
を
受
け
た
店
員
の
記
事
が
非
常
に
目

立
っ
て
い
た）

24
（

。

　

以
上
『
店
員
の
心
得
』
は
、
大
正
初
期
の
『
店
則
』
か
ら
出
発
し
、
そ
の

改
正
と
新
規
の
就
業
規
則
を
中
心
に
掲
載
さ
れ
た
『
店
報
』
の
段
階
と
、
営

業
の
実
務
関
係
を
掲
載
し
た
『
接
客
法
』
の
段
階
と
い
う
二
つ
の
職
務
内
容

の
発
展
段
階
を
へ
な
が
ら
、
合
理
的
に
改
変
・
充
実
し
つ
つ
両
方
の
職
務
内

容
が
融
合
さ
れ
、
言
わ
ば
近
代
化
し
て
完
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
松
坂
屋
に
お
い
て
大
正
期
は
店
員
養
成
・
統
制
に
関
わ
る
規

則
と
営
業
方
法
の
発
展
だ
け
が
み
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
松
坂
屋
で

は
、『
接
客
法
』
を
刊
行
し
た
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
三
月
に
大
阪
店
、
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翌
十
三
年
十
二
月
に
銀
座
店
を
開
設
し
、
な
お
か
つ
名
古
屋
本
店
の
新
店
舗

と
震
災
を
受
け
た
上
野
店
の
再
建
を
始
動
さ
せ
、
近
代
的
大
型
店
舗
を
有
す

る
四
店
舗
体
制
へ
向
け
て
大
き
く
動
き
出
し
た）

25
（

。
さ
ら
に
、
本
支
店
四
店
舗

体
制
始
動
後
の
大
正
十
四
年
八
月
に
は
、
各
部
門
に
部
門
主
任
の
ほ
か
仕
入

主
任
、売
場
主
任
を
新
た
に
置
い
て
内
部
組
織
を
確
立
し
た）

26
（

。『
店
員
の
心
得
』

の
作
成
と
同
時
期
の
大
正
十
五
年
七
月
一
日
に
は
、「
私
立
松
坂
屋
青
年
訓

練
所
」
を
設
置
し
、
こ
の
時
期
に
店
員
養
成
・
統
制
に
一
段
と
力
を
入
れ
た

が）
27
（

、
こ
れ
ら
の
展
開
の
背
景
に
四
店
舗
に
お
け
る
急
激
な
店
員
の
増
加
が

あ
っ
た
こ
と
は
詳
し
く
論
述
す
る
ま
で
も
な
い）

28
（

。

　

こ
こ
ま
で
の
『
店
員
の
心
得
』
の
内
容
と
制
定
ま
で
の
経
緯
の
考
察
か
ら
、

『
店
員
の
心
得
』
と
は
店
員
の
職
務
内
容
と
そ
の
発
展
段
階
を
理
解
で
き
る

の
み
な
ら
ず
、
松
坂
屋
の
内
部
組
織
と
本
支
店
体
制
の
形
成
に
よ
る
店
舗
拡

大
を
み
せ
な
が
ら
、
経
営
・
営
業
全
体
す
べ
て
が
連
動
し
た
呉
服
店
か
ら
百

貨
店
へ
転
換
し
て
い
っ
た
近
代
化
過
程
（
＝
百
貨
店
化
過
程
）
を
掴
む
こ
と

が
で
き
る
史
料
で
あ
っ
た
。

　

で
は
、
大
正
期
に
お
け
る
松
坂
屋
の
百
貨
店
化
過
程
の
ラ
ス
ト
ス
テ
ッ
プ

と
し
て
作
成
さ
れ
た
『
店
員
の
心
得
』
は
、
江
戸
時
代
の
尾
張
藩
御
用
達
の

大
商
人
か
ら
続
き
、
明
治
時
代
に
は
地
方
財
閥
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
伊

藤
次
郎
左
衞
門
家
の
当
時
ま
で
の
三
百
年
間
の
伝
統
的
系
譜
と
は
ど
の
よ
う

な
接
点
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
伊
藤
家
に
は
先
述
し
た
明
治
三
十
四
年
に

改
正
さ
れ
た『
掟
書
』が
あ
る）

29
（

。
こ
れ
は
江
戸
時
代
の
元
文
元
年（
一
七
三
六
）

の
『
掟
書
』
六
ヵ
条
か
ら
発
展
し
た
も
の
で
、
明
治
の
『
掟
書
』
は
、「
接
客
、

品
揃
、
仕
入
、
引
合
、
出
納
、
帳
簿
等
、
販
売
、
仕
入
、
経
理
に
関
す
る
規

定
の
外
、
店
員
心
得
、
教
育
、
雇
傭
、
職
責
等
の
人
事
全
般
に
亘
っ
た
一
種

の
服
務
規
定
で
あ
っ
て
、
用
語
等
に
も
今
も
其
の
ま
ま
生
き
て
い
る
事
項
」

が
相
当
含
ま
れ
る
四
十
三
カ
条
で
あ
っ
た）

30
（

。

　

元
文
と
明
治
の
『
掟
書
』
か
ら
大
正
二
年
『
店
則
』
の
一
〇
二
ヶ
条
を
へ

て
、
竹
中
が
「
昔
の
掟
書
の
現
代
版
と
も
い
え
る
」
と
評
価
し
た
大
正
十
五

年
『
店
員
の
心
得
』
へ
と
発
展
し
た
。
す
な
わ
ち
『
店
員
の
心
得
』
は
、「
店

員
と
し
て
心
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
す
べ
て
を
も
う
ら
し
」
た
四
二
三
項
目

と
い
う
江
戸
時
代
か
ら
積
み
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
大
都
市
呉
服
系
百

貨
店
と
し
て
成
立
し
た
近
代
的
大
規
模
小
売
業
の
規
程
集
の
誕
生
で
あ
っ
た

と
言
え
よ
う）

31
（

。『
店
員
の
心
得
』は
大
正
十
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
各
店
の「
全

店
員
に
貸
し
渡
し
て
熟
読
さ
せ
る
こ
と
」
に
し
、「
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）

二
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
改
訂
」
さ
れ
た）

32
（

。

　

大
正
後
期
に
松
坂
屋
が
四
店
舗
体
制
の
確
立
を
可
能
と
し
た
理
由
に
は
、

店
員
の
大
量
雇
用
を
開
始
し
た
こ
と
に
対
応
し
、
蓄
積
さ
れ
て
き
た
店
員
教

育
・
養
成
の
シ
ス
テ
ム
を
『
店
員
の
心
得
』
と
し
て
見
事
に
再
構
成
し
一
冊

と
し
て
刊
行
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。『
店
員
の
心
得
』
は
、
商
品
部
門
管
理

制
を
基
本
と
し
た
近
代
的
大
規
模
小
売
業
の
経
営
組
織
へ
と
脱
皮
さ
せ
る
う

え
で
不
可
欠
な
礎
石
と
な
っ
た
。
当
時
、
松
坂
屋
四
店
舗
の
数
千
人
を
超
え

る
店
員
の
規
則
正
し
い
営
業
活
動
の
基
本
的
体
系
と
い
う
べ
き
『
店
員
の
心

得
』
は
、
松
坂
屋
が
百
貨
店
と
し
て
国
内
最
初
の
多
店
舗
体
制
を
確
立
す
る

う
え
で
大
き
な
柱
と
し
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

拙
稿
で
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
ま
で
に
松
坂
屋
が
四
店
舗
体
制
を
確

立
し
、
そ
の
う
え
で
翌
十
四
年
に
商
号
か
ら
呉
服
店
を
外
し
松
坂
屋
へ
と
変
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更
し
、
三
都
市
に
お
い
て
大
都
市
呉
服
系
百
貨
店
と
し
て
日
本
で
最
初
に
成

立
し
た
こ
と
を
考
察
し
て
お
い
た）

33
（

。
そ
の
後
、
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
ま

で
に
松
坂
屋
が
七
店
舗
に
て
店
員
に
よ
る
営
業
お
よ
び
催
事
を
同
時
に
展
開

さ
せ
る
ま
で
に
発
展
し
、
か
つ
松
坂
屋
の
み
な
ら
ず
戦
前
期
日
本
百
貨
店
業

の
成
立
・
発
展
状
況
を
経
営
組
織
内
か
ら
示
す
重
要
な
規
程
集
が
本
史
料
で

あ
っ
た
。

凡
例

1
、 

翻
刻
文
の
体
裁
に
つ
い
て
は
原
則
し
て
原
史
料
通
り
と
し
、
適
宜
本
書

形
式
に
合
わ
せ
た
。
原
史
料
の
目
次
に
記
さ
れ
た
頁
は
本
稿
の
頁
と
の
関

係
で
紛
ら
わ
し
く
な
る
の
で
付
け
て
お
ら
ず
、
ま
た
目
次
お
よ
び
内
容
の

字
体
の
大
き
さ
は
出
来
る
限
り
統
一
し
、
改
行
・
字
間
に
つ
い
て
は
必
要

な
部
分
以
外
は
詰
め
た
。

2
、 

旧
字
体
等
は
原
則
し
て
常
用
漢
字
に
改
め
、
判
読
を
助
け
る
た
め
必
要

な
箇
所
に
句
読
点
・
並
列
点
を
加
え
る
な
ど
適
宜
修
正
を
施
し
た
。

3
、 

旧
仮
名
遣
い
（
ル
ビ
を
含
む
）
は
現
代
仮
名
遣
い
に
直
し
た
。「
つ
」

「
や
」
に
つ
い
て
は
ポ
イ
ン
ト
を
下
げ
て
右
寄
せ
に
し
た
。

4
、  

原
史
料
に
は
ル
ビ
が
振
っ
て
あ
る
部
分
が
多
く
あ
り
、
翻
刻
に
あ
た
っ

て
は
読
み
に
く
い
と
思
わ
れ
る
必
要
な
箇
所
に
付
け
た
。
ま
た
、
ル
ビ
も

含
め
カ
タ
カ
ナ
で
書
か
れ
た
箇
所
を
平
仮
名
に
直
し
た
部
分
も
あ
る
。

5
、 「
お
客
」
と
「
御
客
」
や
「
と
き
」
と
「
時
」
な
ど
の
同
じ
意
味
で
平

仮
名
と
漢
字
使
用
の
箇
所
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
ソ
ノ
マ
マ
と
し
た
。

6
、 「
尚
」
と
「
猶
」
や
「
努
」
と
「
力
」
な
ど
の
同
じ
表
現
（
読
み
方
）

で
漢
字
の
違
い
が
み
ら
れ
た
も
の
に
関
し
て
は
ソ
ノ
マ
マ
と
し
、
現
在
で

は
送
り
仮
名
が
と
く
に
必
要
と
思
わ
れ
る
箇
所
以
外
は
ソ
ノ
マ
マ
と
し
た
。

な
お
、「
ゝ
」「
ゞ
」「
〳
〵
」「
〴
〵
」
は
読
み
や
す
く
す
る
た
め
に
字
を

補
っ
た
。

7
、 

誤
字
・
脱
字
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
適
宜
修
正
を
施
し
た
。

附
記

　

こ
の
度
も
Ｊ
・
フ
ロ
ン
ト 

リ
テ
イ
リ
ン
グ
史
料
館
の
加
藤
恵
美
様
な
ら
び
に
菊
池
満

雄
様
（
同
史
料
館
フ
ェ
ロ
ー
）
か
ら
史
料
館
所
蔵
の
貴
重
な
店
員
教
育
に
関
す
る
史
料
の

調
査
・
閲
覧
な
ら
び
に
ご
提
供
を
頂
き
、
そ
の
う
え
多
く
の
ご
教
示
も
賜
っ
た
。
ま
た
、

同
史
料
館
に
て
本
史
料
や
関
係
史
料
の
撮
影
、お
よ
び
筆
者
が
翻
刻
し
た
『
店
員
の
心
得
』

の
原
稿
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
際
に
岡
本
匡
右
君
と
中
尾
有
李
さ
ん
（
共
に
二
〇
一
六
年
度
末

田
ゼ
ミ
卒
業
生
）
に
ご
助
力
頂
い
た
。
合
わ
せ
て
心
よ
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。
な
お

本
稿
は
、
二
〇
一
六
・
一
七
年
度
中
部
大
学
特
別
研
究
費
に
基
づ
い
て
活
動
し
た
研
究
成

果
の
一
部
で
あ
る
。

注
記

（
1
） 

『
店
員
の
心
得
』
は
株
式
会
社
大
丸
松
坂
屋
百
貨
店
所
蔵
の
史
料
で
あ
る
。

（
2
） 

末
田
智
樹
「
大
正
後
期
株
式
会
社
い
と
う
呉
服
店
の
経
営
拡
大
と
催
事
展
開

―
大
阪
店
再
開
と
銀
座
店
開
設
と
松
坂
屋
誕
生
―
」（『
中
部
大
学
人
文
学
部
研

究
論
集
』
第
三
十
一
号
、
二
〇
一
四
年
）。

（
3
） 

と
く
に
末
田
智
樹
「
松
坂
屋
の
生
活
と
文
化
を
結
ぶ
催
事
の
成
立
―
良
品
廉

価
を
礎
と
し
た
店
員
の
営
業
活
動
―
」（『
市
場
史
研
究
』
第
三
十
五
号
、
二
〇

一
六
年
）
を
参
照
。

（
4
） 

末
田
智
樹
「
大
正
期
い
と
う
呉
服
店
（
松
坂
屋
）
の
接
客
法
に
関
す
る
史
料
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紹
介
」（『
中
部
大
学
人
文
学
部
研
究
論
集
』
第
三
十
六
号
、
二
〇
一
六
年
）、

同
「
松
坂
屋
店
員
の
実
務
教
育
資
料
『
簡
単
な
売
場
接
客
景
』
の
紹
介
と
若
干

の
考
察
」（『
同
研
究
論
集
』
第
三
十
七
号
、
二
〇
一
七
年
）。

（
5
） 
竹
中
治
助
編
『
新
版 

店
史
概
要 

松
坂
屋
』（
株
式
会
社
松
坂
屋
、
一
九
六
四

年
）
二
二
三
〜
二
二
六
頁
。
松
坂
屋
の
社
史
・
伝
記
な
ど
の
う
ち
『
松
坂
屋
六

十
年
史
』（
同
社
、
一
九
七
一
年
）
四
五
〜
四
七
頁
、『
松
坂
屋
七
十
年
史
』（
同

社
、
一
九
八
一
年
）
三
二
〜
三
三
頁
、『
松
坂
屋
百
年
史
』（
同
社
、
二
〇
一
〇

年
）
五
六
頁
に
は
『
店
則
』
の
制
定
に
つ
い
て
の
記
述
が
見
当
た
る
が
、
伊
藤

次
郎
左
衞
門
伝
記
編
さ
ん
委
員
会
編
『
伊
藤
祐
民
伝
』（
同
社
、
一
九
五
二
年
）、

有
賀
光
胤
『
店
史
概
要
』（
同
社
、
一
九
三
七
年
）、
高
野
郁
朗
編
『
十
五
代
伊

藤
次
郎
左
衞
門
祐
民
追
想
録
』（
同
社
、一
九
七
七
年
）
に
は
『
店
員
の
心
得
』

も
含
め
て
記
述
が
な
く
、こ
れ
ま
で
不
明
瞭
で
あ
っ
た
部
分
で
あ
る
。ま
た
、『
竹

中
日
記
』に
関
し
て
は
菊
池
満
雄「『
竹
中
日
記
』に
見
る
昭
和
初
期
の
松
坂
屋
」

（JF
R

史
料
館
〔
内
部
資
料
〕、
二
〇
〇
四
年
）
を
参
照
。

（
6
） 

竹
中
編
前
掲
『
店
史
概
要
』
二
二
三
頁
の
「
店
員
心
得
の
作
成
」
の
冒
頭
か

ら
「
も
と
名
古
屋
店
の
手
代
で
あ
っ
た
中
島
豊
が
鬼
頭
専
務
を
相
手
ど
っ
て
、

松
坂
屋
株
券
八
十
株
（
時
価
約
二
万
円
と
報
道
さ
れ
た
）
の
返
還
訴
訟
を
提
起

し
た
こ
と
が
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
三
月
七
日
の
新
聞
に
大
き
く
出
ま
し

た
。
中
島
は
茶
屋
町
時
代
に
入
店
の
古
参
店
員
の
ひ
と
り
で
、
大
正
九
年
（
一

九
二
〇
）
三
月
の
会
社
創
立
十
年
記
念
式
に
際
し
て
は
十
年
以
上
の
勤
続
者
と

し
て
表
彰
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
栄
町
か
ら
南
大
津
町
の
新
店
舗
へ
移
転
す
る

と
き
、さ
さ
い
な
こ
と
で
幹
部
と
衝
突
し
、つ
い
退
店
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。（
後

略
）」
と
始
ま
り
、
二
二
四
頁
に
わ
た
り
長
く
書
か
れ
て
い
る
。

 

　

ま
た
、
竹
中
は
掲
載
さ
れ
た
新
聞
に
つ
い
て
詳
し
く
記
し
て
い
な
か
っ
た
が
、

筆
者
が
調
査
し
た
結
果
『
新
愛
知
』
大
正
十
五
年
三
月
七
日
付
（
七
頁
）
で
は

「
松
坂
屋
を
対
手
に
株
券
引
渡
し
訴
訟 

退
店
し
た
店
員
が
訴
う
」、『
名
古
屋
新

聞
』
大
正
十
五
年
三
月
七
日
付
（
七
頁
）
で
は
「
元
店
員
か
ら
松
坂
屋
訴
え
ら

る 

二
万
余
円
の
持
株
を
退
店
し
て
も
全
部
を
渡
さ
ぬ
」
の
見
出
し
で
事
情
が

詳
細
に
書
か
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

（
7
） 

竹
中
編
前
掲
『
店
史
概
要
』
二
二
四
頁
。

（
8
） 

社
内
資
料
『
竹
中
日
記
』（
株
式
会
社
大
丸
松
坂
屋
百
貨
店
所
蔵
）。

（
9
） 

前
掲
『
竹
中
日
記
』。
な
お
、
上
・
銀
両
店
と
は
東
京
上
野
店
と
銀
座
店
の

こ
と
で
あ
る
。

（
10
） 

竹
中
編
前
掲
『
店
史
概
要
』
一
二
六
〜
一
二
七
・
一
三
〇
・
三
一
五
頁
。「
重

役
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
株
式
会
社
の
取
締
役
・
監
査
役
な
ど
役
員

の
総
称
で
は
な
く
「
主
事
」
ク
ラ
ス
の
こ
と
で
あ
る
。
伊
藤
吉
也
に
関
し
て
は
、

同
著
の
二
三
四
〜
二
三
五
頁
に
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
五
月
に
組
織
を
改
め

ら
れ
た
株
式
会
社
誠
工
舎
（
松
坂
屋
専
属
家
具
工
場
）
の
監
査
役
と
あ
り
、
ま

た
同
著
の
二
四
七
頁
に
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
に
お
い
て
満
五
十
五
歳
の
停

年
制
度
に
よ
り
「
主
事
の
伊
藤
吉
也
」
が
退
職
し
た
と
あ
る
。
松
岡
正
礼
に
関

し
て
は
同
著
の
三
二
三
〜
三
二
四
頁
の
大
阪
店
職
制
表
に
営
業
次
長
お
よ
び
人

事
部
長
と
あ
る
。

（
11
） 

竹
中
編
前
掲
『
店
史
概
要
』
二
二
五
・
三
一
七
頁
。
桑
原
益
太
郎
に
つ
い
て

は
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
五
月
二
十
四
日
に
脳
溢
血
の
た
め
五
十
八
歳
で
他

界
し
た
と
あ
る
。

（
12
） 

末
田
前
掲
「
松
坂
屋
店
員
の
実
務
教
育
資
料
『
簡
単
な
売
場
接
客
景
』
の
紹

介
と
若
干
の
考
察
」
一
〜
二
・
九
頁
を
参
照
。
な
お
、
菊
地
亮
三
郎
が
松
坂
屋

の
教
育
責
任
者
に
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
た
経
緯
や
中
川
宗
吉
の
『
接
客
法
』
作
成
の

功
績
に
関
し
て
は
、
竹
中
編
前
掲
『
店
史
概
要
』
一
八
〇
〜
一
八
一
頁
に
詳
し

く
説
明
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
著
の
三
七
五
〜
三
七
六
頁
に
は
、
昭
和
十
二

年
（
一
九
三
七
）
三
月
一
日
「
名
古
屋
店
の
陣
容
」
に
舎
監
長
菊
地
亮
三
郎
と

舎
宅
係
長
中
川
宗
吉
が
み
え
る
。

（
13
） 
『
セ
ー
ル
ス
タ
イ
ム
ズ
』
No. 

六
十
二
、
一
〇
頁
、（
一
九
五
七
年
、
株
式
会

社
大
丸
松
坂
屋
百
貨
店
所
蔵
）
お
よ
び
前
掲
『
竹
中
日
記
』。
伊
藤
杉
治
郎
に

関
し
て
は
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
伊
藤
祐
民
に
よ
る
経
営
陣
の
一
新
に
よ
っ

て
「
名
古
屋
店
営
業
部
長
」
に
任
命
さ
れ
た
と
あ
る
（
竹
中
編
前
掲
『
店
史
概
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要
』
一
五
八
〜
一
五
九
頁
）。
そ
の
後
の
伊
藤
杉
治
郎
に
つ
い
て
は
、
大
正
十

一
年
（
一
九
二
二
）
九
月
に
は
「
名
古
屋
営
業
部
長
」
か
ら
「
本
社
名
営
監
督

部
長
」
へ
昇
進
し
、（
竹
中
編
前
掲
『
店
史
概
要
』
一
八
四
〜
一
八
五
頁
）、
昭

和
五
年
（
一
九
三
〇
）
七
月
三
日
に
満
五
十
五
歳
の
停
年
制
度
に
よ
り
「
常
任

監
査
役
の
伊
藤
杉
治
郎
が
満
五
十
五
才
と
な
っ
た
た
め
に
常
任
を
辞
退
し
て
監

査
役
」
に
な
っ
た
と
あ
る
（
竹
中
編
前
掲
『
店
史
概
要
』
二
四
七
頁
）。

（
14
） 

前
掲
『
セ
ー
ル
ス
タ
イ
ム
ズ
』。

（
15
） 

前
掲
『
松
坂
屋
六
十
年
史
』
四
五
〜
四
六
頁
、
前
掲
『
松
坂
屋
七
十
年
史
』

三
二
頁
、
前
掲
『
松
坂
屋
百
年
史
』
五
六
頁
。

（
16
） 

表
2
に
関
し
て
は
『
店
員
の
心
得
』
を
参
考
に
加
筆
し
て
い
る
。

（
17
） 

竹
中
編
前
掲
『
店
史
概
要
』
一
〇
九
・
二
二
五
頁
。

（
18
） 

末
田
前
掲
「
大
正
期
い
と
う
呉
服
店
（
松
坂
屋
）
の
接
客
法
に
関
す
る
史
料

紹
介
」
を
参
照
。

（
19
） 

竹
中
編
前
掲
『
店
史
概
要
』
二
二
六
頁
。

（
20
） 

前
掲
『
セ
ー
ル
ス
タ
イ
ム
ズ
』
を
参
照
。
ま
た
、
男
女
店
員
間
の
結
婚
に
関

し
て
竹
中
編
前
掲
『
店
史
概
要
』
二
二
六
頁
に
は
、「
従
来
と
か
く
判
然
と
し

て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
た
と
え
ば
店
則
の
規
定
に
も
な
か
っ
た
男
女
店
員
間
の

結
婚
に
つ
い
て
〝
男
女
店
員
間
の
結
婚
は
禁
じ
ら
れ
て
あ
り
ま
す
。〞
と
文
書

に
よ
っ
て
明
示
し
た
こ
と
な
ど
は
、事
の
当
否
は
別
に
し
て
大
き
な
進
歩
で
す
」

と
あ
る
。
な
お
、『
店
員
の
心
得
』の「
第
一
章 

一
般
心
得 

第
四 

店
員
の
風
紀
」

の
な
か
に
「
三
五 

男
女
店
員
間
の
結
婚
は
禁
じ
ら
れ
て
あ
り
ま
す
」
と
あ
る
。

（
21
） 

株
式
会
社
大
丸
松
坂
屋
百
貨
店
所
蔵
の『
店
報
』を
参
照
し
た
。
例
え
ば『
店

報
』
第
一
号
付
録
（
大
正
四
年
八
月
十
五
日
現
在
）
に
は
「
株
式
会
社
い
と
う

呉
服
店
職
員
表
」
が
載
せ
ら
れ
、
そ
れ
以
後
の
『
店
報
』
の
毎
号
に
頻
繁
な
人

事
異
動
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、『
店
報
』
第
二
十
九
号
（
大
正
七

年
二
月
十
五
日
）
一
〜
二
頁
に
は
、「
商
品
部
門
ヲ
確
立
ス
ル
為
メ
名
古
屋
営

業
部
売
場
及
其
所
管
商
品
ヲ
左
記
ノ
通
リ
変
更
シ
二
月
一
日
ヨ
リ
実
施
セ
シ

ム
」
お
よ
び
「
商
品
部
門
ヲ
確
立
ス
ル
為
メ
東
京
営
業
部
売
場
及
ビ
其
所
管
商

品
ヲ
左
記
ノ
通
リ
変
更
シ
二
月
一
日
ヨ
リ
実
施
セ
シ
ム
」
と
あ
る
。
な
お
、
竹

中
編
前
掲『
店
史
概
要
』一
三
六
〜
一
三
九
頁
で
は「
商
品
部
門
制
度
の
確
立
」

と
し
て
詳
し
く
説
明
さ
れ
て
い
る
。

（
22
） 

『
店
報
』
第
一
号
（
大
正
四
年
八
月
二
十
五
日
）
一
頁
に
は
、「
店
報
発
行
ニ

就
テ
」
と
し
て
「
従
来
命
令
、
通
達
、
告
示
等
一
般
店
員
ニ
周
知
セ
シ
ム
ヘ
キ

事
項
ハ
凡
テ
掲
示
、
口
達
ノ
方
法
ニ
依
リ
之
ヲ
行
ヒ
タ
ル
モ
業
務
ノ
発
展
ニ
伴

ヒ
事
漸
ク
複
雑
来
シ
店
規
店
例
ノ
変
改
異
動
モ
亦
尠
カ
ラ
ス
シ
テ
能
ク
細
大
ト

モ
ニ
留
意
ス
ル
ハ
多
忙
ナ
ル
店
員
諸
子
ノ
太
タ
難
事
ト
ス
ル
ト
コ
ロ
ナ
ル
ヘ
キ

ヲ
想
ヒ
寧
ロ
之
ヲ
印
刷
ニ
付
シ
常
ニ
能
ク
反
覆
承
合
セ
シ
ム
ル
ノ
要
ア
ル
ヲ
認

メ
茲
ニ
店
報
ヲ
発
行
シ
之
ヲ
全
店
員
ニ
頒
ツ
。
自
今
諸
子
ハ
具
ニ
之
ヲ
通
読
シ

其
ノ
次
第
ヲ
会
得
シ
以
テ
店
務
服
行
ノ
上
ニ
遺
漏
ナ
カ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
期
ス
ヘ

シ
」
と
あ
る
。
こ
の
あ
と
二
頁
に
か
け
て
「
店
報
規
程
」
と
し
て
全
九
条
が
載

せ
ら
れ
て
い
る
。

（
23
） 

『
店
報
』
第
六
号
（
大
正
五
年
一
月
十
五
日
）
一
頁
か
ら
規
程
の
改
正
記
事

が
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

（
24
） 

『
店
報
』
第
五
号
（
大
正
四
年
十
二
月
十
五
日
）
四
頁
の
「
賞
罰
」
か
ら
第

九
十
条
、『
店
報
』
第
七
号
（
大
正
五
年
二
月
二
十
五
日
）
八
頁
の
「
賞
罰
」

か
ら
第
八
十
八
条
が
と
く
に
頻
繁
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

（
25
） 

末
田
前
掲「
大
正
後
期
株
式
会
社
い
と
う
呉
服
店
の
経
営
拡
大
と
催
事
展
開
」。

（
26
） 

前
掲
『
伊
藤
祐
民
伝
』
五
一
九
〜
五
二
〇
頁
。

（
27
） 

前
掲
『
伊
藤
祐
民
伝
』
五
二
二
頁
。

（
28
） 

末
田
前
掲
「
松
坂
屋
店
員
の
実
務
教
育
資
料
『
簡
単
な
売
場
接
客
景
』
の
紹

介
と
若
干
の
考
察
」
二
頁
に
記
し
た
よ
う
に
、
昭
和
五
年
時
点
の
松
坂
屋
名
古

屋
店
だ
け
で
も
一
、
四
二
六
名
の
店
員
数
の
確
認
が
で
き
た
。
こ
の
時
期
の
店

員
に
つ
い
て
は
『
株
式
会
社
松
坂
屋 

創
立
二
十
年
記
念
写
真
帖
』（
株
式
会
社

松
坂
屋
、
一
九
三
一
年
）
を
参
照
。

（
29
） 
前
掲
『
伊
藤
祐
民
伝
』
一
二
二
〜
一
三
〇
頁
、
有
賀
編
前
掲
『
店
史
概
要
』

一
一
二
〜
一
一
九
頁
、竹
中
編
前
掲
『
店
史
概
要
』
六
七
〜
七
四
頁
、前
掲
『
松
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坂
屋
百
年
史
』
三
五
・
三
二
六
〜
三
二
七
頁
。

 

　

従
来
、
近
世
近
代
期
に
つ
い
て
は
近
江
商
人
に
関
す
る
奉
公
人
制
度
の
豊
富

な
研
究
が
あ
る
も
の
の
、
店
員
心
得
に
関
す
る
研
究
は
あ
ま
り
見
当
た
ら
な
い
。

近
江
商
人
に
つ
い
て
は
『
五
箇
荘
町
史
資
料
集
Ⅰ
―
近
江
商
人 

外
村
家
の
家

訓
・
店
則
集
成
―
』（
五
箇
荘
町
、
一
九
八
九
年
）、『
五
箇
荘
町
史 

第
三
巻 

史

料
Ⅰ
』（
五
箇
荘
町
、
一
九
九
二
年
）、『
近
江
日
野
の
歴
史 

第
七
巻 

日
野
商
人

編
』（
滋
賀
県
日
野
町
、
二
〇
一
二
年
）、『
近
江
八
幡
の
歴
史 

第
五
巻 

商
人
と

商
い
』（
近
江
八
幡
市
、
二
〇
一
二
年
）
な
ど
を
参
照
し
た
。

 

　

他
の
呉
服
系
百
貨
店
の
店
員
制
度
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
と
、
大
丸
（
当
時

専
務
取
締
役
里
見
純
吉
）
が
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
以
降
に
従
業
員
制
度

を
充
実
さ
せ
た
こ
と
は
拙
著
の
末
田
智
樹
『
日
本
百
貨
店
業
成
立
史
―
企
業
家

の
革
新
と
経
営
組
織
の
確
立
―
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
〇
年
）
の
第

四
章
「
大
正
・
昭
和
期
に
お
け
る
伝
統
呉
服
店
の
百
貨
店
化
―
下
村
正
太
郎
と

大
丸
の
成
立
―
」
で
考
察
し
た
通
り
で
あ
る
。
大
丸
に
関
し
て
は
今
後
の
大
き

な
課
題
と
な
ろ
う
。

 

　

ま
た
、
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
に
非
凡
閣
か
ら
刊
行
さ
れ
た
商
業
実
務

講
座
第
四
巻
に
は
「
仕
入
と
販
売
の
基
礎
」
と
「
販
売
事
務
と
接
客
法
」
の
二

つ
が
所
収
さ
れ
て
い
る
。
前
者
は
百
貨
店
の
十
合
（
そ
ご
う
）
の
仕
入
統
制
部

長
で
あ
っ
た
岸
田
秀
之
助
が
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
株
式
会
社
国
誉
商

店
（
現
在
文
房
具
・
オ
フ
ィ
ス
家
具
・
事
務
機
器
を
製
造
販
売
す
る
コ
ク
ヨ
株

式
会
社
）
の
取
締
役
社
長
で
あ
っ
た
黒
田
善
太
郎
が
詳
し
く
執
筆
し
た
接
客
法

が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
両
者
と
も
非
常
に
興
味
深
い
。

 

　

地
方
百
貨
店
で
は
筆
者
が
研
究
を
進
め
て
い
る
大
分
市
の
ト
キ
ハ
に
関
し
て

『
店
則
と
心
得
』（
一
九
三
六
年
）
と
『
サ
ー
ビ
ス
読
本
』（
一
九
四
九
年
）
が

刊
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
ま
た
、
横
須
賀
市
の
呉
服
系
百
貨

店
で
あ
っ
た
さ
い
か
屋
の
「
合
名
会
社
雑
賀
屋
呉
服
店
々
則
（
大
正
九
年
二
月

十
五
日
制
定 

店
員
服
務
心
得
、
大
正
十
三
年
九
月
制
定 

本
則
）」（『
株
式
会
社

横
須
賀
さ
い
か
屋
社
史
』
一
一
三
〜
一
三
五
頁
、
一
九
六
四
年
）、
お
よ
び
千

葉
市
の
呉
服
系
百
貨
店
で
あ
っ
た
奈
良
屋
の
「
店
員
心
得
（
年
不
詳
）」（『
千

葉
県
の
歴
史 

資
料
編 

近
現
代
五
（
産
業
・
経
済
二
）』
二
〇
〇
一
年
、
三
五
九

〜
三
六
一
頁
）
が
あ
る
。
ま
た
、『
株
式
会
社
岩
田
屋
二
十
年
史
』（
一
九
六
一

年
）
と
『
福
屋
五
十
年
史
』（
一
九
八
〇
年
）
に
も
開
店
当
時
の
内
規
（
前
者
）、

店
員
心
得
（
後
者
）
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
大
変
参
考
に
な
る
。
な
お
、
戦
前

期
の
百
貨
店
で
は
な
い
が
、
商
店
の
店
員
に
関
し
て
雑
誌
『
商
店
界
』
付
録
で

発
行
さ
れ
た
相
原
寿
編
『
店
則
店
員
心
得
大
全
集
』（
一
九
三
六
年
）
と
上
野

陽
一
『
店
員
読
本
』（
一
九
三
七
年
）
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
文
献
は
今
後

の
比
較
研
究
に
重
要
な
史
料
と
な
ろ
う
。

（
30
） 

前
掲
『
伊
藤
祐
民
伝
』
一
二
九
頁
。
ま
た
、
元
文
元
年
の
「
掟
書
」
に
つ
い

て
は
前
掲
『
伊
藤
祐
民
伝
』
一
一
四
〜
一
一
六
頁
、有
賀
編
前
掲
『
店
史
概
要
』

二
四
〜
二
六
頁
、
竹
中
編
前
掲
『
店
史
概
要
』
七
〜
九
頁
、
前
掲
『
松
坂
屋
百

年
史
』
八
・
三
二
五
頁
を
参
照
。

（
31
） 

竹
中
編
前
掲
『
店
史
概
要
』
二
二
六
頁
。
本
稿
で
紹
介
し
た
史
料
の
ほ
か
に
、

大
正
期
に
作
成
さ
れ
た
「
店
務
概
要　

松
坂
屋
い
と
う
呉
服
店 

東
京
上
野
広

小
路
」（
株
式
会
社
大
丸
松
坂
屋
百
貨
店
所
蔵
）
が
あ
る
。
こ
の
な
か
で
は
、

①
当
店
の
創
業
、
②
勤
務
の
状
況
、
③
進
級
の
事
、
④
給
与
の
事
、
⑤
舎
宅
の

制
度
、
⑥
教
育
、
体
育
、
衛
生
、
⑦
服
装
の
事
、
⑧
当
店
の
所
在
が
載
せ
ら
れ

て
い
る
。

（
32
） 

竹
中
編
前
掲
『
店
史
概
要
』
二
二
六
頁
。

（
33
） 

松
坂
屋
の
本
支
店
体
制
の
確
立
に
つ
い
て
は
末
田
前
掲
拙
稿
の
ほ
か
に
、
末

田
前
掲
『
日
本
百
貨
店
業
成
立
史
』
の
第
三
章
「
明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
多

店
舗
体
制
の
確
立
―
伊
藤
祐
民
と
松
坂
屋
の
成
立
―
」、
末
田
智
樹
「
株
式
会

社
い
と
う
呉
服
店
の
催
事
展
開
か
ら
み
え
る
百
貨
店
の
営
業
動
向
―
大
正
中
期

に
お
け
る
百
貨
店
化
過
程
の
先
駆
的
一
齣
―
」（『
中
部
大
学
人
文
学
部
研
究
論

集
』
第
二
十
六
号
、二
〇
一
一
年
）、同
「
伊
藤
次
郎
左
衞
門
家
創
業
『
松
坂
屋
』

の
躍
進
に
よ
る
日
本
百
貨
店
業
の
興
隆
」（『
社
史
で
見
る
日
本
経
済
史　

第
五

十
五
巻 
松
坂
屋
三
百
年
史 

解
説
』
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
一
一
年
）、
同
「
一
九
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一
〇
年
代
初
頭
株
式
会
社
い
と
う
呉
服
店
の
催
事
に
み
る
営
業
展
開
」（『
中
部

大
学
人
文
学
部
研
究
論
集
』
第
三
十
二
号
、
二
〇
一
四
年
）、
同
「
昭
和
恐
慌

前
後
に
お
け
る
松
坂
屋
の
経
営
安
定
化
策
と
催
事
展
開
」（『
同
研
究
論
集
』
第

三
十
四
号
、
二
〇
一
五
年
）、
同
「
昭
和
初
頭
静
岡
市
へ
の
松
坂
屋
支
店
誘
致

と
反
百
貨
店
運
動
」（『
同
研
究
論
集
』
第
三
十
五
号
、
二
〇
一
六
年
）
を
参
照
。

　 意　　　注 　
　

本
書
は
当
店
員
の
必
ず
心
得
て
居
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
を
記
し

た
も
の
で
す
か
ら
、
店
員
は
常
に
熟
読
し
て
よ
く
其
の
本
分
を
尽
す

こ
と
に
努
め
て
下
さ
い
。

一　

本
書
は
店
員
に
貸
渡
し
ま
す
。

二　

 

本
書
は
店
外
及
び
舎
宅
外
に
持
出
し
、
又
は
其
の
内
容
を
他
へ

漏ろ
う

洩え
い

し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

三　

本
書
は
店
員
間
に
於
て
も
貸
借
を
禁
じ
ま
す
。

四　

本
書
は
退
店
の
際
に
は
庶
務
係
へ
返
還
し
て
下
さ
い
。

五　

 

本
書
は
定
時
、
又
は
臨
時
に
点
検
し
ま
す
。
若
し
紛
失
の
場
合

は
始
末
書
を
徴ち
ょ
うし
た
上
、
手
代
は
の
丸
、
其
他
は
ア
丸
を
償
わ

さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　

店
　

員
　

の
　

心
　

得

 

（
大
正
十
五
年
十
月
一
日
換
謄
写
）

　
　
　

信
　
　

条

　
　

第
一
　

主
　
　

義

実
用
的
大
商
店
と
し
て
立
ち
堅
実
な
る
店
風
を
発
揚
す
べ
し

　
　
　

此
の
本
旨
を
実
現
せ
ん
が
為
め
左
の
覚
悟
あ
る
を
要
す

　

一
、
広
く
実
用
的
商
品
を
網
羅
し
て
各
部
門
を
充
実
し
一
般
顧
客
の
需
要

に
備
う
る
事
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一
、
総
て
の
設
備
を
整
え
入
り
好
く
買
い
易
く
し
専
ら
顧
客
の
利
便
を
図

る
事

　

一
、
名
誉
を
尚た
っ
とび
信
用
を
重
ん
じ
堅
実
な
る
営
業
振
を
以
て
終
始
一
貫
す

る
事

　
　

第
二
　

商
　
　

品

清
新
に
し
て
善
良
な
る
商
品
を
廉
価
に
販
売
す
べ
し

　
　
　

此
の
本
旨
を
実
現
せ
ん
が
為
め
左
の
確
信
あ
る
を
要
す

　

一
、
当
店
の
商
品
は
悉
こ
と
ご
とく
意
匠
清
新
に
し
て
能
く
時
代
の
趣
好
に
適
応
す

る
事

　

一
、
当
店
の
商
品
は
皆
素
質
善
良
に
し
て
周あ
ま
ねく
厳
密
な
る
吟
味
を
経
た
る

事

　

一
、
当
店
の
商
品
は
必
ず
廉
価
に
し
て
一
品
た
り
と
も
他
店
に
比
し
て
高

価
な
ら
ざ
る
事

　
　

第
三
　

任
　
　

務

誠
実
敏
速
に
し
て
能
く
其
任
務
を
尽
し
万
事
顧
客
本
位
た
る
べ
し

　
　
　

此
の
本
旨
を
実
現
せ
ん
が
為
め
左
の
信
念
あ
る
を
要
す

　

一
、
顧
客
の
心
を
以
て
心
と
為
し
礼
を
厚
う
し
辞
を
卑ひ
く

う
し
顧
客
の
無
理

を
も
甘
受
す
べ
き
事

　

一
、
買
上
品
の
有
無
に
拘
わ
ら
ず
常
に
誠
意
を
籠こ

め
親
切
を
尽
し
必
ず
顧

客
の
満
足
を
期
す
べ
き
事

　

一
、
誂あ
つ
ら
え
も
の
物
は
正
確
に
届
け
物
は
敏
速
に
調
達
し
其
他
一
切
の
店
務
周
到
な

る
用
意
を
以
て
之
に
当
り
各
其
の
任
務
を
尽
し
て
寸す
ん

毫ご
う

も
油
断
あ
る

べ
か
ら
ざ
る
事

　
　
　
　

店 

員 

の 

心 

得 

目 

次
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第
二　

帳
簿
伝
票
類
の
取
扱

　

第
三　

特
別
関
係
者
へ
の
販
売

　

第
四　

見
積
書
提
出
に
就
て

　

第
五　

会
計
事
務
の
正
確

　

第
六　

小
切
手
類
の
注
意

　

第
七　

商
品
券

　

第
八　

御
買
上
品
の
包
装

　

第
九　

進
物
品

　

第
十　

御
買
上
品
の
配
達

　

第
十
一　

御
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上
品
の
発
送

　

第
十
二　

地
方
よ
り
の
御
注
文

　
　
　
　

店 

員 

心 

得 

綱 

要

一　

 

当
店
員
は
常
に　

皇
室
を
尊
び
、
神
仏
を
敬
い
、
又
、
信
条
の
精
神
を

体
し
、
最
も
忠
実
に
最
も
愉
快
に
其
の
任
務
を
尽
し
、
以
て
我
が
光
輝

あ
る
店
格
を
傷
け
ぬ
様
に
心
懸
け
て
下
さ
い
。

一　

 

当
店
員
は
常
に
規
律
を
尚た
っ
とび
、店
則
命
令
に
従
い
、上
下
相
和
し
、各
々

其
の
職
分
を
守
り
、又
、互
に
研
鑽
を
怠
ら
ず
し
て
店
運
の
進
展
を
図
っ

て
下
さ
い
。

一　

 

当
店
員
は
常
に
心
身
の
健
全
を
保
ち
、
質
素
勤
勉
の
美
風
を
養
い
、
堅

実
な
る
思
想
と
善
良
な
る
品
性
を
作な

し
、
自
か
ら
良
店
員
た
る
と
共
に

良
国
民
た
る
べ
く
努
め
て
下
さ
い
。

　
　
　
　

第
一
章　

一 

般 

心 

得

　
　
　
　
　
　

第
一
　

店
員
の
本
分

　

一　

 

当
店
員
は
店
の
規
則
を
堅
く
守
り
、
通
達
、
命
令
に
従
い
、
又
、
従

来
の
店
風
、
慣
例
を
も
十
分
尊
重
し
て
下
さ
い
。

　

二　

 

店
員
は
店
の
都
合
に
依
り
随
時
職
務
替
、
転
勤
、
又
は
出
張
、
差
遣

を
命
ぜ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
快
く
服
従
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

三　

 

凡
て
上
役
の
言
付
に
従
う
の
は
当
然
で
あ
り
ま
す
が
、
尚
、
自
分
よ

り
下
級
の
店
員
か
ら
で
も
、
其
の
職
責
上
求
め
ら
れ
た
る
事
柄
に
は

快
く
応
じ
て
下
さ
い
。

　

四　

 

職
務
を
行
う
に
は
ど
こ
ま
で
も
公
正
に
し
て
、
決
し
て
自
分
の
感
情

な
ど
を
さ
し
は
さ
ん
で
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

五　

 

従
来
仕
来
り
の
事
や
又
、
一
旦
定
め
ら
れ
た
事
は
、
例
え
自
分
の
意

に
副
わ
ぬ
事
が
あ
っ
て
も
放う
っ
ち
ゃ擲
っ
て
置
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
若
し

自
己
の
意
見
が
あ
っ
た
ら
順
序
を
経
て
申
出
て
下
さ
い
。

　

六　

 

店
の
命
令
、
通
達
、
注
意
事
項
、
其
の
他
の
知
ら
せ
や
、
店
員
の
心

得
べ
き
事
柄
は
、
其
の
都
度
掲
示
し
ま
す
か
ら
よ
く
承
知
し
て
実
行

に
努
め
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

七　
 

店
の
商
売
上
の
秘
密
は
絶
対
に
他
へ
漏
ら
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
例

え
ば
商
機
に
関
す
る
こ
と
、
催
事
予
定
計
画
、
売
上
高
、
規
程
、
心

得
、
符
牒
、
人
事
上
の
事
柄
、
賞
与
、
俸
給
、
得
意
先
、
取
引
先
及

び
二
十
五
匁
（
木
の
）
に
関
す
る
事
等
は
秘
密
を
要
す
る
こ
と
勿
論
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で
す
が
、
自
分
で
は
左
程
の
事
と
は
思
わ
ず
に
不
用
意
の
間
に
他
へ

漏
ら
し
て
、
不
利
益
を
醸
す
こ
と
が
往
々
あ
り
ま
す
か
ら
呉
々
も
注

意
し
て
下
さ
い
。
店
員
間
の
話
で
も
ウ
ッ
カ
リ
外
来
者
に
聞
か
れ
る

場
合
も
有あ

り

勝が
ち

の
こ
と
で
す
か
ら
気
を
付
け
て
下
さ
い
。

　

八　

 

店
風
に
反
す
る
如
き
目
的
の
団
体
を
組
織
し
た
り
、
集
会
し
た
り
、

又
は
団
体
、
組
合
等
に
加
入
す
る
こ
と
は
厳
禁
さ
れ
て
あ
り
ま
す
。

　

九　

 

濫み
だ

り
に
流
言
蜚ひ

語
を
放
ち
、
若
く
は
不
都
合
な
宣
伝
を
し
て
風
紀
を

紊み
だ

し
た
り
、
又
は
安
寧
を
害
す
る
様
な
行
為
は
厳
禁
さ
れ
て
あ
り
ま

す
。

一
〇　

 

過
失
、
怠
慢
、
不
注
意
に
よ
っ
て
当
店
に
損
害
を
蒙こ
う
むら
し
め
た
時
は

其
の
事
情
に
よ
っ
て
相
当
の
処
罰
を
受
け
、
場
合
に
よ
っ
て
は
損
害

の
全
部
、
又
は
一
部
を
弁
償
せ
し
め
ら
る
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら

よ
く
注
意
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

第
二
　

店
員
の
体
面

一
一　

 

店
員
は
当
店
の
許
可
を
受
け
ず
し
て
商
工
業
を
営
み
、
又
は
他
の
会

社
、
商
店
の
社
員
、
役
員
と
な
り
、
或
は
之
に
関
係
す
る
事
は
禁
じ

ら
れ
て
あ
り
ま
す
。

一
二　

 

店
員
は
所
属
部
長
の
許
可
を
受
け
ず
し
て
他
所
の
仕
事
を
し
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
他
所
の
図
案
、
装
飾
等
の
懸
賞
募
集
や
依
頼
に
応
じ
た

り
、
営
業
上
、
職
務
上
に
関
す
る
寄
稿
を
し
た
り
、
又
は
裁
断
、
裁

縫
其
の
他
の
仕
事
を
頼
ま
れ
た
場
合
も
当
然
許
可
を
受
け
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。

一
三　

 

当
店
の
名
儀
は
勿
論
、
当
店
員
た
る
の
資
格
を
以
て
、
他
か
ら
負
債

を
為
し
又
は
義
務
を
負
う
立
場
と
な
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
あ
り
ま

す
。

一
四　

 

取
引
先
、
又
は
職
先
と
の
間
に
金
銭
の
貸
借
等
は
厳
禁
さ
れ
て
あ
り

ま
す
。

一
五　

 

当
店
員
た
る
立
場
を
利
用
し
て
、
私ひ
そ

か
に
商
品
の
商
売
を
な
す
こ
と

は
厳
禁
さ
れ
て
あ
り
ま
す
。

一
六　

 

店
の
売
上
金
、
集
金
、
収
入
金
、
仕
払
金
、
其
他
の
金
銭
、
又
は
商

品
を
私
用
に
供
し
、
或
は
他
へ
融
通
、
貸
与
す
る
こ
と
は
犯
罪
と
な

り
ま
す
か
ら
堅
く
気
を
付
け
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
七　

 

商
品
は
勿
論
、
進
物
用
の
帛ふ
く

紗さ

、
風
呂
敷
、
手
拭
、
箱
其
他
の
用
度

品
類
は
店
用
と
雖い
え
ども
濫
用
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
無
断
私
用
に
供
す

る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。
又
、
他
人
の
履
物
、
傘
、
帽
子
等
は
一ち

ょ
っ
と寸

の

間
に
て
も
無
断
使
用
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

一
八　

 

投
機
、
賭
博
及
び
之
等
に
類
似
の
行
為
は
厳
禁
さ
れ
て
あ
り
ま
す
。

一
九　

 

店
員
は
取
引
先
、
職
先
等
の
進
物
、
招
待
、
饗
応
等
は
必
ず
断
ら
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。
万
一
断
り
難
き
場
合
は
所
属
部
長
、
又
は
部
主
任
、

係
長
の
指
図
を
受
け
て
下
さ
い
。
尚
、
取
引
先
、
職
先
等
の
私
宅
へ

漫み
だ

り
に
出
入
し
た
り
、
或
は
会
食
な
ど
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

二
〇　

 
お
客
様
よ
り
の
お
心
付
、
進
物
、
饗
応
等
は
丁
寧
に
御
辞
退
申
さ
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。
余
儀
な
い
場
合
に
は
其
旨
、
部
主
任
、
係
長
、
又

は
所
属
部
長
へ
申
出
て
下
さ
い
。
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二
一　

 

店
へ
の
到
来
品
（
祝
儀
、
不
祝
儀
其
他
の
贈
答
品
）
を
受
け
た
時
は

夫そ
れ

々ぞ
れ

所
管
部
長
へ
お
廻
し
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

第
三
　

店
員
相
互

二
二　

 

店
員
は
互
に
信
義
を
重
ん
じ
仲
よ
く
睦
し
く
相
扶た
す

け
相
補
い
て
店
の

繁
栄
を
計
っ
て
下
さ
い
。
ど
ん
な
事
が
あ
っ
て
も
喧
嘩
口
論
な
ど
粗

暴
の
行
お
こ
な
いが
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

二
三　

 

新
入
店
員
や
転
勤
者
に
は
親
切
に
、
早
く
店
務
に
熟
練
精
通
す
る
様

に
導
き
、
下
級
者
に
は
自
ら
範
を
示
し
温
情
を
以
て
臨
み
、
必
ず
苛

酷
の
小
言
等
は
慎
ん
で
下
さ
い
。

二
四　

 

店
員
の
吉
凶
慶
弔
や
見
舞
等
の
場
合
に
は
店
友
会
、
舎
友
会
が
会
員

一
同
に
代
っ
て
金
品
の
贈
与
を
致
し
ま
す
か
ら
、
店
員
同
志
個
々
に

其
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
中
元
、
歳
暮
等
の
贈
物
も
互
に
一
切
せ
ぬ

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
し
、
又
、
年
賀
廻
礼
は
店
に
於
て
年
賀
式
を

行
い
ま
す
か
ら
相
互
間
に
て
は
す
る
に
及
び
ま
せ
ん
。

二
五　

 

店
員
に
吉
凶
慶
弔
其
他
病
気
災
難
等
の
事
あ
る
場
合
は
直
ち
に
本
人

よ
り
届
出
る
の
は
当
然
で
す
が
、
猶な

お
事
情
に
通
じ
た
同
僚
は
捨
置

か
ず
庶
務
係
へ
通
知
す
る
様
に
し
て
下
さ
い
。

二
六　

 

店
か
ら
の
贈
与
、
店
友
会
、
舎
友
会
よ
り
の
贈
物
に
対
し
て
は
全
く

返
礼
し
な
い
事
に
な
っ
て
居
り
ま
す
。

二
七　

 

店
員
同
志
の
無
駄
な
交
際
は
誘
わ
ぬ
様
に
、
又
つ
き
合
わ
ぬ
様
に
望

み
ま
す
。
店
員
相
互
の
金
品
貸
借
は
禁
じ
ら
れ
て
あ
り
ま
す
。

二
八　

 

同
僚
や
下
の
者
よ
り
店
務
に
就
て
尋
ね
ら
れ
た
と
き
は
、
自
分
の
知

る
限
り
十
分
親
切
に
教
え
て
下
さ
い
。
苟か
り

且そ
め

に
も
軽
蔑
侮
辱
な
ど
し

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

二
九　

 

情
に
牽ひ

か
さ
れ
て
思
わ
ず
不
正
に
与く

み

す
る
こ
と
が
な
い
様
、
互
に
気

を
付
け
て
下
さ
い
。
店
風
に
反
す
る
様
な
事
の
誘
惑
を
受
け
た
と
き

は
必
ず
拒
絶
し
な
さ
い
。

三
〇　

 

店
員
相
互
間
に
は
嘘
や
駆
引
は
禁
物
で
す
。
殊
に
店
務
の
打
合
せ
な

ど
は
最
も
真
面
目
に
、
正
直
に
打
解
け
て
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　

第
四
　

店
員
の
風
紀

三
一　

 

店
員
は
店
の
内
外
を
問
わ
ず
十
分
素
行
を
慎
み
、
苟
い
や
し
くも
風
紀
を
紊み
だ

す

な
ど
店
員
た
る
の
面
目
を
失
わ
ぬ
様
に
気
を
付
け
て
下
さ
い
。

三
二　

 

男
女
店
員
間
の
風
紀
問
題
は
兎
角
世
間
か
ら
誤
解
を
招
き
易
い
も
の

で
す
か
ら
、
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
、
決
し
て
誰
か
ら
も
疑
わ
れ
ぬ

様
に
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
仮た
と
え
し
ゅ
う
ぶ
ん

令
醜
聞
だ
け
で
も
重
く
処
罰
さ
れ
ま

す
。

三
三　

 

男
女
店
員
の
間
で
は
職
務
以
外
の
話
を
し
た
り
、
戯

じ
ょ
う

談だ
ん

を
言
っ
た
り
、

馴
々
し
い
態
度
を
せ
ぬ
様
、
厳
重
に
注
意
し
て
下
さ
い
。
単
に
愛
嬌

を
見
せ
る
丈
け
で
も
誤
解
を
招
き
易
い
も
の
で
す
か
ら
堅
く
慎
ん
で

下
さ
い
。

三
四　

 

男
女
店
員
間
に
於
て
は
自
宅
訪
問
や
手
紙
の
往
復
は
勿
論
、
物
品
の



（17）

90（17） 人文学部研究論集（第38号）

贈
答
な
ど
も
禁
じ
ら
れ
て
あ
り
ま
す
。

三
五　

 

男
女
店
員
間
の
結
婚
は
禁
じ
ら
れ
て
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

第
五
　

礼
　

儀

三
六　

 

店
員
は
出
勤
退
出
の
際
、
当
直
（
又
は
受
付
）
へ
礼
を
な
し
、
又
、

上
役
を
始
め
同
僚
に
も
挨
拶
を
交
わ
し
互
に
礼
儀
を
守
っ
て
下
さ
い
。

三
七　

 

店
の
内
外
に
拘
ら
ず
途
中
で
行
逢
っ
た
時
も
互
に
礼
を
失
わ
ぬ
様
に

し
て
下
さ
い
。
但
し
陳
列
場
内
、
殊
に
お
客
様
の
前
で
は
上
役
に
対

し
て
も
別
段
敬
礼
を
す
る
に
は
及
び
ま
せ
ん
。

三
八　

 

辞
令
、
又
は
職
務
命
令
を
受
け
た
と
き
は
其
の
関
係
部
係
へ
夫
々
挨

拶
を
し
て
下
さ
い
。

三
九　

 

上
役
に
対
し
て
は
勿
論
、
同
僚
や
親
し
い
間
柄
で
も
言
葉
遣
い
や
態

度
な
ど
は
野
卑
に
流
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
男
女
店
員
間
に
於
て
は

一
層
此
点
に
注
意
を
要
し
ま
す
。

四
〇　

 

店
員
間
の
称
呼
は
通
常
少
手
代
、
子
供
に
対
し
て
は
名
を
呼
び
、
其

他
は
姓
を
呼
ぶ
事
に
な
っ
て
居
り
ま
す
。

四
一　

 

お
客
様
に
対
し
て
店
員
の
氏
名
を
言
う
場
合
に
は
敬
称
を
付
し
な
い

事
に
な
っ
て
居
り
ま
す
。

四
二　

 

店
員
は
常
に
緊
張
し
た
心
持
を
持
っ
て
容
姿
を
正
う
し
、
不
行
儀
、

不
体
裁
の
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
頬
杖
や
、
懐
手

や
、
腕
組
や
、
手
を
帯
に
挟
ん
だ
り
、
洋
服
の
ポ
ケ
ッ
ト
へ
手
を
入

れ
た
り
、
又
は
陳
列
台
や
机
に
腰
を
か
け
た
り
凭も
た

れ
た
り
、
俯う
つ

伏ぶ

し

た
り
、
椅
子
に
横
掛
け
す
る
な
ど
は
見
苦
し
き
態
度
で
あ
り
ま
す
。

四
三　

 

営
業
時
間
中
閑
散
な
時
で
も
、
欠あ
く
び伸
し
た
り
、
爪
を
切
っ
た
り
、
鬚ひ
げ

を
抜
い
た
り
、
小
楊
子
を
使
っ
た
り
、
鼻
唄
を
歌
っ
た
り
、
密
か
に

間
食
し
た
り
、
集
っ
て
雑
談
な
ど
し
な
い
様
に
し
て
下
さ
い
。
殊
に

陳
列
場
内
に
於
て
は
鏡
を
見
た
り
化
粧
し
た
り
、
ス
ト
ー
ブ
や
火
鉢
、

扇
風
機
に
寄
り
か
か
っ
た
り
な
ど
せ
ぬ
様
、
如
何
に
些
細
な
事
で
も

よ
く
慎
ん
で
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

第
六
　

容
　

儀

　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
服　

装

四
四　

 

店
員
の
服
装
は
凡
て
質
素
清
潔
を
旨
と
し
て
、
苟か
り

且そ
め

に
も
贅
沢
に
流

れ
た
り
、
華
美
に
走
る
様
な
事
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
垢あ
か

の
付

い
た
衿
、
汗
染
み
た
襦じ

ゅ

袢ば
ん

、
汚
れ
た
る
着
物
、
足
袋
、
擦
り
切
れ
た

袖
口
、
裾
、
帯
な
ど
不
体
裁
な
も
の
は
着
な
い
様
に
気
を
付
け
て
下

さ
い
。

四
五　

 

店
員
執
務
中
の
服
装
は
左
の
通
り
定
め
ら
れ
て
あ
り
ま
す
か
ら
、
こ

の
標
準
に
反
し
な
い
様
に
気
を
付
け
て
下
さ
い
。

冬
期階

級
別

羽
織

着
物

襦
袢

帯

足
袋

付
属
品

備
考

小　

供

な
し

規
定
縞

綿
織
物

胴
、
袖
＝

木
綿
類

衿
＝
黒

綿
八
丈

紺
小
倉

紺
綿
物

白
又
は
薄

茶
色
の
綿

半
袖
シ
ャ
ツ

半
股
引

ジ
ャ
ケ
ツ
、

運
動
シ
ャ

ツ
、
長
袖

シ
ャ
ツ
は

禁
じ
ま
す
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少
手
代

な
し

右
同

右
同

右
同

右
同

右
同

手　

代

綿
織
物
又

は
銘
仙
節

糸
類

右
同

胴
＝
木
綿

又
は
ネ
ル

類袖
＝
無
地

モ
ス
、
紬

類衿
＝
黒

紺
小
倉
又

は
無
地
博

多
類

右
同

綿
又
は
毛

右
同

下
着
を
用

う
る
場
合

は
上
着
と

同
柄
程
度

の
地
味
な

も
の
又
は

黒
の
通
し

衿
を
掛
け

た
る
も
の

に
限
る

夏
期階

級
別

羽
織

着
物

襦
袢

帯

足
袋

付
属
品

備
考

小　

供

な
し

規
定
縞

綿
織
物

木
綿
類
半
袖

白
綿
衿

紺
小
倉
単
帯

な
し

（
外
勤
者

を
除
く
）

白
又
は

薄
茶
色

綿
半
袖
シ
ャ
ツ

少
手
代

な
し

右
同

右
同

右
同

紺
綿
も
の

右
同

手　

代

銘
仙
、

節
織
、

絽
等
無

地
の
類

右
同

胴
＝
木
綿
類

袖
＝
無
地
モ

ス
麻
の
類

（
又
は
半
袖
）

衿
＝
白
又
は
鼠

紺
小
倉

又
は
無

地
博
多

単
帯

右
同

右
同

　
　
　

 

手
代
は
間
着
と
し
て
色
の
薄
く
な
い
地
味
な
も
の
に
限
り
セ
ル
の
着

用
を
許
さ
る
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

四
六　

 

販
売
に
従
事
す
る
者
は
陳
列
場
内
に
於
て
羽
織
の
着
用
を
禁
じ
ら
れ

て
あ
り
ま
す
。
但
し
陳
列
場
各
階
主
任
、
表
受
付
主
任
及
び
各
部
主

任
は
着
用
し
て
も
差
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

四
七　

 

外
商
販
売
員
に
し
て
得
意
廻
り
に
は
外が
い

套と
う

、
コ
ー
ト
、
単ひ
と
え羽
織
の
着

用
は
禁
じ
ら
れ
て
あ
り
ま
す
が
、
特
に
必
要
な
る
者
は
許
可
を
得
て

着
用
す
る
事
が
出
来
ま
す
。

四
八　

 

特
に
定
め
ら
れ
た
者
は
事
務
服
、
又
は
制
服
を
着
用
す
る
こ
と
に

な
っ
て
居
り
ま
す
が
、
其
他
の
者
は
濫み

だ

り
に
着
用
す
る
事
を
禁
じ
ら

れ
て
あ
り
ま
す
。

四
九　

 

呉
服
販
売
部
以
外
の
職
に
あ
る
手
代
以
上
の
者
及
び
洋
服
部
勤
務
の

者
に
限
り
洋
服
を
着
用
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

五
〇　

洋
服
着
用
者
の
服
装
は
左
の
通
り
定
め
ら
れ
て
あ
り
ま
す
。

服
名

表
地

ワ
イ
シ
ャ
ツ

ネ
ク
タ
イ

靴
下

備
考

冬
期

脊
広
服

黒
又
は
紺
無

地
の
三
ツ
揃

（
共
色
の
縞

紋
織
物
を
除

く
）

無
地
、
又

は
柄
の
地

味
な
る
綿

織
物

地
味
に
し

て
上
品
な

る
も
の

黒
無
地
の

綿
物

変
り
チ
ョ
ッ

キ
又
は
変
り

ズ
ボ
ン
及
び

色
又
は
縞
カ

ラ
ー
は
禁
じ

ま
す

夏
期

脊
広
服
又

は
詰
襟
服

黒
又
は
紺
、

白
無
地
の
三

ツ
揃
又
は
上

下
（
共
色
の

縞
紋
織
物
を

除
く
）

右
同
、
又

は
麻
布

右
同

服
の
色
に

準
じ
黒
、

又
は
白
無

地
綿
も
の

右
同

五
一　

女
店
員
の
服
装
は
左
の
標
準
に
よ
っ
て
下
さ
い
。

着
物

襦
袢

帯

足
袋

備
考

木
綿　

瓦
斯
の
類

　
地
色
は
濃
い
も
の
で
余
り
派
出
で
な
い
物

　

柄
は
な
る
べ
く
縞
物
を
可
と
し
ま
す

　

絞
り
、
中
形
、
友
禅
は
禁
じ
ま
す

綿
、
又
は

モ
ス
の
類

衿
は
色
無

地
の
こ
と

モ
ス
程
度

の
も
の

白
足
袋

五
二　

 

陳
列
場
に
於
て
営
業
時
間
中
は
通
常
襷た

す
きを

掛
け
る
事
、
前
垂
を
掛
け

る
事
、
洋
服
の
上う
わ

衣ぎ

を
脱
ぐ
事
を
禁
じ
ら
れ
て
あ
り
ま
す
。

五
三　

店
内
に
於
け
る
履
物
等
は
夫そ
れ

々ぞ
れ

定
め
ら
れ
た
も
の
を
用
い
て
下
さ
い
。

五
四　

 

特
別
事
務
に
従
事
す
る
者
は
許
可
を
得
た
場
合
に
限
り
規
定
外
の
服

装
を
用
う
る
事
が
出
来
ま
す
。
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二
、
装　

身　

具

五
五　

 
店
内
に
て
時
計
を
所
持
す
る
と
き
は
懐
中
時
計
は
紐
を
用
い
、
腕
時

計
は
黒
か
鼠
無
地
の
リ
ボ
ン
を
用
い
、
人
目
に
触
れ
ぬ
様
に
注
意
し

て
下
さ
い
。
金
側
の
腕
時
計
、
金
属
製
の
鎖
、
指
環
、
及
び
メ
タ
ル
、

ネ
ッ
ク
リ
ボ
ン
（
首
掛
紐
）
の
類
は
使
用
を
禁
じ
ら
れ
て
あ
り
ま
す
。

五
六　

 

少
手
代
以
下
及
び
女
店
員
は
許
可
な
く
し
て
時
計
を
携
帯
し
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

五
七　

 

眼
鏡
を
使
用
す
る
者
は
届
出
の
上
、
目
立
た
な
い
感
じ
の
よ
い
も
の

を
用
い
て
下
さ
い
。

五
八　

 

櫛
、
簪
こ
う
が
い、
ピ
ン
、
帯
止
、
羽
織
紐
、
腰
下
げ
等
の
華
美
な
も
の
は
勿

論
、
身
分
不
相
応
の
物
や
奇
抜
な
目
立
つ
物
は
用
い
な
い
様
に
し
て

下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

三
、
頭
髪
及
び
化
粧

五
九　

 

頭
髪
は
常
に
手
入
れ
し
て
清さ
っ

爽ぱ
り

と
理
髪
し
て
下
さ
い
。
奇
抜
な
風
、

例
え
ば
丸
坊
主
、
立
刈
、
角
刈
又
は
異
常
に
長
く
し
た
り
、
嬌に

冶や

け

た
風
な
ど
、
人
か
ら
異
様
に
見
ゆ
る
様
な
の
は
避
け
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
又
、
常
に
鬚ひ

げ

を
剃
り
鬱う

っ

陶と
う

し
く
な
い
様
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

　
　
　

 

女
店
員
の
髪
は
束
髪
に
限
り
ま
す
。
上
品
な
結
い
方
に
し
て
下
さ
い
。

奇
抜
な
流
行
髷ま
げ

な
ど
如い
か
が何
わ
し
い
結
方
は
避
け
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

又
、
常
に
髪
の
手
入
を
怠
ら
ず
悪
臭
の
せ
ぬ
様
、
又
、
乱
れ
て
居
な

い
様
に
気
を
付
け
て
下
さ
い
。

六
〇　

 

頭
に
油
を
多
く
つ
け
る
と
自
然
手
に
も
付
い
て
商
品
な
ど
を
汚
し
易

く
自
分
の
着
物
も
汚
し
ま
す
か
ら
注
意
し
て
下
さ
い
。又
、手
は
時
々

洗
い
、
爪
を
切
り
清
潔
に
し
て
居
て
下
さ
い
。

六
一　

鬚
を
蓄
え
る
こ
と
は
通
常
禁
じ
ら
れ
て
あ
り
ま
す
。

六
二　

 

女
店
員
の
化
粧
は
極
め
て
ア
ッ
サ
リ
と
薄
化
粧
の
程
度
に
し
て
下
さ

い
。
厚
化
粧
は
却
っ
て
卑
し
く
見
え
、
不
快
を
感
じ
さ
せ
ま
す
か
ら

自
ら
気
を
付
け
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
殊
に
口
紅
、
頰
紅
、
書
眉
な
ど

は
い
け
ま
せ
ぬ
。
又
、
香
水
も
な
る
べ
く
用
い
な
い
様
に
し
て
下
さ

い
。

六
三　

 

化
粧
の
為
め
に
長
い
時
間
を
費
す
事
は
慎
ん
で
下
さ
い
。
洗
面
所
、

又
は
店
員
便
所
等
で
時
間
を
費
し
職
務
を
怠
る
様
な
事
が
あ
っ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　

第
七
　

報
告
、
提
案
及
び
相
談

六
四　

 

自
己
の
職
務
上
や
、
其
他
万
般
の
店
務
に
就
い
て
気
付
い
た
事
柄
や

有
益
な
意
見
は
遠
慮
な
く
部
主
任
、
係
長
、
又
は
所
属
部
長
へ
申
出

て
下
さ
い
。
事
柄
や
事
情
に
よ
っ
て
は
直
ち
に
採
用
し
兼
ね
る
事
も

あ
り
ま
す
が
、
不
平
や
失
望
を
せ
ず
又
あ
と
か
ら
良
い
案
を
出
し
て

下
さ
い
。

六
五　

 
店
の
営
業
上
に
就
て
の
世
間
の
批
評
や
お
客
様
の
お
小
言
は
勿
論
、

御
注
文
、
或
は
取
引
上
そ
の
他
多
少
と
も
店
の
利
害
に
関
し
た
事
を

聞
込
ん
だ
と
き
は
直
ち
に
所
属
、
又
は
所
管
部
長
に
知
ら
せ
て
下
さ
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い
。

六
六　

 

店
員
中
に
模
範
と
す
べ
き
善
行
や
賞
揚
す
べ
き
美
挙
の
あ
っ
た
と
き

は
所
管
部
長
へ
報
告
す
る
様
に
し
て
下
さ
い
。

六
七　

 
店
員
間
に
若
し
店
規
違
反
者
の
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
る
と
き
は
即

刻
前
同
様
報
告
を
し
て
下
さ
い
。
報
告
者
に
就
い
て
は
絶
対
秘
密
を

守
り
ま
す
。
若
し
違
反
者
の
あ
る
を
知
っ
て
居
て
見
ぬ
振
り
を
す
る

の
は
店
に
対
し
て
甚
だ
不
忠
実
で
殆
ん
ど
同
罪
と
看み

做な

さ
れ
ま
す
。

六
八　

 

他
店
の
経
営
上
、
又
は
計
画
、
催
事
等
に
就
て
注
意
を
要
す
る
事
を

聞
込
ん
だ
時
は
直
に
報
告
し
て
下
さ
い
。

六
九　

 

一
身
上
、
又
は
勤
務
上
に
就
い
て
不
審
の
点
、
又
は
自
ら
処
置
に
悩

む
様
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ど
ん
な
事
柄
で
も
遠
慮
な
く
所
属

部
長
、
庶
務
係
長
、
又
は
舎
監
長
に
相
談
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
　

第
二
章　

勤 

務 

心 

得

　
　
　
　
　
　

第
一
　

出
勤
及
び
退
出

七
〇　

 

店
員
は
営
業
開
始
時
刻
五
分
前
迄
に
出
勤
し
出
勤
簿
に
捺
印
を
し
て

下
さ
い
。

七
一　

 

開
扉
時
刻
約
三
十
分
前
か
ら
は
当
直
長
の
見
計
い
に
よ
り
、
店
内
に

入
れ
ま
す
か
ら
受
持
部
内
の
掃
除
や
整
理
の
行
届
く
様
に
心
掛
け
て

下
さ
い
。

七
二　

 

営
業
開
始
ベ
ル
と
同
時
に
販
売
員
は
お
客
様
に
接
し
得
る
様
に
、
又
、

内
務
員
は
直
ぐ
事
務
の
執
れ
る
様
に
用
意
し
て
置
い
て
下
さ
い
。

七
三　

 

出
勤
遅
刻
の
場
合
は
手
代
は
営
業
部
長
室
に
備
付
の
遅
刻
出
勤
簿
に

捺
印
し
、
女
店
員
及
び
留
勤
者
は
庶
務
係
へ
手
続
し
て
下
さ
い
。

七
四　

 

早
朝
よ
り
店
外
に
任
務
の
あ
る
場
合
で
も
一
応
出
勤
の
上
、
手
続
を

し
て
か
ら
出
か
け
て
下
さ
い
。
止
む
を
得
ず
自
宅
か
ら
直
ぐ
他
へ
廻

る
様
な
場
合
に
は
そ
の
前
日
店
務
遅
刻
届
に
所
属
部
長
の
承
認
を
受

け
庶
務
係
へ
申
出
て
置
い
て
下
さ
い
。
尚な

お
当
日
出
勤
し
た
時
は
遅

刻
出
勤
簿
中
の
店
務
遅
刻
欄
へ
捺
印
し
て
下
さ
い
。
前
以
て
手
続
を

せ
ず
遅
刻
し
た
時
は
普
通
の
遅
刻
出
勤
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。

七
五　

 

日
常
終
業
時
刻
と
店
員
の
退
出
時
刻
、
順
序
と
は
鈴ベ

ル

（
又
は
喇ら

っ

叭ぱ

）

に
よ
り
合
図
を
致
し
ま
す
か
ら
、
販
売
員
は
商
品
の
整
理
、
内
務
員

は
事
務
の
取
片
付
を
な
し
、
其
日
の
経
過
や
又
は
改
善
す
る
こ
と
等

必
要
な
事
柄
を
も
打
合
せ
し
た
上
で
退
出
し
て
下
さ
い
。
満
二
十
四

歳
以
下
の
男
店
員
は
外
出
、
退
出
の
際
は
所
定
の
場
所
に
於
て
解
帯

し
て
服
装
を
整
え
、
容
儀
を
正
し
て
出
る
事
に
な
っ
て
居
り
ま
す
。

七
六　

 

留
勤
者
（
少
手
代
及
び
小
供
）
は
出
勤
、
退
出
共
に
古
参
者
が
引
率

し
て
出
退
人
員
票
を
受
け
、
秩
序
正
し
く
出
勤
及
び
帰
舎
す
る
こ
と

に
な
っ
て
居
り
ま
す
。

七
七　

 

病
気
其
の
他
、
余
儀
な
き
事
情
に
よ
り
執
務
時
間
内
に
早
退
せ
ん
と

す
る
と
き
は
、
早
退
届
書
に
事
由
を
記
し
部
主
任
、
係
長
又
は
所
属

部
長
の
承
認
を
経
て
庶
務
係
へ
届
け
出
て
下
さ
い
。
店
員
は
な
る
べ

く
遅
刻
や
早
退
を
し
な
い
様
に
力つ
と

め
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
遅
刻
、
早

退
は
勤
務
成
績
に
影
響
し
ま
す
。
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第
二
　

時
間
外
勤
務

七
八　

 
執
務
時
間
外
に
勤
務
す
る
こ
と
は
心
身
の
疲
労
を
増
し
、
又
、
色
々

な
弊
害
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
努
め
て
執
務
時
間
中
に
解
決
し
て
、
之

を
避
く
る
こ
と
に
心
掛
け
て
下
さ
い
。
仕
事
の
都
合
に
よ
り
時
間
外

勤
務
の
必
要
の
あ
る
と
き
は
時
間
外
勤
務
申
請
票
に
其
の
事
由
を
記

し
、
部
主
任
、
係
長
及
び
所
属
部
長
の
承
認
を
受
け
、
退
出
後
の
残

留
は
午
後
三
時
迄
に
、
早
朝
の
出
勤
は
前
日
執
務
時
間
中
に
庶
務
係

へ
差
出
し
、
同
時
に
喜き

座ざ

券
の
請
求
を
も
し
て
下
さ
い
。
時
間
外
勤

務
は
そ
の
部
、
係
の
主
任
者
指
揮
の
下
に
二
名
以
上
で
執
務
す
る
場

合
に
限
り
ま
す
。
時
間
外
勤
務
を
な
し
た
る
場
合
は
其
の
主
任
者
は

其
の
場
所
の
整
頓
は
勿
論
、
電
気
、
瓦
斯
、
水
道
か
ら
火
鉢
、
灰
皿

の
跡
始
末
ま
で
十
分
注
意
し
て
必
ず
其
の
処
置
を
し
て
置
い
て
下
さ

い
。

七
九　

 

時
間
外
勤
務
者
は
当
直
長
（
又
は
残
留
監
督
者
）
監
督
の
下
に
執
務

し
、
仕
事
を
終
り
た
る
時
は
其
旨
報
告
の
上
、
退
出
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

第
三
　

店
員
の
出
入

八
〇　

 

店
員
は
平
日
で
も
休
日
の
場
合
で
も
必
ず
店
員
通
用
口
か
ら
出
入
し

て
下
さ
い
。
客
用
出
入
口
等
か
ら
す
る
事
は
禁
じ
ら
れ
て
あ
り
ま
す
。

八
一　

 

携
帯
品
の
持
込
、
持
出
し
は
必
ず
当
直
長
（
昼
間
に
あ
り
て
は
店
員

受
付
）
の
承
認
を
受
け
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
無
断
で
持
込
や
持
出
し

す
る
事
は
不
正
と
看み

做な

さ
れ
る
虞お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。

八
二　

 

出
勤
の
際
、
外が
い

套と
う

、
帽
子
、
携
帯
品
、
履
物
等
は
指
定
せ
ら
れ
た
場

所
に
納
め
、
営
業
や
執
務
に
必
要
な
き
物
は
一
切
店
内
へ
持
込
ん
で

は
な
り
ま
せ
ん
。

八
三　

 

執
務
時
間
中
臨
時
に
外
出
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
臨
時
外
出
証
に

用
件
及
び
行
先
を
記
入
し
、
主
任
者
、
若
し
く
は
所
属
部
長
の
承
認

を
経
て
之
を
受
付
へ
提
出
し
て
外
出
し
、
帰
店
の
時
は
同
証
の
還
付

を
受
け
承
認
者
へ
返
納
す
る
事
に
な
っ
て
居
り
ま
す
。

八
四　

 

外
勤
本
分
の
者
の
外
出
は
別
に
定
め
ら
れ
た
手
続
に
よ
っ
て
下
さ
い
。

八
五　

 

外
出
者
は
遅
く
も
執
務
時
間
中
に
帰
店
す
る
の
が
当
然
で
あ
り
ま
す
。

仮た
と

令え

用
事
の
都
合
で
店
員
退
出
時
刻
後
に
な
っ
て
も
一
度
は
帰
店
報

告
の
上
、
退
出
し
て
下
さ
い
。
出
先
、
又
は
時
間
の
都
合
に
よ
り
当

直
長
へ
電
話
に
て
届
け
出
で
許
可
を
受
け
た
と
き
は
直
接
自
宅
へ
帰

る
事
も
出
来
ま
す
。
こ
の
届
出
を
怠
る
と
早
退
と
看み

做な

さ
れ
ま
す
。

八
六　

 

私
用
外
出
は
止
む
を
得
ざ
る
場
合
の
外
は
、
な
る
べ
く
避
け
ね
ば
な

り
ま
せ
ぬ
。
又
、
長
時
間
に
渉
ら
ぬ
様
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

八
七　

 

執
務
時
間
外
に
於
て
用
務
の
為
め
店
内
に
出
入
す
る
場
合
は
、
必
ず

当
直
長
の
承
認
を
受
け
、
当
直
員
と
共
に
出
入
す
る
こ
と
に
定
め
ら

れ
て
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

第
四
　

執
　

務

八
八　

 

執
務
の
際
は
常
に
周
到
な
用
意
と
、
綿
密
な
注
意
と
、
快
活
な
態
度
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と
を
以
て
「
良
く
早
く
」
を
本
旨
と
し
万
全
を
期
し
て
下
さ
い
。
粗ぞ
ん

雑ざ
い

な
執
務
振
り
は
禁
物
で
す
。

八
九　

 
常
に
自
分
の
仕
事
に
関
し
た
事
柄
に
は
精
通
す
る
様
心
掛
け
、
仕
事

の
段
取
り
を
良
く
し
、
十
分
練
磨
熟
達
し
て
職
責
を
全
う
し
て
下
さ

い
。

九
〇　

 

自
分
の
職
務
上
の
事
柄
で
も
重
立
っ
た
事
は
能
く
上
役
に
相
談
し
、

自
分
の
一
存
ば
か
り
で
し
な
い
様
に
し
て
下
さ
い
。
又
、
客
に
対
す

る
と
店
員
に
対
す
る
と
に
拘
わ
ら
ず
ハ
ッ
キ
リ
と
判
ら
ぬ
事
を
よ
い

加
減
に
計
ら
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
為
め
飛
ん
で
も
無
い
間

違
を
生
ず
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

九
一　

 

ド
ン
ナ
些
細
な
仕
事
で
も
等な
お

閑ざ
り

に
す
る
と
他
へ
迷
惑
を
掛
け
た
り
、

店
の
信
用
に
関
す
る
様
な
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
何
事

も
よ
い
加
減
な
事
を
し
て
置
か
ず
直
に
完
結
を
期
し
て
下
さ
い
。

九
二　

 

思
違
い
や
伝
達
不
十
分
の
為
め
往
々
過ま

ち

誤が
い

を
生
じ
た
り
、
無
駄
な
手

数
を
費
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
注
意
し
て
下
さ
い
。

九
三　

 

引
請
け
た
仕
事
は
自
分
の
責
任
と
し
て
最
後
の
締
く
く
り
ま
で
し
て

下
さ
い
。
安
請
合
を
し
て
放う
っ

擲ち
ゃ

っ
て
置
く
様
な
事
が
あ
っ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

九
四　

 

仕
事
の
上
に
事
故
の
生
じ
た
時
は
直
に
部
主
任
、
係
長
に
報
告
し
て

善
後
策
を
講
じ
て
下
さ
い
。
自
分
の
過
失
を
決
し
て
隠い
ん

蔽ぺ
い

し
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
事
故
に
対
し
て
は
よ
く
其
の
原
因
を
確
め
て
再
度
と
繰

返
さ
ぬ
様
に
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
一
存
で
弥び

縫ほ
う

策
を
講
じ

て
は
却
っ
て
失
策
の
上
塗
り
を
す
る
事
が
あ
り
ま
す
。

九
五　

 

其
の
日
の
事
は
必
ず
そ
の
日
に
片
付
け
翌
日
へ
廻
さ
ぬ
様
、
又
、
業

務
を
終
っ
て
退
出
す
る
際
は
翌
日
の
予
定
を
も
立
て
て
置
く
様
に
し

て
下
さ
い
。

九
六　

 

自
分
の
受
持
つ
仕
事
は
常
に
完
全
に
整
理
し
、
何
時
検
閲
や
質
問
が

あ
っ
て
も
即
答
の
出
来
る
様
に
、
又
、
休
暇
、
病
気
欠
勤
、
出
張
等

の
際
に
は
必
要
な
事
柄
は
夫
々
引
継
ぎ
依
頼
を
な
し
、
書
類
等
は
何

人
が
一
見
し
て
も
直
に
判
る
様
に
し
、
自
分
の
差
支
の
為
め
店
務
に

支
障
を
来
さ
ぬ
様
に
し
て
置
い
て
下
さ
い
。

九
七　

 

口
頭
に
て
謬あ

や
まり

易
き
用
件
は
な
る
べ
く
文
書
（
用
箋
、
伝
票
等
）
を

用
い
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
用
件
を
聞
い
た
と
き
は
頭
覚
え
の
み

で
な
く
、
其
の
要
領
を
筆
記
し
置
き
遺
漏
の
な
い
様
に
気
を
付
け
て

下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

第
五
　

店
員
徽
章

九
八　

 

店
員
に
は
店
員
徽き

章し
ょ
うを
貸
渡
し
ま
す
か
ら
、
執
務
中
は
必
ず
上
胸
部

に
佩は
い

用よ
う

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
転
勤
、
又
は
退
職
の
時
に
は
庶

務
係
へ
返
還
し
て
下
さ
い
。

九
九　

 

徽
章
を
紛
失
し
た
場
合
は
早
速
庶
務
係
へ
再
交
付
を
請
求
し
て
下
さ

い
。
此
の
場
合
に
は
手
代
は
セ
丸
、
女
店
員
・
少
手
代
以
下
は
の
ー

入
を
償
わ
さ
れ
る
事
に
な
っ
て
居
り
ま
す
。
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第
六
　

私
　

用

一
〇
〇　

 
店
内
で
書
籍
、
新
聞
、
雑
誌
を
読
む
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
あ
り
ま

す
が
、
職
務
上
必
要
あ
る
と
き
は
部
主
任
、
係
長
の
承
認
を
得
て

下
さ
い
。

一
〇
一　

 

店
外
よ
り
個
人
宛
に
送
っ
て
来
る
書
籍
、
新
聞
、
雑
誌
等
は
販
売

品
と
紛
れ
易
き
故
、
必
ず
自
宅
（
舎
生
は
舎
宅
）
宛
に
配
達
さ
せ

る
様
に
し
て
下
さ
い
。

一
〇
二　

 

店
内
で
私
信
を
認
め
る
事
は
禁
じ
ら
れ
て
あ
り
ま
す
。
店
用
の
用

箋
、
封
筒
な
ど
を
私
用
し
て
な
ら
ぬ
こ
と
は
申
す
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。

一
〇
三　

 

私
用
の
書
信
は
店
宛
に
配
達
し
て
来
ぬ
様
、
気
を
付
け
て
下
さ
い
。

店
へ
配
達
さ
れ
た
と
き
は
店
用
と
区
別
し
難
き
為
め
開
封
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

一
〇
四　

 

店
員
は
執
務
時
間
中
、
私
用
の
面
会
は
な
る
べ
く
避
け
て
下
さ
い
。

止
む
を
得
ぬ
私
用
の
訪
問
者
は
通
用
口
受
付
へ
来
ら
る
る
様
に
、

平
素
か
ら
心
得
て
置
い
て
下
さ
い
。

一
〇
五　

 

面
会
の
場
合
は
店
員
面
会
室
に
於
て
為
し
、
通
常
十
分
間
以
内
に

済
し
て
下
さ
い
。

一
〇
六　

 

店
員
は
漫み
だ

り
に
受
持
の
場
席
を
離
れ
な
い
様
に
し
て
下
さ
い
。
若

し
離
れ
る
と
き
は
部
主
任
、
係
長
、
又
は
隣
席
者
に
断
っ
て
行
っ

て
下
さ
い
。
販
売
員
は
特
に
注
意
し
て
接
客
、
販
売
上
に
差
支
を

来
さ
な
い
様
に
心
掛
け
て
下
さ
い
。

一
〇
七　

 

店
員
は
お
客
様
用
の
食
堂
、
休
憩
室
、
応
接
室
、
椅
子
及
び
便
所
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
客
用
階
段
等
を
濫み
だ

り
に
使
用
し
て
は
な
り
ま
せ

ん
。

一
〇
八　

 

御
得
意
様
、
職
先
、
取
引
先
等
に
て
雨
傘
、
提
灯
、
履
物
等
を
借

り
受
け
た
と
き
は
早
速
之
を
お
返
し
申
し
、
決
し
て
そ
の
侭
捨
置

き
御
迷
惑
を
掛
け
る
様
な
事
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
又
、
店

の
雨
傘
其
他
の
借
物
な
ど
も
捨
置
か
ず
に
返
却
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　

第
七
　

食
　

事

一
〇
九　

 

店
員
の
食
事
は
必
ず
店
員
食
堂
に
於
て
為
し
、
濫み
だ

り
に
店
員
喫
煙

室
、
客
食
堂
、
又
は
自
席
等
で
飲
食
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

一
一
〇　

 

店
員
食
堂
の
開
閉
時
刻
は
別
に
定
め
て
あ
り
ま
す
。
店
員
は
時
刻

内
に
仕
事
の
都
合
を
見
計
っ
て
、
通
常
三
分
の
一
以
内
の
人
数
で

交
替
に
て
食
事
を
済
し
て
下
さ
い
。
食
事
や
休
憩
に
は
濫
り
に
誘

合
わ
ぬ
様
に
し
て
下
さ
い
。

一
一
一　

 

店
員
食
堂
満
員
の
場
合
は
な
る
べ
く
待
っ
て
居
な
い
で
ま
た
出
直

す
様
に
し
て
下
さ
い
。
混
雑
中
無
理
に
入
っ
た
り
、
立
食
し
た
り
、

他
の
邪
魔
を
し
た
り
、
其
他
不
作
法
の
な
い
様
に
気
を
つ
け
て
下

さ
い
。

一
一
二　

 
店
員
食
堂
に
は
賄
ま
か
な
いが
あ
り
ま
す
か
ら
予
め
喜き

座ざ

券
を
購
入
し
て
引

替
に
し
て
下
さ
い
。
弁
当
を
持
参
し
た
人
は
出
勤
の
際
、
所
定
の
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個
所
に
置
き
店
内
に
持
ち
込
ま
ぬ
様
に
し
て
下
さ
い
。
女
店
員
は

通
常
弁
当
を
持
参
す
る
こ
と
に
な
っ
て
居
り
ま
す
。
食
料
品
部
で

飲
食
品
を
買
求
め
店
員
食
堂
へ
持
込
む
事
は
禁
じ
ら
れ
て
あ
り
ま

す
。

一
一
三　

 

当
直
員
及
び
退
出
時
刻
後
、
凡
そ
一
時
間
半
以
上
の
残
留
勤
務
者

に
は
夕
喜き

座ざ

を
、
又
、
当
直
員
、
徹
夜
勤
務
者
、
出
勤
時
刻
前
、

凡
そ
一
時
間
以
上
の
早
出
勤
務
者
に
は
朝
喜
座
を
給
さ
れ
ま
す
。

一
一
四　

 

店
員
が
自
己
の
都
合
で
朝
夕
の
喜
座
を
店
員
食
堂
に
て
為
さ
ん
と

す
る
場
合
は
前
以
て
庶
務
係
へ
申
出
で
喜
座
券
を
求
め
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

第
八
　

喫
　

煙

一
一
五　

 

喫
煙
は
店
内
は
勿
論
、
構
内
に
於
て
も
必
ず
許
さ
れ
た
場
所
に
限

り
ま
す
。
陳
列
場
内
や
倉
庫
内
、
又
は
油
気
の
あ
る
所
、
燃
え
易

き
品
物
の
あ
る
所
な
ど
で
は
絶
対
に
禁
じ
ら
れ
て
あ
り
ま
す
。
銜く
わ

え
煙
草
や
火
の
つ
い
た
煙
草
を
持
っ
て
歩
く
こ
と
は
勿
論
な
り
ま

せ
ん
。
未
成
年
者
の
喫
煙
や
許
可
以
外
の
場
所
に
於
て
の
喫
煙
は

重
く
処
罰
さ
れ
ま
す
。

一
一
六　

 

煙
草
の
灰
や
吸
殻
、
燐ま

っ

寸ち

の
燃
さ
し
等
か
ら
往
々
大
事
を
惹ひ

き

起お
こ

し

ま
す
か
ら
火
の
残
り
の
無
い
様
に
注
意
し
、
火
鉢
、
灰
皿
等
の
設

備
の
な
い
所
な
ど
へ
は
ウ
ッ
カ
リ
捨
て
ぬ
様
、
十
分
気
を
付
け
て

下
さ
い
。

一
一
七　

 

店
員
外
の
人
で
も
右
に
違
背
し
た
場
合
は
直
に
注
意
を
し
て
下
さ

い
。

　
　
　
　
　
　

第
九
　

備
品
消
耗
品
の
注
意

一
一
八　

 

什
器
、
備
品
類
は
大
切
に
取
扱
っ
て
下
さ
い
。
手
荒
く
取
扱
う
時

は
早
く
損
傷
す
る
為
め
目
に
見
え
ず
し
て
多
大
の
損
失
を
招
く
事

に
な
り
ま
す
。
若
し
損
傷
し
た
器
具
が
あ
っ
た
ら
直
に
其
の
修
理

を
庶
務
係
、
又
は
受
持
の
係
へ
申
出
て
下
さ
い
。

一
一
九　

 

紙
、
紐
、
鉛
筆
等
の
消
耗
品
は
勿
論
、
電
気
、
瓦
斯
、
水
道
な
ど

も
力つ
と

め
て
節
約
し
て
下
さ
い
。
銘
々
の
心
懸
で
少
し
宛
で
も
節
約

し
た
な
ら
ば
夥
お
び
た
だし
い
利
益
が
あ
り
ま
す
。
之
は
ホ
ン
の
一
例
で
す

が
、
四
千
余
の
全
店
員
が
一
日
に
便
箋
一
枚
宛
を
節
約
す
る
と
せ

ば
一
ヶ
年
に
は
実
に
二
千
円
の
金
額
を
産
出
し
ま
す
。
何ど

ん
な
物

で
も
金
銭
同
様
に
思
っ
て
下
さ
い
。
各
自
に
注
意
し
て
無
駄
な
営

業
費
の
嵩
ま
ぬ
様
に
心
掛
け
る
こ
と
は
軈や
が

て
店
の
為
め
に
も
店
員

の
為
め
に
も
尠
な
か
ら
ぬ
利
益
と
な
り
ま
す
。

一
二
〇　

 

古
紙
、
古
紐
、
使
用
済
の
包
紙
、
箱
、
文
庫
紙
等
少
し
で
も
利
用

の
出
来
そ
う
な
物
は
其
侭
廃
棄
せ
ず
夫
々
区
別
し
て
用
度
係
へ
廻

し
廃
物
利
用
の
途
を
講
じ
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

第
十
　

火
気
の
注
意

一
二
一　

 

火
鉢
や
ス
ト
ー
ブ
に
多
く
火
を
入
れ
た
り
、
紙
屑
を
燃
や
し
た
り
、
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火
鉢
や
莨た
ば
こ
ぼ
ん盆に
接
近
し
て
紙か
み

屑く
ず

籠か
ご

や
燃
え
易
き
物
を
置
い
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

一
二
二　

 
火
鉢
、
莨
盆
、
灰
皿
は
夫
々
備
付
の
場
所
以
外
に
移
し
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

一
二
三　

 

火
取
器
に
沢
山
火
を
入
れ
て
運
ん
だ
り
不
完
全
な
火
取
器
を
使
用

し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

一
二
四　

 

油
紙
、
合か
っ
ぱ羽
、
雨
傘
、
薪
炭
、
燐ま
っ
ち寸
、
揮
発
油
、
ア
ル
コ
ー
ル
、

ガ
ソ
リ
ン
等
の
発
火
し
易
き
も
の
は
安
全
な
場
所
に
格
納
し
積
み

重
ね
な
い
様
に
注
意
し
て
夫
々
手
当
し
て
置
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

又
、
濫み
だ

り
に
持
運
ん
で
は
な
り
ま
せ
ん
。

一
二
五　

 

裸
灯
火
を
用
い
た
り
、
暗
い
場
所
で
灯
火
の
代
り
に
燐ま
っ
ち寸
を
使
用

す
る
こ
と
は
厳
禁
さ
れ
て
あ
り
ま
す
。

一
二
六　

 

電
気
器
具
、
機
械
に
触
れ
る
こ
と
は
な
る
べ
く
避
け
て
下
さ
い
。

　
　
　
　

 

又
、
必
要
が
あ
っ
て
も
濡ぬ

れ

手て

で
触
っ
た
り
、
水
気
の
あ
る
土
間
な

ど
に
立
っ
て
触
れ
る
こ
と
は
危
険
で
す
か
ら
気
を
付
け
て
下
さ
い
。

　
　
　
　

 

又
、
布き

裂れ

、
紙
等
の
燃
焼
物
を
電
球
や
笠
シ
ェ
ー
ドに
接
近
せ
し
め
た
り
、

覆お
お
いに
用
う
る
こ
と
は
危
険
で
す
か
ら
注
意
し
て
下
さ
い
。

一
二
七　

 

電
灯
線
被ひ

覆ふ
く

の
破
損
を
発
見
し
た
時
は
直
に
電
気
方
（
又
は
機
関

方
）
へ
通
知
し
て
下
さ
い
。

一
二
八　

 

瓦
斯
を
使
用
し
た
後
は
固
く
栓
を
締
め
漏ろ
う

洩え
い

せ
ぬ
様
、
気
を
付
け

て
下
さ
い
。
瓦
斯
管
や
ゴ
ム
管
か
ら
少
し
で
も
漏
れ
る
様
子
が

あ
っ
た
ら
直
に
電
気
方
（
又
は
機
関
方
）
へ
通
知
し
て
下
さ
い
。

一
二
九　

 

各
主
任
者
は
日
常
退
出
の
際
、
受
持
場
所
内
を
隈
な
く
見
廻
っ
て

火
気
其
他
の
始
末
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

第
十
一
　

非
常
時
の
処
置

一
三
〇　

 

店
員
は
常
に
消
火
栓
、
消
火
器
、
電
灯
の
「
ス
イ
ッ
チ
函
」、
非

常
報
知
器
等
非
常
に
対
す
る
設
備
を
会
得
し
置
き
、
万
一
の
際
の

心
得
が
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

一
三
一　

 

出
火
の
際
は
大
事
に
至
ら
ぬ
前
に
消
止
む
る
の
が
第
一
の
目
的
で

あ
り
ま
す
。
出
火
を
発
見
し
た
る
者
は
先
ず
以
て
大
声
呼
号
し
、

且
つ
最
寄
の
非
常
報
知
器
に
依
っ
て
急
を
報
ず
る
と
共
に
機
宜
の

方
法
を
以
て
挺
身
消
火
に
努
め
て
下
さ
い
。

一
三
二　

 

出
火
の
報
を
耳
に
し
た
時
は
直
に
現
場
に
駆
け
付
け
機
宜
の
処
置

を
取
っ
て
下
さ
い
。

一
三
三　

 

出
火
の
場
合
は
其
程
度
に
も
よ
り
ま
す
が
、
先
ず
以
て
消
防
署
へ

電
話
で
急
報
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
此
の
場
合
、
単
に
「
火
事
」

と
言
え
ば
交
換
局
で
は
直
に
消
防
署
に
接
続
し
て
呉
れ
ま
す
（
東

京
の
様
な
自
働
交
換
式
の
電
話
機
で
は
直
接
消
防
署
を
呼
出
し
て

下
さ
い
）。
夜
間
に
あ
り
て
は
舎
宅
及
び
重
役
、
各
部
長
、
庶
務

係
長
、
作
業
方
、
電
気
方
（
又
は
機
関
方
）
等
の
私
宅
へ
急
報
し

て
下
さ
い
。

一
三
四　

 
消
化
の
手
当
に
付
て
は
左
の
事
柄
を
常
に
心
掛
け
て
居
て
下
さ
い
。

　
　
　
　

イ 
油
類
の
燃
ゆ
る
時
、
水
を
掛
け
る
こ
と
は
却
っ
て
拡
が
る
虞お
そ

れ

が
あ
り
ま
す
か
ら
砂
、
灰
の
類
、
濡
ら
し
た
茣ご

蓙ざ

、
布
団
、
毛
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布
、
覆お
お
い等
を
使
う
が
宜
し
い
。

　
　
　
　

ロ 

漏
電
、
漏
水
、
漏
瓦
斯
の
場
合
は
電
気
方
（
又
は
機
関
方
）
へ

報
ず
る
と
共
に
、
ス
イ
ッ
チ
若
く
は
栓
を
閉
ず
る
手
段
を
執
っ

て
下
さ
い
。

　
　
　
　

ハ 
出
火
の
際
は
先
ず
以
て
付
近
の
窓
を
閉
め
て
下
さ
い
。
窓
を
開

け
る
と
却
っ
て
火
勢
を
強
め
ま
す
。

　
　
　
　

ニ 

延
焼
の
虞
れ
あ
る
付
近
の
品
物
は
早
く
取
除
け
て
下
さ
い
。

一
三
五　

 

退
出
後
、
店
、
若
し
く
は
付
近
に
火
災
、
又
は
事
変
あ
る
こ
と
を

知
っ
た
ら
直
に
駆
付
け
て
下
さ
い
。

一
三
六　

 

出
火
、
近
火
、
地
震
、
其
他
非
常
の
際
に
は
狼
狽
す
る
こ
と
な
く
、

凡
て
上
役
の
指
図
に
従
い
規
律
よ
く
適
当
の
処
置
を
執
り
、
漫み
だ
りに

外
出
、
又
は
帰
宅
な
ど
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

一
三
七　

非
常
報
知
器
や
非
常
の
設
備
に
悪い

た

戯ず
ら

し
た
者
は
処
罰
さ
れ
ま
す
。

一
三
八　

 

非
常
時
に
関
す
る
詳
細
の
事
は
別
に
定
め
が
あ
り
ま
す
か
ら
能
く

心
得
て
置
い
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

第
十
二
　

病
傷
の
手
当
と
店
員
の
保
健

一
三
九　

 

御
客
様
、
又
は
店
員
に
急
病
者
、
又
は
怪
我
人
の
あ
っ
た
場
合
に

は
医
務
室
、
若
し
く
は
静
か
な
場
所
に
案
内
し
て
、
直
に
陳
列
場

係
、
又
は
庶
務
係
に
通
知
し
て
下
さ
い
。

一
四
〇　

 

店
員
は
常
に
各
自
の
衛
生
に
注
意
し
て
下
さ
い
。
清
潔
と
飲
食
の

節
制
と
は
保
健
の
第
一
要
件
で
あ
り
ま
す
。

一
四
一　

 

店
員
は
常
に
適
度
の
運
動
を
心
掛
け
て
病
気
に
罹か

か
ら
ぬ
様
に
な

さ
い
。
殊
に
自
ら
伝
染
病
の
疑
う
た
が
いあ
る
時
は
秘か
く

さ
ず
に
直
に
医
師
の

診
断
を
受
く
る
様
に
し
て
下
さ
い
。
ト
ラ
ホ
ー
ム
や
皮
膚
病
等
の

軽
症
な
も
の
で
も
捨
て
置
か
ず
治
療
し
て
下
さ
い
。
こ
れ
は
自
分

の
為
め
の
み
で
な
く
一
般
の
為
で
あ
り
ま
す
。

一
四
二　

 

自
己
は
勿
論
、
家
族
、
又
は
近
隣
に
伝
染
病
の
発
生
し
た
時
は
直

に
庶
務
係
へ
届
出
で
夫
々
指
図
を
受
け
て
下
さ
い
。
人
の
嫌
が
る

病
気
に
罹か
か

っ
た
と
き
は
な
る
べ
く
他
に
接
す
る
こ
と
を
遠
慮
す
る

様
に
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
　

第
三
章　

規 

程 

事 

項

　
　
　
　
　
　

第
一
　

休
　

暇

一
四
三　

休
暇
に
は
左
の
四
種
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

毎
月
休
暇

　
　
　
　
　

定
期
休
暇

　
　
　
　
　

請
願
休
暇

　
　
　
　
　

特
別
休
暇

一
四
四　

毎
月
休
暇

　
　
　
　

イ 

毎
月
手
代
に
は
三
日
間
、
其
他
の
者
に
は
二
日
間
（
何
れ
も
定

休
日
共
）
の
休
暇
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　

ロ 
毎
月
休
暇
は
店
務
の
都
合
を
見
計
ら
い
部
主
任
、
係
長
の
手て

許も
と

で
予
め
日
割
を
定
め
る
の
を
通
例
と
し
て
あ
り
ま
す
。
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ハ 

日
曜
、
大
祭
祝
日
、
主
な
る
売
出
し
、
其
の
他
廉か
ど

あ
る
日
に
は

成
る
べ
く
休
暇
を
し
な
い
様
に
し
て
下
さ
い
。
又
、
其
月
に
休

暇
日
数
以
上
の
欠
勤
を
し
た
と
き
は
成
る
べ
く
休
暇
は
遠
慮
す

る
様
に
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
　

ニ 
折
角
の
休
暇
を
無
益
に
費
し
、
却
っ
て
心
身
の
疲
労
を
招
く
様

な
事
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
力つ
と

め
て
休
養
の
実
を
挙
ぐ
る

様
に
し
て
下
さ
い
。

一
四
五　

定
期
休
暇

　
　
　
　

イ 

手
代
、
少
手
代
、
小
供
に
対
し
て
は
店
務
の
閑
散
期
を
見
計
い

毎
年
五
日
以
内
の
定
期
休
暇
を
与
え
ら
れ
ま
す
。
但
し
入
店
後

一
年
未
満
の
者
及
既
往
一
年
間
に
三
十
日
以
上
の
欠
勤
（
休
暇

を
除
く
）
あ
る
者
に
は
通
常
与
え
ら
れ
ぬ
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

ロ 

定
期
休
暇
は
休
養
、
帰
省
、
墓
参
乃な
い

至し

は
身
心
鍛
錬
の
為
め
に

設
け
ら
れ
て
あ
る
も
の
で
す
か
ら
無
意
義
に
費
さ
ぬ
様
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
四
六　

請
願
休
暇　

左
記
の
場
合
は
請
願
に
よ
り
休
暇
を
与
え
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　

イ 

父
母
近
親
の
病
気
見
舞
に
は
三
日
以
内
、
死
亡
の
時
に
は
手
代

は
十
日
以
内
、
其
他
は
七
日
以
内
、
但
し
其
の
日
数
は
実
情
に

応
じ
て
定
め
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　

ロ 

父
母
祖
先
の
祭
日
の
為
め
に
年
一
回
（
一
日
間
）

　
　
　
　

ハ
本
人
結
婚
の
場
合
は
三
日
以
内
。

　
　
　
　

ニ 

徴
兵
検
査
、
点
呼
、
転
勤
、
差
遣
、
海
外
よ
り
帰
朝
の
際
な
ど

必
要
に
応
じ
夫
々
日
数
を
定
め
て
休
暇
を
受
け
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。

一
四
七　

特
別
休
暇

　
　
　
　

イ 

当
直
、
徹
夜
勤
務
、
定
休
日
勤
務
者
に
は
一
日
の
休
暇
を
与
え

ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　

ロ 

特
に
激
甚
な
る
店
務
に
携
っ
た
場
合
、
又
は
四
十
歳
以
上
で
店

務
に
精
励
し
た
者
に
は
別
に
慰
労
休
暇
を
与
え
ら
れ
ま
す
。

一
四
八　

 

定
期
休
暇
、
請
願
休
暇
等
に
際
し
特
に
遠
隔
の
地
に
行
か
ね
ば
な

ら
ぬ
場
合
は
、
実
際
の
必
要
に
応
じ
往
復
日
数
を
与
え
ら
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

一
四
九　

 

特
別
の
場
合
の
外
、
一
度
に
各
種
の
休
暇
を
併
合
、
連
続
し
て
永

く
休
む
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
居
り
ま
す
。

一
五
〇　

 

毎
月
休
暇
は
そ
の
前
日
、
定
期
休
暇
は
五
日
前
に
各
休
暇
願
書
に

所
属
部
主
任
、
係
長
の
認
印
を
受
け
（
定
期
休
暇
は
更
に
所
属
部

長
の
承
認
を
要
し
ま
す
）
庶
務
係
長
へ
届
出
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

第
二
　

欠
　

勤

一
五
一　

 

病
気
又
は
止
む
を
得
ぬ
事
故
の
為
め
に
欠
勤
せ
ん
と
す
る
時
は
そ

の
前
日
に
届
出
ず
る
事
を
要
し
ま
す
。
若
し
急
に
其
の
日
の
朝
に

な
っ
て
欠
勤
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
事
の
起
っ
た
と
き
は
直
に
電
話

そ
の
他
の
方
法
で
所
属
部
主
任
、
係
長
ま
で
申
出
で
下
さ
い
。
右

の
申
出
を
受
け
た
者
は
直
に
本
人
に
代
っ
て
欠
勤
届
を
作
成
し
庶

務
係
へ
提
出
し
て
下
さ
い
。
此
の
届
出
を
怠
る
と
無
断
欠
勤
と
な
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り
本
人
の
勤
務
成
績
に
関
係
し
ま
す
か
ら
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。

一
五
二　

 

何
れ
の
部
、
係
の
一
人
で
も
欠
勤
す
れ
ば
夫
れ
だ
け
仕
事
に
支
障

を
来
し
、
他
に
迷
惑
を
掛
け
る
事
に
な
り
ま
す
か
ら
な
る
べ
く
欠

勤
し
な
い
様
に
心
掛
け
て
下
さ
い
。

一
五
三　

 

病
気
で
七
日
以
上
引
続
き
欠
勤
す
る
場
合
は
欠
勤
届
に
医
師
の
診

断
書
を
添
え
、
事
故
欠
勤
の
時
は
そ
の
理
由
を
明
記
し
て
下
さ
い
。

一
五
四　

 

病
気
欠
勤
に
し
て
長
期
に
亘
る
時
は
十
日
目
毎
に
病
状
を
又
、
転

地
療
養
の
場
合
は
転
地
先
を
庶
務
係
へ
通
知
し
て
下
さ
い
。

一
五
五　

 

舎
宅
居
住
の
少
手
代
、
小
供
で
病
気
の
為
め
に
帰
郷
療
養
を
な
さ

ん
と
す
る
と
き
は
、
帰
郷
療
養
願
書
に
医
師
の
診
断
書
を
添
え
舎

監
長
及
び
所
属
部
主
任
、
係
長
の
承
認
を
経
て
庶
務
係
長
へ
提
出

せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
五
六　

 

病
状
に
よ
り
転
地
、
又
は
帰
郷
療
養
の
必
要
あ
り
と
認
め
た
場
合

に
は
休
養
を
命
ず
る
事
も
あ
り
ま
す
。

一
五
七　

 

欠
勤
長
期
に
亘
る
と
き
は
規
定
に
よ
り
休
職
と
な
り
ま
す
。
一
定

の
休
職
期
間
内
に
復
職
の
出
来
な
い
場
合
は
自
然
退
店
と
看み

做な

さ

る
る
事
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

第
三
　

当
　

直

一
五
八　

 

当
直
は
営
業
時
間
外
に
於
て
営
業
所
全
体
を
護ま
も

り
、
店
内
外
の
取

締
警
備
に
任
じ
所
要
の
店
務
を
掌
つ
か
さ
どる
も
の
で
あ
り
ま
す
。

一
五
九　

 

店
員
は
当
直
規
定
に
よ
り
交
替
を
以
て
当
直
勤
務
に
服
す
る
こ
と

に
な
っ
て
居
り
ま
す
。
当
直
服
務
時
刻
に
到
り
た
る
時
は
当
直
長

は
営
業
部
長
に
、
当
直
員
は
当
直
長
に
挨
拶
し
て
ぞ
れ
ぞ
れ
指
図

を
受
け
部
署
に
就
い
て
下
さ
い
。

一
六
〇　

 

当
直
員
は
御
客
様
よ
り
の
御
用
其
他
引
受
け
た
事
柄
は
直
に
当
直

長
に
報
告
し
、
当
直
長
は
責
任
を
以
て
処
理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
又
、
服
務
中
に
生
じ
た
る
事
は
所
定
の
報
告
書
に
記
入
し

て
翌
朝
庶
務
係
長
経
由
営
業
部
長
へ
報
告
し
、
其
他
の
引
継
ぎ
を

要
す
る
事
柄
は
漏
れ
な
く
夫
々
伝
達
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
六
一　

 

当
直
当
番
は
変
更
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
但
し
万ば

ん

止
む
を
得

ざ
る
事
故
の
生
じ
た
場
合
は
自
ら
代
人
を
立
て
庶
務
係
長
の
承
認

を
得
て
変
更
の
手
続
を
受
け
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
店
務
の
為
め
服

務
し
難
き
場
合
は
当
直
長
及
び
当
直
主
任
は
所
属
部
長
の
許
可
を

経
て
庶
務
係
長
に
申
出
で
、
其
他
の
当
直
員
は
庶
務
係
長
の
許
可

を
得
て
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。
当
直
当
番
の
欠
け
た
時
は
当
然

次
番
者
が
繰
上
る
こ
と
に
な
っ
て
居
り
ま
す
か
ら
、
突
然
そ
の
日

に
当
直
に
当
っ
て
も
不
服
等
は
申
立
て
ず
、
私
用
を
も
繰
合
せ
て

快
く
服
務
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

第
四
　

入 

退 

営

一
六
二　

 
徴
兵
検
査
を
受
け
た
時
は
其
結
果
を
庶
務
係
長
へ
報
告
し
て
下
さ

い
。
入
営
期
日
の
確
定
し
た
と
き
は
直
に
休
職
願
書
を
所
属
部
主

任
、
係
長
を
経
て
庶
務
係
長
へ
出
し
て
下
さ
い
。
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一
六
三　

 

入
営
中
は
毎
月
一
回
位
勤
務
の
状
況
、
起
居
の
安
否
等
を
通
報
し

て
下
さ
い
。

一
六
四　

 
退
営
の
場
合
は
凡
そ
一
ヶ
月
前
に
そ
の
旨
を
庶
務
係
長
へ
予
報
し
、

退
営
後
直
に
在
営
中
の
履
歴
書
を
添
え
復
職
願
を
庶
務
係
長
へ
提

出
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

第
五
　

願
及
び
届

一
六
五　

 

願
、
届
書
は
通
常
営
業
部
長
宛
と
し
て
所
属
部
主
任
、
係
長
を
経

て
庶
務
係
長
へ
提
出
す
る
の
が
例
で
あ
り
ま
す
。

一
六
六　

 

転
居
、
氏
名
改
称
、
縁
組
、
出
産
、
近
親
の
死
亡
、
家
族
の
病
気
、

保
証
人
の
身
上
移
動
等
の
場
合
は
必
ず
庶
務
係
へ
届
出
て
下
さ
い
。

一
六
七　

 

手
代
は
毎
年
一
月
所
定
の
住
居
票
を
認
め
、
営
業
部
長
役
場
へ
提

出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
居
り
ま
す
。

一
六
八　

 

水
、
火
、
風
、
震
等
の
災
害
を
蒙こ
う
むっ
た
り
又
は
近
火
の
場
合
に
は

其
旨
庶
務
係
へ
届
出
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

第
六
　

印
章
及
び
名
刺

一
六
九　

 

店
員
の
印
章
は
楕
円
形
に
て
長
経
曲
尺
三
分
五
厘
、
字
体
は
楷
書
、

若
く
は
隷
書
に
て
姓
と
名
前
の
頭
字
と
を
刻
し
た
る
も
の
を
作
製

し
印
鑑
は
庶
務
係
へ
届
出
て
下
さ
い
。

一
七
〇　

 

認
印
は
自
己
の
責
任
を
明
か
に
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
軽
々

し
く
押
捺
し
又
は
他
人
に
依
頼
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

一
七
一　

印
章
変
更
の
場
合
は
其
の
都
度
庶
務
係
へ
届
け
て
下
さ
い
。

一
七
二　

 

店
務
用
の
名
刺
は
一
定
の
様
式
が
あ
り
ま
す
。
必
要
の
場
合
は
所

属
部
長
の
承
認
を
経
て
庶
務
係
へ
申
出
れ
ば
調
製
し
て
貰
え
ま
す
。

　
　
　
　

個
人
使
用
の
名
刺
に
は
肩
書
に
店
名
を
記
入
し
て
は
な
り
ま
せ
ぬ
。

　
　
　
　
　
　

第
七
　

給
　

与

一
七
三　

 

俸
給
は
毎
月
廿
五
日
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
月
給
者
に
は
其
月
分
を
、

日
給
者
に
は
前
月
廿
一
日
よ
り
其
月
二
十
日
迄
の
分
を
計
算
し
て

支
給
さ
れ
ま
す
。
俸
給
は
夫
々
所
定
の
場
所
へ
自
身
に
出
頭
し
て

受
取
っ
て
下
さ
い
。

一
七
四　

 

留
勤
者
の
俸
給
は
便
宜
上
、
一
々
現
金
を
交
付
せ
ず
、
同
様
廿
五

日
に
各
自
の
店
員
貯
金
へ
振
込
む
こ
と
に
な
っ
て
居
ま
す
。

一
七
五　

 

転
任
、
差
遣
、
若
く
は
店
務
の
為
め
出
張
し
た
時
は
所
定
の
旅
費

を
支
給
さ
れ
ま
す
。
旅
費
は
都
合
に
よ
り
概
算
を
以
て
前
渡
を
受

く
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
各
営
業
部
、
又
は
仕
入
店
の
所
在
地
に

出
張
の
時
は
紹
介
票
及
び
宿
舎
依
頼
票
を
持
参
し
、
其
地
の
舎
宅

に
宿
泊
す
る
例
と
な
っ
て
居
り
ま
す
。

一
七
六　

 

店
員
に
は
通
例
期
末
賞
与
金
、
中
元
、
歳
暮
の
賞
与
金
が
交
付
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
居
り
ま
す
。
又
、
別
に
種
々
の
手
当
や
奨
励

賞
与
等
の
事
も
定
め
ら
れ
て
あ
り
ま
す
。

一
七
七　

 

店
員
、
若
く
は
家
族
の
吉
凶
、
病
気
等
の
場
合
は
所
定
の
金
額
を
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贈
与
さ
れ
慶
弔
、
又
は
見
舞
の
意
を
表
さ
れ
る
事
に
な
っ
て
い
ま

す
。

一
七
八　

 
店
員
に
し
て
規
定
の
年
限
を
経
過
し
退
店
し
た
る
者
に
対
し
て
は

退
店
慰
労
金
、
又
は
恩
給
の
定
め
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

第
八
　

身
元
保
証
金

一
七
九　

 

店
員
は
本
採
用
に
な
る
時
に
身
元
保
証
金
を
預
託
す
る
事
に
な
っ

て
居
り
ま
す
。

一
八
〇　

 

身
元
保
証
金
は
現
金
、
若
く
は
公
債
、
政
府
保
証
の
債
券
、
又
は

当
店
の
株
式
、准
株
券
、預
金
証
券
を
以
て
預
託
す
る
こ
と
に
な
っ

て
居
り
ま
す
。
身
元
保
証
金
を
一
時
に
預
託
す
る
こ
と
が
出
来
な

い
場
合
は
便
宜
毎
月
の
俸
給
中
か
ら
約
一
割
宛
を
積
立
て
る
例
に

な
っ
て
居
り
ま
す
。
少
手
代
、
小
供
等
に
対
し
て
は
別
に
定
め
が

あ
り
ま
す
。

一
八
一　

預
託
し
た
現
金
に
は
所
定
の
利
子
を
付
せ
ら
れ
ま
す
。

一
八
二　

 

退
店
し
た
時
は
既
に
預
託
し
て
あ
る
保
証
金
は
其
の
後
六
ヶ
月
間

引
続
き
之
を
保
管
の
上
、
返
還
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
居
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

第
九
　

店
員
貯
金

一
八
三　

 

店
員
の
貯
蓄
を
奨
励
し
個
人
経
済
の
安
固
を
計
る
為
め
、
店
員
貯

金
課
の
設
け
が
あ
り
ま
す
。

一
八
四　

 

店
員
貯
金
は
当
店
の
給
与
金
の
内
よ
り
預
入
れ
、
そ
れ
に
高
率
の

利
息
を
付
け
、
店
員
の
財
産
の
保
護
増
殖
を
本
旨
と
し
て
あ
り
ま

す
か
ら
余
人
の
為
め
に
す
る
預
金
は
禁
じ
ら
れ
て
あ
り
ま
す
。

一
八
五　

 

預
入
れ
、
払
戻
し
は
所
定
の
用
紙
と
通
帳
と
を
用
い
至
極
便
利
に

扱
っ
て
居
り
ま
す
。

一
八
六　

 

舎
宅
居
住
の
手
代
は
追
て
通
勤
す
る
時
の
用
意
と
し
て
別
に
毎
月

俸
給
中
よ
り
世
帯
基
金
を
積
立
て
貯
蓄
す
る
事
に
な
っ
て
居
り
ま

す
。

　
　
　
　
　
　

第
十
　

預
金
証
券

一
八
七　

 

店
員
貯
金
と
同
趣
旨
の
下
に
長
期
預
金
を
す
る
者
の
為
に
預
金
証

券
の
制
が
あ
り
ま
す
。

一
八
八　

 

預
金
証
券
は
一
通
の
金
額
を
の
受う

け

丸ま
る

と
木き

奉た
て

の
受
丸
の
二
種
と
し
、

之
に
高
率
の
利
子
を
付
し
毎
年
二
月
、
八
月
の
両
期
に
利
子
を
払

渡
し
ま
す
。

一
八
九　

 

預
金
証
券
は
店
員
貯
金
、
又
は
賞
与
金
よ
り
振
替
え
る
の
を
本
則

と
し
、
一
定
の
制
限
額
に
達
す
る
ま
で
毎
期
毎
に
発
行
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
居
り
ま
す
。

一
九
〇　

 

預
金
証
券
は
質
入
し
た
り
又
、
当
店
の
許
可
な
く
し
て
他
へ
譲
渡

す
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
あ
り
ま
す
。
払
戻
し
は
名
義
人
が
退
店
の

時
か
又
は
止
む
を
得
な
い
事
情
あ
る
と
き
に
限
ら
れ
て
あ
り
ま
す
。
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第
十
一
　

共 

済 

会

一
九
一　

 
店
員
共
済
会
は
手
代
以
上
の
店
員
共
済
の
主
旨
に
基
き
て
設
け
ら

れ
、
い
ず
れ
も
之
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
九
二　

 

共
済
会
は
当
店
の
補
助
金
と
会
員
の
掛
金
と
を
積
立
て
置
き
、
会

員
の
死
亡
、
不
時
の
災
厄
を
救
済
し
、
又
、
退
店
者
の
給
与
に
充あ

つ
る
様
に
な
っ
て
居
ま
す
。

一
九
三　

 

共
済
会
の
掛
金
は
毎
月
俸
給
の
中
よ
り
差
引
き
、
之
を
払
込
む
事

に
な
っ
て
居
り
ま
す
。
其
の
額
は
俸
給
金
額
に
よ
り
相
違
が
あ
り

ま
す
。

　
　
　
　
　
　

第
十
二
　

店 

友 

会

一
九
四　

 

手
代
以
上
の
店
員
で
別
に
店
友
会
が
設
け
ら
れ
て
あ
り
、
一
同
之

に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
九
五　

 

店
友
会
は
店
員
の
親
睦
と
慰
安
、
修
養
の
目
的
を
以
て
設
け
ら
れ

た
も
の
で
、
公
共
、
慈
善
事
業
に
賛
同
し
た
り
講
演
会
、
慰
労
会

等
種
々
の
事
業
を
な
す
の
外
、
会
員
の
冠
婚
葬
祭
、
又
は
不
慮
の

災
難
や
病
気
の
場
合
に
は
金
品
の
贈
与
を
致
し
ま
す
。
従
っ
て
店

員
間
個
々
の
贈
答
は
し
な
い
事
に
な
っ
て
居
り
ま
す
。

一
九
六　

 

店
友
会
会
計
は
店
の
補
助
金
と
会
員
の
会
費
と
を
以
て
立
て
て
居

り
ま
す
。

一
九
七　

 

舎
宅
居
住
の
年
少
店
員
間
に
は
店
友
会
と
同
じ
趣
旨
の
下
に
舎
友

会
の
設
け
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

第
十
三
　

店
族
購
買

一
九
八　

 

店
員
が
当
店
の
商
品
（
誂
あ
つ
ら
え
も
の
物
と
も
）
を
買
求
め
ん
と
す
る
と
き
は

必
ず
店
員
分
譲
方
に
於
て
為
す
も
の
で
、
売
場
で
一
般
の
お
客
様

同
様
に
買
う
事
は
禁
じ
ら
れ
て
あ
り
ま
す
。
但
し
商
品
券
、
郵
便

切
手
、
煙
草
、
其
他
特
殊
の
品
は
こ
の
手
続
に
よ
り
ま
せ
ん
。

一
九
九　

 

店
員
本
人
及
び
其
妻
子
の
使
用
品
に
限
り
規
定
の
制
限
額
内
に
於

て
割
引
購
買
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

二
〇
〇　

 

親
戚
、
知
人
等
に
頼
ま
れ
て
自
分
の
使
用
品
と
詐い
つ
わり
、
割
引
の
特

典
を
私
わ
た
く
しす
る
が
如
き
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

二
〇
一　

 

販
売
員
の
中
お
客
様
の
為
め
に
す
る
特
別
提
供
廉
売
品
等
は
店
員

の
購
買
を
禁
じ
ら
れ
て
あ
り
ま
す
。
又
、
購
買
は
出
来
て
も
割
引

さ
れ
ぬ
も
の
が
あ
り
ま
す
。

二
〇
二　

 

所
定
の
制
限
額
を
超
過
す
る
場
合
や
、
見
習
中
の
店
員
の
買
物
は

分
譲
方
で
現
金
購
買
の
手
続
を
し
て
下
さ
い
。

二
〇
三　

 

特
種
の
売
出
し
又
は
催
事
の
際
に
お
客
様
に
先
じ
て
会
場
に
立
入

り
品
物
の
選
択
を
す
る
事
は
禁
じ
ら
れ
て
あ
り
ま
す
。
又
、
会
場

が
混
雑
し
て
居
る
場
合
に
強し
い

て
品
物
の
選
択
を
す
る
の
は
混
雑
を

増
し
、
お
客
様
の
不
快
を
招
く
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
遠
慮
し
て

下
さ
い
。

二
〇
四　

 

店
員
が
商
品
の
仮
持
出
（
預
品
）
を
す
る
こ
と
は
特
別
の
場
合
の
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外
、
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
止
む
を
得
ざ
る
場
合
は
本
人
自
ら
分
譲
方

に
手
続
を
為
し
、
其
の
解
決
は
二
日
以
内
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

二
〇
五　

 
店
員
の
買
物
は
午
前
中
に
な
し
、
合
札
に
よ
り
退
出
の
際
、
持
出

す
こ
と
に
な
っ
て
居
り
ま
す
。

二
〇
六　

 

分
譲
品
を
即
日
、
直
に
店
内
に
て
使
用
せ
ん
と
す
る
者
は
引
合
係

本
部
に
於
て
引
合
を
受
け
承
認
を
経
た
る
上
に
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

二
〇
七　

 

貴
重
品
、
装
身
具
、
化
粧
品
、
薬
品
、
文
房
具
、
書
籍
、
雑
誌
、

度
量
衡
器
、
其
他
特
殊
の
商
品
は
其
売
場
か
ら
複
写
の
廻
し
伝
票

を
受
け
、
添
付
し
て
自
ら
分
譲
方
へ
差
出
す
か
、
或
は
其
の
売
場

か
ら
分
譲
方
へ
廻
し
て
貰
う
事
に
な
っ
て
居
り
ま
す
。

二
〇
八　

 

商
品
を
猥み
だ

り
に
事
務
室
、
若
く
は
自
己
の
座
席
へ
持
込
み
、
机
の

抽
出
、
戸
棚
そ
の
他
に
仕
舞
い
置
く
こ
と
（
除の

け

物も
の

）
は
固
く
禁
じ

ら
れ
て
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　

第
四
章　

陳　

列　

場

　
　
　
　
　
　

第
一
　

態
度
及
び
注
意
事
項

二
〇
九　

 

陳
列
場
に
あ
っ
て
は
殊
に
緊
張
し
た
心
持
を
以
て
常
に
上
品
に
し

て
、
慇い
ん

懃ぎ
ん

な
態
度
を
持
し
一
分
の
隙
も
無
い
様
に
し
て
下
さ
い
。

尚
、
詳
細
は
「
礼
儀
態
度
」
の
項
を
も
熟
読
し
て
下
さ
い
。

二
一
〇　

 

仮た
と

令え

閑
散
な
時
で
も
受
持
の
場
所
を
離
れ
た
り
、
店
員
同
士
寄
り

合
っ
て
話
な
ど
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
斯
う
い
う
売
場
へ
は
御
客

様
が
お
寄
付
き
悪に

く

い
も
の
で
す
。
閑ひ

暇ま

が
あ
っ
た
ら
商
品
の
整
理

を
し
た
り
、
品
切
を
調
べ
た
り
又
、
商
品
の
研
究
も
し
て
下
さ
い
。

閑
暇
な
時
に
は
殊
更
丁
寧
に
接
客
し
販
売
術
の
上
達
を
心
懸
け
て

下
さ
い
。

二
一
一　

 

お
客
様
の
前
に
て
は
上
役
の
言
付
は
殊
に
素
直
に
服
従
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
又
、
下
役
の
者
に
手
落
が
あ
っ
て
も
あ
ま
り
小こ

八や

ヶか

間ま

敷し

く
言
わ
ぬ
様
気
を
付
け
て
下
さ
い
。
注
意
す
べ
き
事
柄

や
、
腑ふ

に
落
ち
ぬ
事
は
お
客
様
の
お
帰
り
後
に
話
を
し
て
下
さ
い
。

ど
ん
な
場
合
で
も
お
客
様
の
前
で
口
論
が
ま
し
い
事
や
、
他
を
罵
の
の
し

る
こ
と
な
ど
は
絶
対
禁
物
で
あ
り
ま
す
。

二
一
二　

 

お
客
様
が
商
品
を
御
覧
の
時
、
又
は
御
対
話
中
の
時
な
ど
に
は
其

の
前
を
通
り
抜
け
ぬ
様
に
気
を
付
け
て
下
さ
い
。

二
一
三　

 

陳
列
場
で
銜く

わ

え
煙
草
の
お
客
様
を
見
受
け
た
時
は
最
寄
の
喫
煙
室
、

休
憩
室
、
又
は
灰
皿
・
火
鉢
等
の
あ
る
処
を
（
掌
を
上
向
け
て
）

指
し
て
「
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
お
煙
草
は
あ
ち
ら
の
喫
煙
室
で
お

願
い
致
し
ま
す
」
と
慇い
ん

懃ぎ
ん

に
お
断
り
し
て
下
さ
い
。

二
一
四　

店
員
は
陳
列
場
内
を
濫み

だ

り
に
連
立
っ
て
歩
い
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

二
一
五　

 

終
業
ベ
ル
が
鳴
っ
て
か
ら
で
も
お
客
様
の
見
て
居
ら
れ
る
陳
列
台

の
商
品
を
取
片
付
け
た
り
、
覆お
お
い布
を
か
け
る
な
ど
お
帰
り
を
促
す

様
な
事
を
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
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第
二
　

お
客
様
の
質
問

二
一
六　

 
陳
列
場
内
に
於
て
は
何ど

の
係
員
で
も
お
客
様
の
御
用
は
謹
で
承
り

親
切
丁
寧
に
御
満
足
を
計
っ
て
下
さ
い
。
係
り
違
い
で
あ
っ
て
も

知
ら
ぬ
態ふ
り

を
し
た
り
冷
淡
な
扱
を
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

二
一
七　

 

御
客
様
か
ら
売
場
、
催
し
場
、
便
所
、
休
憩
室
、
食
堂
、
其
他
の

位
置
を
尋
ね
ら
れ
た
時
は
階
数
、
順
路
、
目
標
、
又
は
方
向
（
前

後
、
左
右
等
）
を
分
り
易
く
申
上
げ
、
近
い
所
や
分
り
難
い
所
な

ど
は
な
る
べ
く
御
案
内
す
る
様
に
し
て
下
さ
い
。

二
一
八　

 

お
尋
ね
の
事
柄
が
自
分
に
よ
く
判
ら
ぬ
と
き
は
上
役
に
尋
ね
た
上
、

間
違
な
く
申
上
げ
て
下
さ
い
。
よ
い
加
減
な
返
答
や
「
存
じ
ま
せ

ん
」
な
ど
と
不
愛
想
な
事
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

二
一
九　

 

新
聞
、
雑
誌
、
通
信
記
者
、
興
信
所
員
其
他
の
方
よ
り
受
持
商
品

以
外
の
事
柄
を
尋
ね
ら
れ
た
と
き
は
陳
列
場
係
、
又
は
部
主
任
、

係
長
に
告
げ
て
返
事
を
し
て
貰
う
様
に
し
て
下
さ
い
。

二
二
〇　

 

官
公
署
よ
り
の
質
問
は
自
分
一
存
に
て
返
事
せ
ず
、
必
ず
部
長
役

場
、
又
は
庶
務
係
等
関
係
の
係
へ
通
じ
て
下
さ
い
。

二
二
一　

 

重
役
室
、
部
長
室
其
他
各
係
の
所
在
、
係
員
の
在
否
等
を
尋
ね
ら

れ
た
時
は
直
に
之
に
答
う
る
こ
と
な
く
、
先
ず
其
の
御
用
向
を
伺

い
、
其
の
次
第
に
よ
り
最
寄
り
の
休
憩
室
に
案
内
し
、
係
の
女
店

員
に
取
次
を
託
す
る
様
に
し
て
下
さ
い
。
之
は
直
接
事
務
室
等
へ

の
無
断
出
入
者
を
防
ぐ
為
に
必
要
な
事
で
あ
り
ま
す
。
然
し
又
、

一
面
に
は
当
方
か
ら
呼
び
迎
え
た
御
方
も
あ
り
、
其
他
い
ろ
い
ろ

関
係
の
方
も
あ
り
ま
す
か
ら
適
当
に
注
意
を
払
っ
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

第
三
　

清
潔
整
頓

二
二
二　

 

陳
列
場
内
は
常
に
清
掃
整
頓
し
、
商
品
も
綺
麗
に
手
入
し
其
陳
列

や
配
置
も
十
分
に
注
意
し
て
、
お
客
様
の
「
お
入
り
よ
く
、
お
買

易
く
」
又
、
感
じ
よ
く
縦
覧
し
て
戴
け
る
様
に
努
め
る
の
は
最
も

肝
要
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

二
二
三　

 

売
場
員
は
毎
朝
受
持
売
場
の
整
頓
が
終
っ
た
ら
一
度
は
自
ら
お
客

様
に
な
っ
た
心
持
で
売
場
の
外
観
に
も
眼
を
通
す
様
に
心
掛
け
て

下
さ
い
。

二
二
四　

 

陳
列
場
内
で
仮た
と

令え

紙
屑
一
ツ
で
も
見
付
け
た
時
は
誰
で
も
直
ぐ
に

拾
っ
て
屑
箱
へ
入
れ
る
様
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
場
合
に

よ
っ
て
は
掃
除
人
を
呼
ん
で
掃
除
を
さ
し
て
下
さ
い
。
陳
列
場
内

が
不
潔
な
と
き
は
お
客
様
の
感
じ
が
悪
い
ば
か
り
で
な
く
、
新
し

い
商
品
ま
で
も
古
く
見
え
ま
す
。

二
二
五　

 

陳
列
用
グ
ラ
ス
ケ
ー
ス
は
い
つ
も
透
明
で
あ
る
様
に
掃
除
に
注
意

し
て
下
さ
い
。

二
二
六　

 

店
内
に
掲
示
し
て
あ
る
看
板
、
額
、
ポ
ス
タ
ー
等
の
破
損
不
備
を

見
付
け
た
時
は
直
に
之
を
直
す
か
、
又
は
装
飾
方
へ
通
告
し
て
下

さ
い
。

二
二
七　

 
窓
飾
（
シ
ョ
ー
、
ウ
イ
ン
ド
ー
）
や
ケ
ー
ス
内
の
陳
列
品
を
お
客

様
の
お
望
み
に
て
取
出
す
場
合
に
は
装
飾
方
、
又
は
其
部
へ
告
げ
、
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跡
の
始
末
を
も
必
ず
し
て
置
い
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

第
四
　

迷 

い 

児

二
二
八　

 

店
内
に
迷
い
児
の
あ
っ
た
と
き
は
取
敢
え
ず
所
定
の
休
憩
室
へ
お

連
れ
し
て
置
い
て
下
さ
い
。
又
、
迷
い
児
を
お
捜
し
に
な
る
お
客

様
が
あ
っ
た
時
は
其
の
休
憩
室
を
お
教
え
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

第
五
　

遺 

失 
品

二
二
九　

 

陳
列
場
内
に
て
お
客
様
の
遺
失
物
（
合
札
、
風
呂
敷
包
、
お
子
様

の
物
其
他
）
を
発
見
し
た
と
き
は
直
に
「
お
忘
れ
物
承
り
所
」
へ

届
け
て
下
さ
い
。
現
金
、
貴
金
属
類
は
陳
列
場
主
任
に
届
出
て
下

さ
い
。
遺
失
品
は
凡
て
一
週
間
以
内
は
お
忘
れ
物
承
り
所
で
保
管

し
落
主
の
判
ら
ぬ
場
合
は
警
察
署
へ
届
け
ま
す
。

二
三
〇　

 

遺
失
品
の
落
主
が
判
っ
た
場
合
は
簡
単
に
御
渡
し
せ
ず
御
客
様
の

御
感
情
を
害
せ
ぬ
様
、
其
の
品
の
内
容
等
を
よ
く
伺
っ
た
上
、
御

渡
し
す
る
事
に
し
て
下
さ
い
。

二
三
一　

 

お
客
様
が
売
場
や
休
憩
室
、
食
堂
等
を
お
立
去
り
の
際
は
御
忘
れ

物
の
な
い
様
に
気
を
付
け
て
下
さ
い
。

二
三
二　

 

お
客
様
が
店
内
で
他
の
遺
失
物
を
お
拾
い
に
な
っ
た
場
合
は
直
ち

に
陳
列
場
係
の
立
合
を
求
め
、
其
の
お
客
様
の
御
面
前
に
て
内
容

を
調
べ
た
上
、
陳
列
場
係
へ
引
継
い
で
下
さ
い
。
陳
列
場
係
は
其

の
お
拾
い
主
の
御
住
所
、
御
姓
名
を
も
伺
い
置
き
夫
々
手
続
き
を

し
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

第
六
　

二
十
五
匁
（
木
の
）

二
三
三　

 

陳
列
場
に
於
て
店
員
は
常
に
二
十
五
匁も
ん
めに
注
意
し
て
下
さ
い
。
混

雑
の
場
合
、
喜き

座ざ

交
替
の
時
は
勿
論
の
こ
と
、
朝
間
や
雨
天
な
ど

の
閑
散
な
時
で
も
注
意
を
怠
ら
ぬ
様
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

素
人
の
二
十
五
匁
は
得
て
混
雑
な
時
に
出
来
心
か
ら
行
わ
れ
る
事

が
多
い
様
で
す
が
、
玄
人
に
な
る
と
閑
散
な
時
…
店
員
の
隙
の
あ

る
時
な
ど
に
も
よ
く
仕
事
を
し
ま
す
か
ら
少
し
も
油
断
は
な
り
ま

せ
ん
。

二
三
四　

 

二
十
五
匁
は
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
様
、
常
に
十
分
の
注
意
を
払
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
挙
動
不
審
者
が
あ
っ
た
場
合
は
十
分
自

重
し
て
早
ま
っ
た
態
度
に
出
で
ず
、
其
の
旨
陳
列
場
係
、
又
は
警

務
員
へ
知
ら
せ
て
下
さ
い
。
若
し
現
認
し
た
場
合
は
直
に
隣
席
者

に
告
げ
、
見
失
わ
ぬ
様
に
し
て
陳
列
場
係
、
又
は
警
務
員
に
知
ら

せ
て
引
継
ぎ
を
し
て
下
さ
い
。
決
し
て
自
ら
手
を
下
し
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

二
三
五　

 

二
十
五
匁
に
就
い
て
は
本
人
や
縁
者
の
名
誉
の
為
め
に
絶
対
秘
密

を
守
り
な
さ
い
。
一
に
は
店
の
不
行
届
と
も
な
り
、
一
般
お
客
様

に
も
悪
い
感
じ
を
与
え
、
又
、
他
に
も
往
々
誤
り
伝
え
ら
れ
て
問

題
を
起
し
た
例
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
店
外
へ
は
勿
論
店
内
で
も
話
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題
に
上
せ
ぬ
様
注
意
し
て
下
さ
い
。

二
三
六　

 

店
内
に
掏す

摸り

や
掻か
っ

攫さ
ら

い
が
入
り
込
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
御

客
様
の
御
携
帯
品
は
勿
論
、
自
ら
扱
う
金
品
に
も
十
分
注
意
を

払
っ
て
下
さ
い
。
雑ざ

っ

沓と
う

す
る
店
内
で
は
店
員
の
風
を
装
っ
て
入
込

ん
だ
者
が
、
御
客
様
か
ら
品
代
金
を
受
取
っ
て
逃
げ
る
様
な
事
も

あ
り
ま
す
か
ら
こ
れ
等
に
も
よ
く
注
意
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
　

第
五
章　

接　

客

　
　
　
　
　
　

第
一
　

客
扱
上
に
就
て

二
三
七　

 

万
事
「
お
客
様
本
位
」
は
当
店
の
鮮
明
な
る
信
条
で
あ
り
、
其
の

実
行
は
当
店
の
誇
る
べ
き
特
長
で
あ
り
ま
す
。「
お
客
様
の
心
を

以
て
心
と
為
し
」、「
誠
実
を
籠こ

め
て
親
切
を
尽
す
」
こ
と
、
即
ち

お
客
様
の
立
場
と
な
っ
て
何
処
ま
で
も
其
御
満
足
を
計
る
こ
と
は

当
店
員
の
最
も
肝
要
な
任
務
で
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
仮た
と

令え

お
客
様

の
御
無
理
で
も
甘
ん
じ
て
受
け
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

二
三
八　

 

お
客
様
に
は
仮た
と

令え

ど
ん
な
場
合
で
も
笑
顔
を
以
て
快
活
に
而し
か

も
慇い
ん

懃ぎ
ん

に
応
対
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
店
員
の
僅
な
一
言
一
行
で
も

お
客
様
に
対
し
て
は
当
店
を
代
表
し
た
事
に
な
る
の
で
す
か
ら
余

程
の
注
意
を
要
し
ま
す
。

二
三
九　

 

お
客
様
は
老
幼
、
男
女
、
貴
賤
、
都と

鄙ひ

の
差
別
な
く
、
又
お
買
物

の
多
寡
や
有
無
に
拘
わ
ら
ず
同
じ
よ
う
に
丁
寧
に
待
遇
せ
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。
あ
ま
り
身
な
り
の
よ
く
な
い
お
方
や
僅
な
御
買
物
の

場
合
に
は
、
さ
な
く
と
も
先
様
の
気
が
ひ
け
る
も
の
で
あ
り
ま
す

か
ら
特
に
注
意
し
て
丁
寧
に
し
て
下
さ
い
。

二
四
〇　

 

当
店
は
素ひ
や
か
し見
客
を
歓
迎
し
ま
す
。
今
日
の
素
見
客
は
明
日
の
顧
客

と
な
り
ま
す
か
ら
、
此
次
に
は
御
買
上
げ
を
願
う
様
に
仕
向
け
て

下
さ
い
。
素
見
客
に
素す

気げ

な
い
応
対
振
り
を
し
た
り
、
厭い
や

な
顔
付

等
を
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

二
四
一　

 

お
客
様
は
何
処
ま
で
も
気
楽
に
自
由
に
商
品
の
縦
覧
を
望
ま
れ
る

と
共
に
、
何
か
お
聞
き
に
な
り
度た

い
場
合
に
は
当
方
か
ら
言
葉
を

か
け
る
の
を
喜
ば
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
常
に
気
を
配
り

お
心
持
を
察
し
て
、
接
客
す
る
よ
う
其
の
コ
ツ
を
会
得
せ
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。
商
品
を
御
覧
の
際
、
傍
に
付
添
っ
て
悪わ
る

勧す
す

め
が
ま
し

い
態
度
や
言
葉
は
禁
物
で
す
が
、
御
用
あ
り
気
の
場
合
に
素
知
ら

ぬ
風
を
し
て
居
る
の
も
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

二
四
二　

 

心
易
い
お
客
様
や
自
己
の
親
戚
・
知
友
等
に
対
し
て
も
、
礼
儀
は

固
く
守
り
、
決
し
て
友
達
扱
い
や
粗
雑
な
言
葉
を
遣
っ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
又
、
常
得
意
様
に
対
し
て
見
苦
し
い
迄
丁
寧
に
す
る
の

は
、
他
の
お
客
様
の
感
じ
が
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
適
当
に
心
遣

い
を
し
て
下
さ
い
。

二
四
三　

 

お
客
様
の
待
遇
は
お
相
手
す
る
者
ば
か
り
で
な
く
、
其
の
売
場
全

員
は
勿
論
、
陳
列
場
係
員
其
他
す
べ
て
陳
列
場
内
に
あ
る
者
も
同

じ
様
に
心
懸
け
て
親
切
を
尽
し
冷
淡
な
事
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。

二
四
四　

 

多
忙
の
際
に
は
一
人
に
て
幾
人
も
の
お
客
様
に
応
接
せ
ね
ば
な
り
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ま
せ
ん
か
ら
、
敏
活
に
如
才
な
く
出
来
る
丈
け
満
遍
な
く
御
満
足

を
計
る
様
注
意
し
て
下
さ
い
。
お
呼
び
に
な
っ
て
も
手
の
廻
ら
ぬ

と
き
は
「
ハ
イ
只
今
、
少
々
お
待
ち
を
願
い
ま
す
」
と
丁
寧
に
愛

想
よ
く
挨
拶
し
、
先
客
様
か
ら
順
に
応
接
し
て
下
さ
い
。
多
忙
な

と
き
こ
そ
販
売
員
の
手
腕
の
奮
い
時
で
あ
り
ま
す
。

二
四
五　

 

お
客
様
を
長
く
お
待
た
せ
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
手
の
廻
り
兼
ね

る
時
は
他
の
店
員
に
応
対
し
て
貰
い
な
さ
い
。
事
情
あ
っ
て
長
く

お
待
ち
を
願
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
場
合
は
、
成
る
べ
く
休
憩
室
へ
御
案

内
し
て
置
い
た
方
が
よ
ろ
し
い
。

二
四
六　

 

お
客
様
に
応
接
す
る
と
き
は
直
面
し
て
お
話
し
な
さ
い
。
傍わ
き

見み

し

た
り
、
横
に
向
い
て
応
対
す
る
な
ど
は
禁
物
で
あ
り
ま
す
。
又
、

時
間
手
数
の
か
か
る
御
買
物
や
度
々
心
変
り
の
お
客
様
に
対
し
て

も
、
必
ず
不
快
な
顔
色
や
態
度
を
し
な
い
の
は
勿
論
、
終
り
ま
で

何
処
ま
で
も
親
切
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

二
四
七　

 

接
客
に
は
機
転
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
親
切
愛
嬌
が
あ
っ
て
も
機

転
が
利
か
な
い
と
御
機
嫌
を
損
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
、
細

か
い
所
へ
気
を
配
り
、
お
客
様
の
御
心
持
を
察
し
て
御
満
足
を

計
っ
て
下
さ
い
。

二
四
八　

 

他
店
、
又
は
他
の
お
客
様
を
例
に
引
い
た
り
、
良
く
な
い
批
評
等

を
す
る
の
は
つ
つ
し
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
其
お
客
様
も
亦
、

自
分
の
こ
と
を
言
わ
れ
は
せ
ぬ
か
と
厭い
や

な
感
じ
を
持
た
れ
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

二
四
九　

 

お
客
様
の
前
で
ヒ
ソ
ヒ
ソ
と
私
語
を
交
え
た
り
、
笑
合
っ
た
り
、

又
お
客
様
の
風
采
を
凝み

視つ

め
た
り
す
る
の
は
悪
い
感
じ
を
与
え
、

失
礼
で
あ
り
ま
す
か
ら
特
に
慎
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

二
五
〇　

 

店
に
は
従
来
慣
用
さ
れ
た
符ふ

牒ち
ょ
うが
あ
り
ま
す
が
、
お
客
様
の
前
に

て
は
そ
の
遣
い
分
け
に
注
意
し
不
審
不
快
の
念
を
懐
か
れ
な
い
様

に
注
意
し
て
下
さ
い
。

二
五
一　

 

お
客
様
に
応
答
中
の
店
員
に
は
急
用
で
な
い
限
り
話
を
仕
掛
け
な

い
様
に
し
て
下
さ
い
。
お
客
様
の
気
が
散
り
御
買
物
の
妨
げ
と
な

り
ま
す
。

二
五
二　

 

自
分
の
売
場
の
す
ぐ
近
く
に
あ
る
他
部
の
商
品
を
お
尋
ね
に
な
っ

た
時
は
、
お
客
様
を
其
売
場
へ
御
案
内
し
て
引
継
ぎ
す
る
様
に
し

て
下
さ
い
。
そ
こ
に
親
切
と
融
和
と
が
あ
り
ま
す
。

二
五
三　

 

お
客
様
が
廻
り
員
や
お
馴
染
の
店
員
を
お
尋
ね
に
な
っ
た
と
き
、

生
憎
不
在
の
場
合
は
其
者
に
代
っ
て
出
来
る
だ
け
御
用
勤
め
を
し
、

又
、
御
言
伝
を
承
っ
て
置
い
て
下
さ
い
。
自
分
の
売
場
の
売
上
に

な
ら
ぬ
場
合
で
も
決
し
て
冷
淡
な
お
取
扱
を
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

二
五
四　

 

掛
売
先
の
御
客
様
が
僅
か
な
御
買
上
げ
の
と
き
な
ど
に
も
、
通
帳

に
記
入
や
補
助
伝
票
作
製
等
の
手
続
き
を
要
す
る
為
め
に
後
廻
し

に
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
必
ず
お
越
し
の
順
番
に
し
て
下
さ
い
。

二
五
五　

 

品
物
を
御
覧
に
入
れ
る
為
め
御
望
を
伺
う
と
き
は
お
使
い
途
、
男

女
向
、
御
年
齢
等
を
あ
っ
さ
り
承
っ
て
、
そ
れ
に
応
じ
た
適
当
な

品
を
順
に
御
覧
に
入
れ
て
下
さ
い
。
初
め
か
ら
込
入
っ
た
事
や
値

段
な
ど
露
骨
に
お
尋
ね
せ
ぬ
方
が
よ
ろ
し
い
。
少
時
間
の
内
に
お

客
様
の
嗜
好
や
お
望
等
を
早
く
の
み
込
み
、
之
に
応
ず
る
機
転
を
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利
か
す
が
売
上
手
で
す
。

二
五
六　

 

御
客
様
の
求
め
ら
る
る
商
品
は
及
ぶ
限
り
十
分
に
御
満
足
の
行
く

迄
お
目
に
掛
け
て
下
さ
い
。
仮た
と

令え

自
分
で
は
向
か
ぬ
と
思
う
品
で

も
、
御
納
得
の
行
く
ま
で
手
数
を
惜
ま
ず
御
覧
に
入
れ
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。

二
五
七　

 

商
品
を
御
覧
に
入
れ
る
と
き
は
先
ず
普
通
品
を
先
に
し
、
順
次
高

価
品
に
及
び
比
較
説
明
を
懇
切
に
申
上
げ
て
下
さ
い
。

二
五
八　

 

御
尋
ね
の
品
物
が
一
種
類
の
と
き
に
も
一
品
だ
け
で
な
く
、
二
、

三
品
同
時
に
御
覧
に
入
れ
、
其
内
よ
り
御
選
択
を
願
う
様
に
し
て

下
さ
い
。
同
じ
品
で
も
御
客
様
は
満
足
を
な
さ
れ
ま
す
。

二
五
九　

 

安
価
な
物
を
お
尋
ね
に
な
っ
た
場
合
に
「
そ
ん
な
安
い
も
の
は
御

座
い
ま
せ
ん
」
と
言
う
様
な
こ
と
は
甚
だ
禁
物
で
す
。
之
に
近
い

品
物
を
御
覧
に
入
れ
て
結
局
後
の
お
為
で
あ
る
こ
と
を
申
上
げ
、

御
気
に
召
さ
ぬ
時
は
「
生
憎
切
ら
し
て
を
り
ま
し
て
相
済
み
ま
せ

ん
」
と
丁
寧
に
申
上
げ
て
下
さ
い
。

二
六
〇　

 

成
る
べ
く
な
ら
ば
良
い
品
を
お
奨
め
し
て
下
さ
い
。
良
い
物
は

後
々
ま
で
永
く
満
足
し
て
御
使
用
に
な
ら
れ
ま
す
か
ら
、
お
客
様

の
お
為
で
も
あ
り
、
又
、
当
店
の
信
用
に
も
な
り
ま
す
。
但
し
お

客
様
の
お
好
み
を
察
し
て
の
事
で
、
露
骨
に
な
っ
た
り
独
り
き
め

の
言
葉
は
慎
む
べ
き
で
す
。

二
六
一　

 

彼あ
れ

も
よ
ろ
し
い
、
之
も
よ
ろ
し
い
は
御
客
様
が
迷
わ
れ
ま
す
か
ら
、

初
め
の
内
は
夫
々
其
特
徴
を
よ
く
言
い
表
わ
し
、
又
は
言
葉
を
更か

え
て
ほ
む
る
が
よ
ろ
し
い
。
そ
し
て
漸
次
お
好
み
を
能
く
観
察
し

お
気
に
合
い
そ
う
な
物
を
確
め
て
お
勧
め
し
て
下
さ
い
。
お
客
様

の
御
見
立
に
な
っ
た
物
は
、
あ
ま
り
感
心
し
な
い
と
思
う
場
合
で

も
褒
め
て
置
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
自
我
主
張
は
禁
物
で
す
。

二
六
二　

 

多
少
商
品
に
就
て
の
知
識
、
経
験
の
あ
る
お
方
と
見
受
け
た
時
は
、

其
質
問
に
応
じ
て
要
点
だ
け
明
瞭
に
説
明
す
れ
ば
よ
ろ
し
い
。
又

お
判
り
の
な
い
お
方
と
見
受
け
た
な
ら
ば
十
分
に
説
明
を
加
え
て

下
さ
い
。
併
し
品
質
、
特
色
等
を
余
り
に
誇
張
し
て
申
上
げ
た
り
、

流
行
な
ど
を
濫み
だ

り
に
保
証
し
た
り
す
る
事
は
避
け
ね
ば
な
り
ま
せ

ぬ
。

二
六
三　

 

お
気
に
召
し
た
も
の
が
無
く
て
御
帰
り
に
な
ら
れ
る
の
は
、
品
物

の
為
め
も
あ
り
ま
す
が
、
大
体
販
売
員
の
応
接
等
に
未
だ
到
ら
ぬ

点
が
あ
る
か
ら
で
、
折
角
の
御
越
し
に
甚
だ
相
済
ま
ぬ
訳
で
あ
り

ま
す
か
ら
、
よ
く
自
分
の
応
接
に
就
て
の
反
省
と
研
究
と
が
肝
要

で
あ
り
ま
す
。
殊
に
其
の
場
合
は
お
客
様
と
し
て
も
手
数
を
か
け

て
気
の
毒
だ
と
の
感
じ
を
抱
か
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
仮た
と

令え

ど
ん
な
に
あ
れ
こ
れ
と
見
散
ら
さ
れ
た
挙
句
で
あ
っ
て
も
、
店

員
は
相
済
ま
ぬ
と
の
意
を
以
て
お
帰
り
易
く
仕
向
け
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。

二
六
四　

 

お
客
様
か
ら
他
店
の
品
物
を
見
せ
ら
れ
た
場
合
は
、
決
し
て
け
な

さ
ず
程
よ
く
褒
め
て
置
き
、
余
り
深
く
立
ち
入
ら
ず
値
段
等
も

は
っ
き
り
申
上
げ
ぬ
方
が
よ
ろ
し
い
。
又
、
同
業
者
の
話
が
出
た

場
合
も
軽
々
し
く
其
の
善
悪
な
ど
申
上
げ
ぬ
様
に
心
掛
け
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。
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二
六
五　

 

御
買
上
が
す
ん
だ
と
き
は
、
其
品
に
関
係
の
あ
る
物
、
仮た
と

え
ば
表

地
の
御
買
上
げ
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、
裏
地
や
袖
口
は
如
何
で
御

座
い
ま
す
か
と
言
う
様
に
付
属
品
も
お
尋
ね
し
て
下
さ
い
。
お
気

が
つ
か
れ
て
思
わ
ぬ
商
い
が
出
来
、
お
客
様
に
も
親
切
と
な
り
ま

す
。
又
お
客
様
に
依
っ
て
は
新
製
品
等
の
御
紹
介
を
申
上
げ
る
の

も
よ
ろ
し
い
事
で
す
。

二
六
六　

 

お
客
様
は
お
買
物
が
済
む
と
早
く
立
ち
た
い
心
持
に
な
ら
れ
る
も

の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
剰つ
り

銭せ
ん

、
包
装
其
他
の
手
続
は
「
良
く
早
く
」

と
心
掛
け
て
下
さ
い
。

二
六
七　

 

御
買
上
品
引
換
札
は
、
御
渡
し
す
る
手
札
と
元
札
と
の
番
号
を
必

ず
照
合
し
た
上
、
差
上
げ
て
下
さ
い
。

二
六
八　

 

お
客
様
が
売
場
を
お
立
去
り
の
際
は
、
最
後
の
印
象
を
与
え
る
大

切
な
時
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
殊
更
快
活
に
挨
拶
を
し
て
下
さ
い
。

御
買
上
げ
を
承
っ
た
場
合
、
現
金
を
受
取
る
と
き
、
御
買
上
品
や

合
札
を
お
渡
し
す
る
と
き
等
も
必
ず
「
ど
う
も
有
難
う
御
座
い
ま

し
た
」
と
明
快
に
申
上
げ
て
下
さ
い
。
又
、
少
し
で
も
お
待
ち
を

願
っ
た
と
き
は
必
ず
「
お
待
た
せ
致
し
ま
し
た
」、長
き
時
は
「
ど

う
も
長
ら
く
お
待
た
せ
致
し
ま
し
た
」
と
申
上
げ
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ホ
ン
の
此
の
一
語
丈
け
で
も
御
客
様
に
は
良
い
感
じ
を
与
え

る
も
の
で
す
。

二
六
九　

 

終
業
間
際
な
ど
に
伝
票
の
計
算
や
商
品
の
整
理
等
に
取
紛
れ
、
お

客
様
を
粗
略
に
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
何ど

ん
な
用
事
を
し
て
居
っ

て
も
御
客
様
の
あ
る
と
き
は
快
く
直
ち
に
応
接
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

二
七
〇　

 

お
客
様
の
お
顔
と
御
姓
名
と
を
よ
く
記
憶
し
て
お
馴
染
と
な
る
様

に
努
め
て
下
さ
い
。
之
れ
は
販
売
員
と
し
て
肝
腎
な
こ
と
で
、
お

客
様
が
御
満
足
せ
ら
る
る
の
は
勿
論
、
之
が
為
め
販
売
の
能
率
を

挙
げ
当
店
発
展
の
上
に
も
大
な
る
力
と
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。

二
七
一　

 

御
馴
染
に
な
っ
た
な
ら
御
住
所
も
覚
え
、
尚な

お
御
家
庭
の
様
子
、

御
嗜
好
ま
で
も
知
っ
て
置
く
事
が
商
売
上
大
切
な
事
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

第
二
　

先
地
品
取
扱

二
七
二　

 

御
客
様
の
御
持
参
品
は
凡
て
入
口
に
て
御
預
り
致
し
ま
す
。
御
預

り
品
は
合
札
を
付
し
大
切
に
扱
っ
て
下
さ
い
。
殊
に
毀こ
わ

れ
易
き
物
、

貴
重
品
等
は
注
意
を
要
し
ま
す
。

二
七
三　

 

お
客
様
が
御
取
替
、
戻
入
、
御
誂
物
等
の
為
め
売
場
に
て
御
持
参

品
の
合
札
を
御
出
し
に
な
っ
た
と
き
は
「
一ち
ょ
っ
と寸
御
品
物
を
拝
見
さ

し
て
戴
き
ま
す
…
…
…
御
持
込
伝
票
を
書
か
せ
て
取
寄
せ
ま
す
か

ら
」
と
軽
く
御
伺
い
の
上
、
御
手
荷
物
係
よ
り
先
地
証
明
書
の
発

行
を
受
け
品
物
と
共
に
受
け
取
っ
て
下
さ
い
。

二
七
四　

 

売
場
へ
直
接
御
持
込
に
な
っ
た
場
合
は
、
各
階
主
任
、
又
は
定
め

ら
れ
た
係
員
に
申
出
で
先
地
証
明
書
の
発
行
を
受
け
て
下
さ
い
。

二
七
五　

 
先
地
証
明
書
は
其
の
期
限
内
に
解
決
し
、
解
決
後
は
発
行
者
に
返

還
し
て
下
さ
い
。

二
七
六　

 

店
員
が
外
部
よ
り
商
品
を
持
ち
込
み
た
る
と
き
は
、
引
合
係
（
或
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は
店
員
受
付
、
又
は
当
直
長
）
に
於
て
先
地
証
明
書
発
行
の
手
続

き
を
受
け
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

第
三
　

誂
　

物

二
七
七　

 

染
、
仕
立
、
其
他
加
工
物
の
御
注
文
を
受
け
た
際
は
綿
密
な
注
意

を
払
い
、
間
違
の
無
い
様
、
期
日
を
違
え
ぬ
様
、
万
全
を
期
せ
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。

二
七
八　

 

お
誂

あ
つ
ら
え
も
の

物
の
出
来
、
不
出
来
は
何
時
ま
で
も
お
客
様
の
印
象
に
残
り
、

店
の
信
用
を
左
右
す
る
こ
と
が
大
き
い
の
で
あ
り
ま
す
が
、
之
は

多
く
は
販
売
員
の
注
意
の
如い
か
ん何
に
よ
り
ま
す
か
ら
常
に
誂
物
に
就

て
の
研
究
を
怠
ら
ず
、
之
が
精
通
に
努
め
、
御
注
文
の
際
は
御
客

様
の
趣
味
嗜
好
に
適
す
る
様
、
凡
て
よ
き
御
相
談
相
手
と
な
っ
て

御
引
受
け
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
仮た

と

令え

御
指
定
の
事
柄
で
も

余
り
時じ

好こ
う

と
相
違
す
る
こ
と
は
一
応
現
在
の
流
行
を
申
上
げ
て
念

を
押
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

二
七
九　

 

仕
立
寸
法
は
総
て
鯨
尺
で
扱
う
の
が
例
で
あ
り
ま
す
が
、
幕
や
緞

帳
、
旗
等
品
物
に
よ
り
、
或
は
地
方
（
東
北
方
面
な
ど
）
に
依
っ

て
は
曲
尺
で
計
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

二
八
〇　

 

女
物
の
羽
織
、
コ
ー
ト
類
の
袖
丈
は
、
着
物
の
袖
丈
よ
り
品
に
依

り
幾
分
控
目
に
仕
立
ね
ば
着
た
と
き
に
合
い
ま
せ
ん
。
例
え
ば
絹け
ん

布ぷ

・
平
織
物
類
は
三
分
乃な
い

至し

五
分
位
、
縮ち
り

緬め
ん

・
錦き
ん

紗し
ゃ

類
は
七
分
位

控
え
る
の
が
適
当
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
お
客
様
に
能
く
伺
っ
て
下

さ
い
。
若
し
着
物
と
同
一
伝
票
に
て
袖
丈
一
つ
記
載
の
場
合
は
着

物
の
寸
法
と
看み

做な

し
、
右
の
如
く
控
目
に
仕
立
て
る
こ
と
に
な
っ

て
居
り
ま
す
。
又
、
着
物
の
衿え
り

肩か
た

の
繰
越
の
点
に
も
注
意
し
て
下

さ
い
。

二
八
一　

紋
に
就
て
は
左
の
点
に
も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

紋
の
数
（
一
ツ
紋
、
三
ツ
紋
、
五
ツ
紋
）

　
　
　
　

 

紋
の
型
、
陰
、
日ひ
な

向た

の
点
、
丸
の
有
無
及
び
丸
の
太
さ
（
普
通
の

丸
、
糸
輪
、
細
輪
、
中
輪
、
太
輪
）
等
。

　
　
　
　

 

大
き
さ
は
曲
尺
か
鯨
尺
か
に
注
意
し
、
計
り
方
は
通
常
最
も
長
き

個
所
を
当
る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
御
客
様
に
よ
っ
て
区ま
ち

々ま
ち

で
す

か
ら
よ
く
念
を
入
れ
て
下
さ
い
。
又
、
菱
形
や
丸
無
し
等
は
同
じ

寸
法
で
も
小
さ
く
見
え
ま
す
か
ら
気
を
付
け
て
下
さ
い
。
紋も
ん

鑑か
が
みに

な
い
紋
は
紋
見
本
を
拝
借
す
る
様
に
し
て
下
さ
い
。

二
八
二　

 

御
取
極
に
な
っ
た
現
品
は
間
違
わ
ぬ
様
、
其
の
値
札
裏
等
に
も
お

名
前
を
記
入
し
、
御
誂
物
票
に
は
地
質
、
柄
、
色
合
等
を
記
入
し

て
下
さ
い
。
セ
ル
等
の
御
仕
立
が
一
時
に
嵩か
さ

む
時
は
往
々
間
違
を

生
じ
ま
す
か
ら
、
御
誂
物
票
に
裂き
れ

見
本
を
貼
付
し
て
下
さ
い
。

二
八
三　

 

寸
法
其
他
の
御
誂
事
項
を
承
っ
た
時
は
直
ち
に
御
誂
物
票
等
に
記

入
し
た
上
、
更あ

ら
ため

て
読
返
し
間
違
の
無
い
か
を
確
め
て
下
さ
い
。

文
字
数
字
は
特
に
明
瞭
に
書
い
て
下
さ
い
。
又
、
見
積
尺
、
付
属

品
工
料
等
の
積
り
違
い
の
無
い
様
に
再
査
し
て
下
さ
い
。

二
八
四　

 
御
客
様
の
御
持
参
品
の
加
工
を
御
引
受
す
る
場
合
は
、
現
品
に
就

て
キ
ズ
や
シ
ミ
、
ム
ラ
等
の
有
無
、
或
は
裂き
れ

や
尺
の
不
足
な
ど
な
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き
や
を
御
面
前
に
て
よ
く
改
め
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

二
八
五　

お
誂
物
出
来
の
場
合
は
引
受
担
当
者
は
一
応
調
べ
て
見
て
下
さ
い
。

二
八
六　

 
御
誂
物
は
御
届
け
し
な
い
場
合
で
も
御
住
所
御
姓
名
を
詳
し
く

承
っ
て
置
い
て
下
さ
い
。
万
一
事
故
の
生
じ
た
場
合
に
必
要
が
あ

り
ま
す
。

二
八
七　

 

御
誂
物
の
出
来
期
日
に
は
夫
々
標
準
が
あ
り
ま
す
か
ら
よ
く
心
得

て
置
い
て
下
さ
い
。
又
、
期
日
の
御
指
定
に
は
多
少
駆
引
せ
ら
る

る
お
客
様
も
あ
り
ま
す
か
ら
な
る
べ
く
余
裕
を
戴
く
よ
う
に
し
て

下
さ
い
。
歳
暮
、
中
元
等
多
忙
の
季
節
に
は
又
、
別
に
出
来
標
準

期
間
が
定
め
ら
れ
ま
す
。
標
準
期
間
よ
り
短
い
急
ぎ
物
の
御
引
受

は
一
応
誂
係
へ
照
会
の
上
に
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

二
八
八　

 

一
旦
御
引
受
し
た
期
日
は
各
関
係
の
係
と
も
協
力
し
て
、
必
ず
遅

延
せ
ぬ
様
、
其
の
完
納
に
力つ
と

め
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
万
々
一
引
受

期
日
に
間
に
合
わ
ぬ
様
な
場
合
に
は
、
必
ず
期
日
到
来
前
に
書
面
、

使つ
か
い、
電
話
等
に
て
其
旨
申
上
げ
御
猶
予
を
乞
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

二
八
九　

 

旅
行
、
宴
会
、
婚
礼
、
不
幸
等
期
日
の
余
裕
な
き
御
入
用
品
は
、

御
引
受
の
際
の
注
意
は
勿
論
、
納
付
完
了
ま
で
は
常
に
意
を
用
い
、

関
係
の
各
係
員
夫
々
責
任
を
以
て
期
日
を
正
確
に
し
完
納
を
計
ら

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

二
九
〇　

 

御
誂
品
取
扱
い
は
特
に
丁
寧
に
し
て
下
さ
い
。
包
装
の
時
や
御
届

け
の
際
、
皺し
わ

を
寄
せ
た
り
文
庫
を
傷
め
た
り
し
て
折
角
の
出
来
栄

を
損
せ
ぬ
様
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

二
九
一　

 

お
誂
物
を
店
に
て
お
渡
し
す
る
時
は
、
お
買
上
品
お
渡
し
の
時
と

同
様
に
必
ず
引
合
係
、
又
は
各
階
主
任
の
引
合
を
受
け
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　

第
四
　

外
　

売

二
九
二　

 

外
売
は
市
内
及
び
地
方
御
得
意
先
の
御
便
利
の
為
に
設
け
ら
れ
た

も
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
外
売
員
は
熱
心
に
御
用
を
勤
め
御
便
宜

を
計
る
は
勿
論
、
出
入
に
応
接
に
格
別
意
を
用
い
、
益
々
御
信
頼

を
深
く
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

二
九
三　

 

御
得
意
先
訪
問
の
と
き
は
内
玄
関
、
又
は
勝
手
口
よ
り
案
内
を
乞

う
の
で
あ
り
ま
す
。
若
し
表
玄
関
よ
り
の
場
合
に
は
格
別
謙
譲
な

態
度
で
取
次
ぎ
を
乞
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

二
九
四　

 

御
得
意
先
以
外
は
如い

何か

に
家
構
え
が
立
派
で
あ
っ
て
も
、
一
存
で

掛
売
し
た
り
商
品
を
御
預
け
な
ど
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

二
九
五　

 

御
得
意
先
の
御
使
用
人
へ
は
其
御
主
人
の
御
承
諾
の
な
い
限
り
必

ず
掛
売
を
し
な
い
様
に
し
て
下
さ
い
。

二
九
六　

 

御
得
意
廻
り
、
配
達
、
集
金
等
の
際
に
は
往
々
不
正
漢
の
為
め
に

被
害
を
蒙こ
う
むる
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
左
記
の
場
合
な
ど
は
殊
更

注
意
を
要
し
ま
す
。

　
　
　
　

イ 

御
得
意
先
の
門
前
や
路
次
の
入
口
等
に
荷
物
積
載
の
自
転
車
、

自
動
車
等
を
置
い
て
中
へ
入
っ
た
隙
に
窃
取
逃
亡
な
ど
す
る
も

の
あ
る
こ
と
。

　
　
　
　

ロ 
旅
館
、
会
社
、
官
署
、
病
院
、
空
家
等
を
利
用
し
商
品
、
又
は
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商
品
券
を
持
参
さ
せ
、
例
の
籠
抜
と
称
す
る
詐
欺
を
働
く
も
の

あ
る
こ
と
。

　
　
　
　

ハ 

電
話
利
用
、
得
意
名
義
利
用
の
詐
欺
漢
あ
る
こ
と
。

　
　
　
　

ニ 
変
造
為
替
、
不
渡
小
切
手
等
を
使
用
す
る
も
の
あ
る
こ
と
。

二
九
七　

 

外
売
員
は
得
意
先
訪
問
以
外
、
私
用
に
時
間
を
費
す
事
を
厳
禁
し

ま
す
。
用
事
が
終
っ
た
時
は
即
時
帰
店
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　

第
五
　

電
　

話

二
九
八　

 

電
話
の
応
対
は
直
面
し
て
話
す
積
り
で
慇い
ん

懃ぎ
ん

懇
切
を
失
わ
ぬ
様
に

し
て
下
さ
い
。

二
九
九　

 

電
話
の
掛
っ
て
来
た
時
は
直
ち
に
聞
い
て
下
さ
い
。
仮た
と

令え

御
客
様

と
応
接
中
で
も
丁
寧
に
御
断
り
を
し
て
置
い
て
直
ぐ
聞
く
様
に
し

て
下
さ
い
。

三
〇
〇　

 

電
話
は
成
る
べ
く
代
人
で
な
く
本
人
が
自
ら
扱
う
様
に
し
て
下
さ

い
。
但
し
外
部
よ
り
の
電
話
で
名
指
し
の
な
い
場
合
に
は
成
る
べ

く
事
に
通
じ
た
者
が
出
て
応
接
す
る
様
に
し
て
下
さ
い
。

三
〇
一　

 

電
話
の
用
事
は
存
外
忘
れ
易
い
も
の
で
す
か
ら
、
つ
と
め
て
書
き

留
め
て
置
く
様
に
し
て
下
さ
い
。

三
〇
二　

 

通
話
が
済
ん
だ
と
き
に
は
必
ず
先
様
が
切
ら
れ
て
か
ら
受
話
器
を

掛
け
る
様
に
し
て
下
さ
い
。

三
〇
三　

 

受
話
器
を
外
し
た
ま
ま
に
し
て
置
い
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
若
し
掛

け
て
無
い
の
を
見
付
け
た
な
ら
ば
確
め
た
上
で
使
用
済
な
れ
ば
掛

け
て
置
い
て
下
さ
い
。

三
〇
四　

 

親
し
い
間
柄
や
目
下
の
者
や
、
取
引
先
、
職
先
等
と
の
通
話
の
際

も
電
話
は
矢
張
り
丁
寧
な
言
葉
を
用
い
て
下
さ
い
。
不
在
の
店
員

に
掛
っ
て
来
た
場
合
に
は
、
本
人
に
代
っ
て
用
件
を
伺
う
様
に
し

て
下
さ
い
。

三
〇
五　

 

取
引
先
へ
の
電
話
、
複
雑
な
る
店
務
の
電
話
、
幹
部
訪
問
者
の
取

次
ぎ
電
話
等
は
陳
列
場
内
で
は
掛
け
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

三
〇
六　

 

交
換
手
と
口
論
を
し
た
り
怒
声
を
発
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
若
し

腹
の
立
つ
よ
う
な
場
合
に
は
一
時
休
止
し
な
さ
い
。

三
〇
七　

 

交
換
事
務
の
妨
害
に
な
り
ま
す
か
ら
、
電
話
係
に
交
換
以
外
の
用

件
を
頼
ん
で
は
な
り
ま
せ
ん
。

三
〇
八　

 

長
距
離
電
話
を
掛
け
る
時
は
申
込
票
に
記
入
し
て
交
換
室
へ
廻
し

て
下
さ
い
。

三
〇
九　

私
用
の
電
話
は
遠
慮
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

第
六
　

お
客
様
の
お
小
言

三
一
〇　

 

お
客
様
本
位
の
当
店
に
於
て
最
も
不
面
目
に
感
ず
る
こ
と
は
、
お

客
様
か
ら
の
お
小
言
で
あ
り
ま
す
。
当
店
の
如
き
組
織
の
複
雑
な

所
で
は
、
一
店
員
の
不
注
意
か
ら
思
わ
ぬ
行
違
や
失
策
を
醸か
も

す
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
全
店
員
が
よ
く
綿
密
な
注
意
を
以
て
事
に

当
り
、
之
を
未
然
に
防
ぎ
、
些さ

の
お
小
言
な
き
を
期
し
て
下
さ
い
。

三
一
一　

 

お
小
言
は
次
に
挙
ぐ
る
如
く
、
多
く
は
各
自
の
不
注
意
、
過
失
、
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怠
慢
、
或
は
係
間
の
連
絡
や
意
思
の
疎
通
を
欠
く
こ
と
な
ど
か
ら

起
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
仮た
と

え
ば
、

　
　
　
　

イ
態
度
の
不ふ

遜そ
ん

、
言
語
の
不
徹
底
等
。

　
　
　
　

ロ 
御
注
文
品
、
御
見
分
品
、
廻
し
品
等
の
忘
却
や
紛
失
、
期
日
の

遅
延
、
御
届
物
の
遅
滞
。

　
　
　
　

ハ
お
誂
物
の
寸
法
違
、
紋
違
、
染
違
、
不
出
来
。

　
　
　
　

ニ
商
品
、
金
銭
、
御
預
り
物
の
渡
し
違
い
、
取
扱
い
粗
雑
。

　
　
　
　

ホ 

品
質
粗
悪
、
尺
量
不
足
、
又
は
織
斑む
ら

、
織
キ
ズ
、
破
損
、
浸し

み
、

汚
れ
等
の
不
注
意
。

　
　
　
　

ヘ 

掛
売
記
入
の
口
座
違
い
、
未
納
誂
品
の
代
金
請
求
、
計
算
違
い
、

書
き
方
の
不
明
、
粗
略
。

　
　
　
　

ト 

食
堂
に
於
け
る
食
品
材
料
の
不
良
、
虫
、
芥ご
み

等
の
混
入
。
食
器
、

卓テ
ー
ブ
ル子
掛
等
の
不
潔
、
破
損
等
。

　
　
　
　

チ 

御
進
物
の
包
違
い
、
水
引
の
掛
違
い
、
値
札
の
除と

り
忘
れ
等
。

三
一
二　

 

若
し
お
小
言
を
受
け
た
ら
、
些
細
な
事
で
も
必
ず
陳
列
場
係
、
又

は
部
主
任
、
係
長
に
申
出
で
其
指
図
を
受
け
、
自
分
一
量
見
に
て

軽
々
し
く
解
決
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
取
扱
当
事
者
が
直
接
に
応

対
、
申
開
き
を
し
た
為
め
、
却
っ
て
一
層
御
感
情
を
害
し
た
例
も

あ
り
ま
す
か
ら
、
よ
く
其
の
辺
を
弁わ

き
まえ

上
役
に
解
決
し
て
貰
い
な

さ
い
。
自
己
の
過
ち
を
蔽お
お

う
為
め
反は
ん

駁ば
く

し
た
り
、
弁
解
が
ま
し
き

行
動
を
執
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

三
一
三　

 

お
小
言
の
場
合
は
兎
角
お
客
様
の
御
感
情
が
激
し
て
居
ら
れ
る
も

の
で
す
か
ら
、
先
ず
以
て
仰
せ
に
な
る
こ
と
は
終
り
ま
で
一
通
り

素
直
に
承
り
、
中
途
で
弁
解
の
辞
を
挿
ん
で
は
却
っ
て
御
機
嫌
を

損
す
る
も
の
で
す
。

三
一
四　

 

若
し
当
方
に
失
態
の
あ
っ
た
場
合
は
左
の
心
得
が
必
要
で
あ
り
ま

す
。

　
　
　
　

イ 

よ
く
事
の
真
相
を
審
つ
ま
び
ら
かに
し
、
当
方
の
利
害
を
度
外
し
誠
意
を

以
て
当
る
こ
と
。

　
　
　
　

ロ 

慇い
ん

懃ぎ
ん

懇
切
の
態
度
を
以
て
感
情
を
和
げ
謝
意
を
表
す
る
こ
と
。

　
　
　
　

ハ 

失
態
の
点
は
潔
よ
く
陳
謝
し
て
お
客
様
の
温
情
に
訴
え
、
決
し

て
事
を
曖
昧
に
せ
ぬ
こ
と
。

三
一
五　

 

商
売
上
の
問
題
は
凡
て
円
満
に
解
決
す
る
事
が
最
大
要
件
で
、
其

解
決
の
仕
方
に
よ
っ
て
却
っ
て
先
方
の
同
情
を
買
い
、
之
が
動
機

と
な
り
一
層
御ご
ひ
い
き

贔
屓
に
な
っ
た
例
も
あ
り
ま
す
が
、
再
び
失
態
な

ど
は
繰
返
さ
ぬ
様
、
特
に
注
意
し
て
誠
実
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ぬ
。

　
　
　
　

第
六
章　

商　

品

　
　
　
　
　
　

第
一
　

商
品
の
知
識

三
一
六　

 

販
売
員
と
し
て
の
第
一
要
件
は
先
ず
受
持
商
品
に
就
て
の
知
識
を

会
得
す
る
事
で
あ
り
ま
す
。
商
品
を
完
全
に
説
明
す
る
こ
と
が
出

来
な
い
の
は
自
己
の
恥
辱
で
、
自
信
あ
る
販
売
の
出
来
ぬ
の
は
勿

論
、
到
底
お
客
様
に
御
満
足
を
与
え
ら
れ
ま
せ
ん
か
ら
、
常
に
暇

あ
る
毎
に
先
輩
に
就
て
研
究
を
怠
ら
ず
順
次
一
般
の
商
品
に
も
通
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す
る
様
に
努
め
て
下
さ
い
。
そ
れ
は
各
自
の
将
来
の
為
め
で
も
あ

り
ま
す
。

三
一
七　

 
商
品
に
就
い
て
必
要
な
知
識
は
品
名
、
種
類
、
用
途
（
老
若
、
男

女
、
趣
味
、
嗜
好
）、
流
行
、
産
地
、
原
料
及
び
製
造
法
、
洗
濯
法
、

保
存
法
等
で
あ
っ
て
、
一
種
類
に
就
て
も
甚
だ
広
く
際
限
な
く
研

究
の
余
地
が
あ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

三
一
八　

 

お
客
様
か
ら
尋
ね
ら
れ
た
商
品
に
就
て
、
知
ら
ぬ
事
は
先
輩
、
又

は
主
任
に
尋
ね
て
か
ら
お
答
え
し
て
下
さ
い
。
其
場
限
り
の
よ
い

加
減
な
説
明
を
す
る
こ
と
は
お
客
様
に
御
迷
惑
を
か
け
、
店
の
信

用
を
も
落
し
ま
す
か
ら
十
分
注
意
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

三
一
九　

 

商
品
の
用
途
に
就
て
は
な
る
べ
く
広
く
説
明
す
る
方
が
よ
ろ
し
い
。

お
客
様
は
意
外
に
広
く
用
途
を
考
え
て
お
ら
る
る
も
の
で
、
仮た
と

令え

ば
「
こ
の
品
は
羽
織
向
で
す
」
と
こ
ち
ら
で
許は
か

り
限
定
せ
ず
、コ
ー

ト
に
も
と
言
っ
た
風
に
品
物
に
よ
っ
て
幾
分
で
も
広
く
申
上
げ
る

様
に
し
て
下
さ
い
。

三
二
〇　

 

商
品
の
売
れ
行
の
良
否
は
常
に
注
意
し
て
、
売
れ
ぬ
品
物
に
対
し

て
は
陳
列
場
所
や
陳
列
方
法
か
ら
の
関
係
が
、
或
は
其
品
が
土
地

や
お
客
様
に
不
向
き
の
為
か
、
或
は
又
、
値
段
の
高
い
為
め
か
其

の
他
の
事
情
を
よ
く
考
査
し
て
部
主
任
に
報
告
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

第
二
　

売
価
と
値
札

三
二
一　

 

当
店
の
商
品
は
常
に
最
低
廉れ
ん

価か

の
正
札
を
付
し
、
凡
て
定
価
を
以

て
販
売
を
為
し
、
多
額
の
御
買
上
や
特
別
の
関
係
等
に
よ
っ
て
値

引
し
た
り
数
量
を
負
け
た
り
は
一
切
致
し
ま
せ
ん
。
お
客
様
が
定

価
を
値
切
ら
れ
た
と
き
は
、
懇
切
に
右
の
趣
旨
を
よ
く
説
明
し
て

御
了
解
を
得
て
下
さ
い
。

三
二
二　

 

商
品
の
破
損
、
汚
損
、
変
色
等
の
為
め
、
お
客
様
よ
り
値
引
を
望

ま
れ
た
と
き
は
、
部
主
任
、
仕
入
主
任
、
又
は
商
品
事
務
部
主
任

に
申
出
で
其
指
図
を
受
け
、
若
し
値
引
を
為
す
と
き
に
は
商
品
事

務
部
検
査
方
に
於
て
其
手
続
を
経
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

三
二
三　

 

商
品
の
値
札
は
、
商
品
事
務
部
を
経
由
せ
ず
に
之
を
切
取
っ
た
り

付
替
え
た
り
値
段
を
変
更
し
た
り
す
る
こ
と
は
固
く
禁
じ
ら
れ
て

あ
り
ま
す
。

三
二
四　

 

値
札
の
な
い
品
物
や
値
札
の
汚
れ
た
も
の
、
一
旦
販
売
し
た
受
取

品
（
値
札
に
引
合
印
が
押
捺
し
て
あ
り
ま
す
）
を
発
見
し
た
時
は
、

直
ち
に
除の

け
て
置
い
て
商
品
事
務
部
へ
廻
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

三
二
五　

 

商
品
は
種
類
に
よ
っ
て
夫
々
部
門
が
定
め
ら
れ
、
値
札
に
は
其
部

門
の
番
号
が
記
入
さ
れ
て
あ
り
ま
す
か
ら
、
売
上
伝
票
や
各
伝
票

に
記
帳
す
る
と
き
、
レ
ジ
ス
タ
ー
入
金
の
際
に
は
よ
く
注
意
し
て

其
の
番
号
を
間
違
わ
ぬ
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

第
三
　

取
扱
と
整
理

三
二
六　

 
常
に
巨
額
の
商
品
を
備
え
、
更
に
日
々
夥
お
び
た
だし
い
出
入
の
あ
る
商
品

に
対
し
て
、
そ
の
取
扱
の
良
否
如い
か
ん何
は
損
益
に
莫
大
な
影
響
を
及
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し
ま
す
。
如い

何か

に
清
新
に
し
て
善
良
な
商
品
を
仕
入
れ
て
も
、
店

員
の
取
扱
の
悪
い
と
き
は
直
ち
に
売
残
り
品
も
同
様
に
な
っ
て
終し
ま

い
ま
す
。「
一
に
扱
い
、
二
に
整
理
、
三
に
品
切
せ
ぬ
様
に
」
と

心
掛
け
て
生
々
と
し
た
商
品
を
販
売
し
て
下
さ
い
。

三
二
七　

商
品
の
取
扱
に
就
て
は
左
の
点
に
も
注
意
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
　

イ 

沢
山
の
品
物
を
無
理
に
引
抱
え
た
り
、
汚
れ
易
い
品
や
、
高
価

な
品
を
裸
の
ま
ま
で
運
ば
ぬ
事
。（
晒さ
ら
し板い
た、
又
は
運
搬
箱
を
用

う
る
事
）

　
　
　
　

ロ
汚
れ
易
い
場
所
に
置
か
ぬ
事
。

　
　
　
　

ハ
汚
れ
た
手
で
商
品
を
取
扱
わ
ぬ
事
。

　
　
　
　

ニ
壊
れ
易
い
品
を
高
く
積
ま
ぬ
事
。

　
　
　
　

ホ
品
物
の
上
へ
腰
を
掛
け
ぬ
事
。

　
　
　
　

ヘ
品
物
は
絶
対
に
投
げ
ぬ
事
。

　
　
　
　

ト 

破
損
し
易
い
品
、
又
は
色
の
着
き
易
い
品
は
他
の
品
と
一
緒
に

扱
わ
ぬ
事
。

　
　
　
　

チ
菓
子
、
干
物
、
漬
物
、
煮
物
等
の
如
き
品
は
素
手
で
扱
わ
ぬ
事
。

　
　
　
　

リ 

玩
具
類
、
機
械
類
、
美
術
工
芸
品
等
は
勿
論
、
商
品
を
濫み
だ

り
に

弄も
て
あ
そば
ぬ
事
。

　
　
　
　

ヌ 

事
務
用
の
ス
タ
ン
プ
イ
ン
ク
、
炭
酸
紙
等
は
商
品
に
触
れ
ぬ
様

使
用
す
る
事
。

三
二
八　

商
品
の
整
理
に
は
左
の
点
を
注
意
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
　

イ 

手
隙
の
折
に
は
必
ず
商
品
の
整
理
を
し
て
下
さ
い
。
商
品
が
ゴ

タ
ゴ
タ
山
の
様
に
な
っ
て
い
る
と
き
は
早
く
痛
む
許
り
で
な
く
、

お
客
様
に
と
っ
て
も
見み

悪に
く

く
選
択
に
も
御
不
便
で
往
々
売
損
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
併
し
お
客
様
に
か
ま
わ
ず
傍
で
無
や
み
に

商
品
を
揃
え
る
の
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　

ロ 

シ
ミ
付
品
、
破
損
品
、
不
良
品
は
其
の
箇
所
に
夫
々
印
札
を
付

け
、
又
、
文
庫
、
包
装
等
の
汚
れ
破
れ
た
も
の
は
除の

け
て
置
い

て
商
品
事
務
部
へ
廻
し
て
下
さ
い
…
…
少
々
の
綴
じ
切
れ
な
ど

は
朝
夕
売
場
で
手
当
を
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
　

ハ 

商
品
の
列な
ら

べ
方
を
工
夫
し
て
お
客
様
の
買
易
い
様
、
又
、
品
切

れ
が
分
り
易
い
様
に
し
て
下
さ
い
。
同
じ
積
み
重
ね
る
に
し
て

も
、
上
面
へ
同
じ
様
な
柄
ば
か
り
列
べ
て
置
く
の
は
下
手
で
あ

り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

第
四
　

品
切
注
意

三
二
九　

 

販
売
員
は
受
持
商
品
に
就
き
常
に
品
種
、
年
向
、
柄
合
、
値
頃
の

取
揃
え
に
意
を
注
ぎ
、
品
切
の
時
は
直
ち
に
手
続
を
し
て
補
充
を

し
て
貰
い
、
常
に
部
門
の
充
実
を
図
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
品
切

は
其
の
部
の
恥
辱
ば
か
り
で
な
く
店
の
信
用
に
も
か
か
わ
り
ま
す
。

お
客
様
は
す
べ
て
期
待
し
て
お
出
に
な
る
の
で
す
か
ら
品
切
れ
の

時
は
甚
だ
失
望
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
是
が
為
め
他
店
に
販
売
力

を
移
し
店
の
力
を
殺そ

ぐ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
従
っ
て
販
売
員
が
品

切
れ
に
意
を
注
ぐ
と
否
と
は
売
上
の
上
に
も
非
常
な
影
響
が
あ
り

ま
す
。
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三
三
〇　

 

御
入
用
の
物
が
品
切
で
あ
っ
た
場
合
は
、
必
ず
適
当
な
代
用
品
を

御
覧
に
入
れ
て
下
さ
い
。
さ
す
れ
ば
御
要
求
品
よ
り
以
上
に
お
気

に
召
す
場
合
も
あ
り
ま
す
し
、
又
そ
う
で
な
く
と
も
御
気
分
よ
く

思
わ
れ
ま
す
。
単
に
「
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」
な
ど
と
冷
淡
に
言
い
放

す
こ
と
は
不
熱
心
な
店
員
の
す
る
こ
と
で
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は

直
ち
に
仕
入
主
任
に
打
合
せ
、
確
に
入
荷
の
予
定
あ
る
と
き
は
其

日
取
を
申
上
げ
て
御
猶
予
を
願
い
な
さ
い
。

三
三
一　

 

若
し
当
店
で
扱
っ
て
居
ら
ぬ
品
を
お
尋
ね
に
な
っ
た
時
は
、
其
次

第
を
丁
寧
に
申
上
げ
、
時
に
よ
っ
て
は
信
用
あ
る
扱
店
を
お
教
え

す
る
こ
と
も
差
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　

第
五
　

商
品
の
お
取
替
に
就
て

三
三
二　

 

当
店
は
お
客
様
の
為
に
お
買
上
品
は
お
気
に
召
す
ま
で
何
度
で
も

お
取
替
を
致
し
ま
す
。
万
一
代
品
が
お
気
に
召
さ
ぬ
時
は
商
品
券

と
御
引
替
を
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
代
金
の
お
返
し
ま
で
も
す
る

こ
と
に
し
て
あ
り
ま
す
。
店
員
は
此
の
主
旨
を
了
解
し
、
お
取
替

や
戻
入
品
の
場
合
に
は
快
く
尚
更
親
切
敏
速
に
お
扱
を
な
し
御
満

足
を
計
っ
て
下
さ
い
。
お
取
替
の
お
客
様
は
さ
な
く
と
も
御
気
の

ひ
け
る
も
の
で
す
か
ら
其
応
対
に
は
一
層
よ
く
注
意
し
て
下
さ
い
。

御
買
上
品
の
御
取
替
に
就
て
は
単
に
「
何
時
で
も
御
取
替
致
し
ま

す
」
と
無
責
任
に
答
え
る
事
は
慎
ん
で
下
さ
い
。
品
種
に
よ
っ
て

は
二
、三
日
と
か
五
日
以
内
と
か
成
る
べ
く
短
い
期
日
を
申
上
げ

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

三
三
三　

 

汚
損
品
、
進
物
到
来
品
、
裁た
ち

切
り
品
、
出
来
上
り
品
、
一
度
使
用

さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
る
る
品
や
余
り
に
古
い
品
や
又
、
季
節
は
ず

れ
の
品
な
ど
特
殊
の
品
の
お
取
替
は
其
訳
を
よ
く
承
わ
り
、
部
主

任
、
仕
入
主
任
、
又
は
商
品
事
務
部
主
任
、
商
事
課
員
、
所
管
部

長
の
何
れ
か
に
申
出
で
指
図
を
受
け
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

三
三
四　

 

お
取
替
の
場
合
は
通
常
値
札
の
引
合
印
か
受
領
証
に
よ
っ
て
現
品

を
確
め
、
一
通
り
其
品
物
に
目
を
通
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
受
領

証
も
引
合
印
も
な
い
場
合
は
必
ず
陳
列
場
係
か
部
主
任
の
指
図
を

受
け
て
下
さ
い
。

三
三
五　

 

商
品
券
、
又
は
現
金
に
て
御
戻
し
す
る
場
合
は
陳
列
場
主
任
者
の

承
認
を
経
て
売
場
主
任
か
ら
御
渡
し
す
る
事
に
な
っ
て
居
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

第
六
　

度
量
衡
の
注
意

三
三
六　

 

尺も
の

度さ
し

や
桝
、
衡は
か
りを
使
用
し
て
販
売
す
る
場
合
は
、
殊
に
綿
密
に
注

意
を
払
い
計
量
の
絶
対
正
確
を
期
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
過
失
の

為
で
も
不
足
し
て
販
売
す
る
時
は
お
客
様
の
迷
惑
は
勿
論
度
量
衡

法
違
反
に
な
り
ま
す
。
又
、
多
く
量
り
込
む
時
は
店
の
損
失
と
な

り
、
お
客
様
の
方
と
し
て
も
物
に
よ
っ
て
は
何
の
役
に
も
立
た
ぬ

も
の
で
あ
り
ま
す
。

三
三
七　

 
度
量
衡
器
は
十
分
検
査
し
た
る
も
の
を
各
係
へ
渡
し
て
あ
り
ま
す

が
、
衡は
か
りな
ど
は
往
々
狂
い
が
生
じ
易
く
、
尺も
の

度さ
し

は
反
り
易
く
割
れ
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易
い
も
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
検
査
の
方
法
を
会
得
し
置
き
、
毎

朝
必
ず
検あ
ら
ため
た
上
、
使
用
し
て
下
さ
い
。
尺
度
の
先
の
割
れ
た
の

や
目
盛
の
欠
け
た
も
の
、
衡
の
工
合
の
悪
い
も
の
は
直
ぐ
に
用
度

係
へ
廻
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
使
わ
な
く
と
も
陳
列
場
内
に
置
く

と
き
は
矢
張
り
度
量
衡
法
違
反
に
な
り
ま
す
。

三
三
八　

 

布き

裂れ

類
の
計
り
方
は
物
に
よ
っ
て
其
の
要
領
が
違
い
ま
す
か
ら
、

平
素
か
ら
よ
く
会
得
し
て
置
い
て
下
さ
い
。
例
え
ば
絞
り
類
は
延の

し
尺
、
縮ち
り

緬め
ん

類
は
垂
尺
、
其
他
表
尺
、
裏
尺
等
の
計
り
方
が
あ
り

ま
す
。

三
三
九　

 

裁た
ち

売う
り

の
場
合
に
は
尺
値
の
割
出
し
方
に
も
夫
々
規
定
が
あ
り
ま
す

か
ら
、
之
に
準
拠
し
て
間
違
の
な
い
様
に
し
て
下
さ
い
。

三
四
〇　

 

量
り
売
の
際
は
必
ず
風ふ
う

袋た
い

や
付
属
物
を
除
い
た
正
味
量
を
か
け
て

下
さ
い
。
又
、
量
る
に
は
最
初
沢
山
か
け
て
減
ら
す
の
は
甚
だ
下

手
で
、
お
客
様
に
と
っ
て
も
感
じ
の
よ
く
な
い
も
の
で
す
か
ら
、

先
ず
見
込
よ
り
少
く
か
け
て
順
次
加
え
る
様
に
し
て
下
さ
い
。

三
四
一　

 

量
目
を
表
記
し
た
商
品
は
常
に
実
量
を
検
査
し
て
置
い
て
下
さ
い
。

量
目
不
足
品
を
発
見
し
た
際
は
直
ち
に
商
品
事
務
部
へ
返
戻
し
て

下
さ
い
。
自
然
に
減
量
す
る
物
が
沢
山
あ
り
ま
す
か
ら
注
意
を
要

し
ま
す
。

三
四
二　

 

メ
ー
ト
ル
法
販
売
は
已
に
一
部
の
商
品
に
対
し
て
実
行
し
て
居
り
、

や
が
て
全
般
に
亘
り
採
用
す
る
事
に
な
っ
て
居
り
ま
す
か
ら
要
領

を
よ
く
会
得
し
て
置
い
て
下
さ
い
。
メ
ー
ト
ル
売
の
場
合
、
単
に

一
メ
ー
ト
ル
が
三
尺
三
寸
と
言
え
ば
御
客
様
の
中
に
は
鯨
尺
と
思

い
違
い
し
て
お
買
い
に
な
る
場
合
が
往
々
あ
り
ま
す
か
ら
、
此
方

か
ら
気
を
付
け
て
御
話
し
申
上
げ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　

第
七
　

市
価
調
査
に
就
て

三
四
三　

 

当
店
の
商
品
は
必
ず
廉
価
で
あ
っ
て
、
仮た
と

令え

一
品
た
り
と
も
他
店

に
比
し
て
高
価
な
も
の
の
無
い
事
は
当
店
の
特
色
で
あ
り
且
つ
誇

り
で
あ
り
ま
す
。

三
四
四　

 

店
員
は
夫
々
定
む
る
処
に
従
い
常
に
市
価
調
査
に
努
め
、
若
し
店

と
同
品
を
他
店
で
廉
く
売
っ
て
居
る
事
を
発
見
し
た
時
は
此
旨
所

定
の
用
紙
に
認
め
、
時じ

宜ぎ

に
よ
っ
て
は
現
品
を
買
取
り
添
付
の
上
、

商
務
部
長
に
届
出
て
下
さ
い
。
係
以
外
の
も
の
と
雖い
え
ども
発
見
し
た

際
は
直
ち
に
届
け
て
下
さ
い
。
他
店
か
ら
品
物
を
買
取
り
の
際
は

一
見
同
品
の
如
く
で
其
品
質
、
実
量
等
の
著
し
く
劣
等
な
も
の
が

往
々
あ
り
ま
す
か
ら
よ
く
注
意
し
て
下
さ
い
。

三
四
五　

 

市
価
調
査
の
際
は
只
商
品
の
価
格
ば
か
り
で
な
く
、
其
の
数
量
や

品
種
や
柄
の
取
合
せ
な
ど
に
も
注
意
を
払
っ
て
下
さ
い
。

三
四
六　

 

当
店
の
商
品
は
他
よ
り
も
安
く
仕
入
れ
る
上
に
其
の
追
従
を
許
さ

ぬ
最
低
の
利
率
を
以
て
値
札
を
付
し
ま
す
か
ら
、
必
ず
他
よ
り
廉

価
で
あ
り
ま
す
が
、
爾じ

後ご

他
店
の
価
格
の
異
動
に
対
し
て
は
、
一

に
店
員
の
熱
心
な
る
市
価
調
査
に
よ
っ
て
当
店
の
「
絶
対
廉
価
」

の
特
色
を
保
持
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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第
七
章　

事　

務

　
　
　
　
　
　

第
一
　

売
上
帳
合
と
手
続

三
四
七　

 
現
金
に
て
商
品
を
販
売
し
た
る
時
は
直
に
レ
ジ
ス
タ
ー
又
は
収
納

方
へ
入
金
の
手
続
を
為
し
、
領
収
書
（
現
金
売
上
票
、
又
は
レ
ジ

ス
タ
ー
受
領
証
）
に
現
品
を
添
え
、
引
合
係
の
引
合
を
受
け
包
装

の
上
、御
渡
し
す
る
事
に
な
っ
て
居
り
ま
す
。
御
通
先
（
掛
売
先
）

へ
掛
売
を
し
た
時
は
掛
売
伝
票
を
又
、
御
見
分
品
を
御
渡
し
す
る

時
は
預
品
伝
票
を
作
り
引
合
を
受
け
御
渡
し
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。

三
四
八　

 

レ
ジ
ス
タ
ー
に
依
り
入
金
す
る
場
合
は
現
金
伝
票
を
作
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
戻
入
品
の
あ
る
時
、
部
門
を
異
に
す
る
商
品
を

同
時
に
売
っ
た
時
、
御
誂
物
の
場
合
、
其
他
特
種
の
場
合
に
は
レ

ジ
ス
タ
ー
売
上
票
を
作
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ね
ぬ
。

三
四
九　

 

レ
ジ
ス
タ
ー
に
入
金
す
る
と
其
の
金
額
が
機
械
の
上
部
に
現
わ
れ
、

領
収
証
に
も
印
刷
さ
れ
ま
す
か
ら
販
売
員
は
間
違
な
い
か
を
よ
く

確
め
て
下
さ
い
。

三
五
〇　

 

現
金
の
受
渡
し
は
兎
角
間
違
が
起
り
易
い
か
ら
よ
く
気
を
付
け
て
、

御
客
様
よ
り
現
金
を
受
取
っ
た
時
は
之
を
検あ
ら
ため
、「
何
程
頂
戴
い

た
し
ま
し
た
」
と
念
の
為
め
ハ
ッ
キ
リ
と
申
上
げ
、
又
、
剰つ

り

銭
を

差
上
ぐ
る
時
は
「
御
剰
銭
何
程
御
返
し
致
し
ま
す
」
と
申
上
げ
て

御
検
め
を
願
う
様
に
し
て
下
さ
い
。

三
五
一　

 

世
間
に
は
往
々
知
ら
ぬ
間
に
贋が
ん

造ぞ
う

、
偽
造
の
紙
幣
、
貨
幣
が
流
通

し
て
居
る
事
も
あ
り
ま
す
か
ら
取
扱
の
際
は
よ
く
注
意
し
て
下
さ

い
。

三
五
二　

 

外
国
貨
幣
は
為
替
相
場
に
時
々
変
動
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
之
を
受

け
取
る
時
に
は
必
ず
出
納
係
長
に
問
合
せ
て
下
さ
い
。

三
五
三　

 

レ
ジ
ス
タ
ー
の
入
金
は
必
ず
売
上
の
都
度
一
々
手
続
を
為
し
、
受

領
証
を
御
客
様
に
御
渡
し
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ぬ
。
如い

何か

に
少
額
の

場
合
で
も
数
口
を
一ひ
と

纏ま
と

め
に
し
て
入
金
す
る
こ
と
は
甚
だ
不
都
合

の
事
で
不
正
と
看み

做な

さ
れ
る
事
が
あ
り
ま
す
。

三
五
四　

 

レ
ジ
ス
タ
ー
担
当
者
は
必
ず
一
回
毎
に
正
当
に
入
金
の
手
続
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
如
何
に
忙
し
い
か
ら
と
て
数
口
を
一
緒

に
し
た
り
、
抽
出
を
開
放
し
た
ま
ま
入
金
す
る
事
は
厳
禁
さ
れ
て

居
ま
す
。

三
五
五　

レ
ジ
ス
タ
ー
は
担
当
者
以
外
の
者
が
取
扱
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

三
五
六　

 

レ
ジ
ス
タ
ー
の
受
領
証
を
お
客
様
が
お
持
帰
り
に
な
ら
な
か
っ
た

り
、
陳
列
場
な
ど
に
散
乱
し
て
居
っ
た
な
ら
直
ち
に
之
を
破
っ
て

お
い
て
下
さ
い
。

三
五
七　

 

御
通
先
（
掛
売
先
）
の
お
客
様
に
て
御
見
知
り
も
な
く
、
通
帳
の

御
持
参
も
な
く
て
品
物
を
御
持
帰
り
に
な
ろ
う
と
す
る
と
き
、
又
、

通
帳
を
御
持
参
に
な
っ
て
も
不
審
の
あ
る
場
合
は
、
直
に
主
任
に

相
談
し
場
合
に
よ
っ
て
は
一
応
電
話
に
て
御
問
合
せ
す
る
な
り
、

慎
重
に
確
め
た
上
、
御
渡
し
申
す
か
、
又
は
店
よ
り
御
届
け
す
べ

き
旨
を
丁
寧
に
申
上
げ
て
御
承
知
を
願
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

時
と
し
て
は
御
通
先
の
使
者
と
詐い
つ
わり
不
正
を
働
く
者
も
あ
り
ま
す

か
ら
十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。
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三
五
八　

 

新
た
に
御
通
先
（
掛
売
先
）
と
し
て
適
当
と
認
め
た
お
方
が
あ
っ

た
時
、
又
、
御
通
先
の
御
得
意
様
に
し
て
其
の
信
用
状
態
が
変
り
、

掛
売
を
危
険
と
認
む
る
場
合
に
は
速
に
陳
列
場
係
長
、
又
は
市
内
、

地
方
部
主
任
に
申
出
て
口
座
の
開
始
、
取
消
を
す
る
様
に
運
ん
で

下
さ
い
。

三
五
九　

 

お
誂
物
の
場
合
に
は
御
通
先
（
掛
売
先
）
以
外
の
お
方
に
は
通
常

半
額
程
度
の
お
手
付
金
（
売
上
票
に
記
入
の
際
、
内
金
と
書
く
の

は
間
違
で
す
）
を
戴
く
こ
と
に
な
っ
て
居
り
ま
す
。
残
金
は
納
品

の
際
、
戴
く
事
と
承
知
し
て
居
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

第
二
　

帳
簿
伝
票
類
の
取
扱

三
六
〇　

 

凡
て
帳
簿
、
伝
票
類
の
記
入
は
正
確
を
期
し
、
文
字
、
数
字
は
明

瞭
に
、
欄
を
誤
ら
ず
整
然
と
記
載
し
、
誤ご

謬び
ゅ
う、

書
き
損
じ
の
無
い

様
に
よ
く
気
を
付
け
て
下
さ
い
。

三
六
一　

 

数
字
は
所
定
の
書
体
を
よ
く
練
習
し
て
使
用
し
て
下
さ
い
。
文
字

は
楷
書
が
、
又
は
あ
ま
り
崩
さ
ぬ
行
書
を
用
い
、
何な
ん

人び
と

が
見
て
も

判
り
易
い
様
に
書
い
て
下
さ
い
。

三
六
二　

 

数
字
は
其
の
位
置
や
単
位
を
間
違
わ
ぬ
様
、
書
い
て
下
さ
い
。
数

字
の
誤
記
や
、
位
取
り
や
計
算
の
違
い
は
あ
と
で
非
常
な
手
数
を

要
し
、
大
き
な
間
違
の
元
に
な
り
ま
す
か
ら
記
入
し
た
後
で
能
く

照
合
計
算
を
し
て
お
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

三
六
三　

 

若
し
記
入
を
誤
っ
た
時
は
乱
雑
に
抹
消
す
る
こ
と
な
く
、
所
定
の

方
法
で
訂
正
し
責
任
者
が
認
印
し
て
其
事
跡
を
明
ら
か
に
し
て
置

い
て
下
さ
い
。
又
ど
ん
な
場
合
で
も
、
之
を
破
っ
た
り
切
取
っ
た

り
せ
ず
其
侭
に
残
し
て
置
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

三
六
四　

 

数
量
は
其
単
位
の
記
入
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
疋ひ

き

、

反
、
尺
、
ヤ
ー
ル
、
個
、
打ダ
ー
ス、
組
等
の
記
入
が
無
い
と
き
は
間
違

を
生
じ
ま
す
。

三
六
五　

 

商
品
の
名
称
は
よ
く
研
究
し
て
正
し
く
記
入
し
て
下
さ
い
。
素
人

に
判
ら
ぬ
商
売
上
の
通
称
や
、
あ
ま
り
省
略
し
た
も
の
、
誤
字
、

当
て
字
等
は
甚
だ
見
苦
し
い
も
の
で
す
。
例
え
ば
左
記
の
如
き
括

弧
内
の
文
字
は
使
わ
ぬ
様
に
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　

 

銘
仙
（
明
仙
）
縞し
ま

（
島
）
甲
斐
絹
（
海
気
）
白
縮
緬
（
白
ち
） 

緞ど
ん

子す

（
屯
子
）
博
多
片
側
帯
（
博
多
九
寸
）

　
　
　
　
　

伊
達
巻
（
三
寸
）
瓦が

斯す

縞じ
ま

、
木
綿
縞
（
男
縞
）

　
　
　
　
　

文
化
モ
ス
リ
ン
（
ナ
フ
ト
ー
ル
）
手
拭
中
形
（
手
中
）
花
色

　
　
　
　
　

瓦
斯
裏
地
（
正
花
唐
）
絽ろ

羽
織
地
（
絽
羽
）
子
供
服
（
小
服
）

三
六
六　

 

計
算
書
類
其
他
お
客
様
へ
お
渡
し
す
る
書
類
は
尚
更
丁
寧
に
書
い

て
下
さ
い
。
文
字
数
字
の
粗
雑
な
の
は
失
礼
に
も
当
り
、
御
迷
惑

と
も
な
り
当
店
の
恥
と
も
な
り
ま
す
。
殊
に
御
姓
名
の
当
字
は
禁

物
で
す
。

三
六
七　

 

伝
票
等
の
記
入
方
が
粗
雑
で
あ
る
と
往
々
左
の
如
き
事
故
を
生
じ

ま
す
。

　
　
　
　

イ 
掛
売
伝
票
や
補
助
掛
売
票
、
預
品
伝
票
等
の
書
方
の
粗
雑
の
為

め
記
帳
違
い
、
口
座
違
い
等
を
生
じ
又
、
集
金
の
際
に
も
不
明
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確
の
為
め
に
代
金
が
戴
け
ず
、
之
が
取
調
べ
に
二
重
手
間
を
要

す
る
こ
と
。

　
　
　
　

ロ 

誂
伝
票
の
寸
法
の
文
字
が
不
明
瞭
の
為
め
、
寸
法
違
い
を
生
じ
、

お
客
様
が
お
召
し
に
な
っ
て
か
ら
初
め
て
発
見
せ
ら
れ
、
遂
に

お
役
に
立
た
な
か
っ
た
こ
と
。

　
　
　
　

ハ 

お
客
様
へ
発
送
す
る
荷
物
の
エ
フ
（
荷
札
）
の
宛
名
が
簡
略
で

あ
っ
た
り
、
書
き
方
が
粗
雑
な
為
め
荷
物
が
返
戻
せ
ら
れ
た
り
、

配
達
違
い
が
あ
っ
た
り
し
て
お
客
様
の
御
入
用
の
時
に
間
に
合

わ
な
か
っ
た
こ
と
。

　
　
　
　

ニ 

お
買
上
代
金
の
計
算
を
間
違
え
た
為
め
、
収
入
不
足
を
来
し
た

り
、
過
分
に
戴
い
た
り
し
て
当
店
の
手
数
は
勿
論
、
お
客
様
に

御
迷
惑
を
掛
け
御
不
快
を
与
え
た
こ
と
。

三
六
八　

日
々
の
計
算
、
報
告
等
は
必
ず
其
日
の
内
に
済
ま
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
　

 

又
、
処
決
済
の
伝
票
類
は
夫
々
定
め
ら
れ
た
通
り
に
関
係
の
係
へ

廻
付
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ぬ
。
伝
票
類
の
整
理
廻
付
の
渋
滞
は
全
体

の
店
務
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
且
、
外
部
へ
の
信
用
に
も
拘
わ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
ら
注
意
し
て
下
さ
い
。

三
六
九　

使
用
済
の
伝
票
類
は
所
定
の
期
間
整
理
保
存
を
要
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

第
三
　

特
別
関
係
者
へ
の
販
売

三
七
〇　

 

当
店
の
重
役
、
主
事
、
被
恩
給
者
、
株
主
並
に
伊
藤
本
家
、
伊
藤

総
本
店
、
伊
藤
産
業
会
社
、
伊
藤
三
綿
会
社
、
伊
藤
銀
行
、
其
の

他
伊
藤
家
直
営
事
業
直
属
の
社
員
、
若
く
は
使
用
人
の
方
の
御
買

物
に
対
し
て
は
左
の
通
り
取
扱
う
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

イ 

当
店
の
重
役
、
主
事
並
に
三
百
株
以
上
の
株
主
に
は
掛
売
で
差

上
げ
、
其
の
他
の
方
に
は
総
て
現
金
で
御
願
い
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

ロ 

掛
売
に
て
差
上
げ
る
方
に
は
一
般
お
通
先
（
掛
売
先
）
の
御
客

様
と
同
様
に
取
扱
っ
て
下
さ
い
。
但
し
此
の
掛
売
先
の
御
方
が

現
金
に
て
一
口
の
丸
以
上
の
御
買
上
を
な
さ
れ
た
場
合
は
、
後

日
掛
売
の
分
と
合
算
し
て
特
別
景
品
を
差
上
げ
る
事
に
な
っ
て

居
り
ま
す
か
ら
、
其
現
金
売
上
票
、
又
は
レ
ジ
ス
タ
ー
受
領
証

等
に
御
指
名
を
明
記
し
、
売
場
主
任
が
之
に
認
印
を
し
て
御
渡

し
を
し
て
置
い
て
下
さ
い
。

　
　
　
　

ハ 

現
金
扱
の
御
方
へ
も
や
は
り
後
日
特
別
景
品
を
進
呈
す
る
関
係

上
、
便
宜
御
買
物
通
票
を
差
上
げ
て
あ
り
ま
す
か
ら
、
一
般
の

お
客
様
と
同
様
代
金
を
戴
き
た
る
上
、
御
持
参
の
通
票
に
記
入

し
売
場
主
任
が
認
印
を
し
て
御
渡
し
下
さ
い
。
若
し
通
票
を
持

参
さ
れ
ず
に
御
買
上
げ
に
な
り
、
後
日
受
領
証
を
御
持
ち
に

な
っ
て
も
此
の
分
は
後
か
ら
通
票
に
記
入
せ
ぬ
事
に
な
っ
て
居

り
ま
す
。

三
七
一　

 

官
公
署
、
大
会
社
等
の
購
買
組
合
其
他
の
団
体
に
対
し
特
別
販
売

の
契
約
を
為
し
、
後
日
特
別
景
品
を
進
呈
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

之こ
れ

等ら

の
御
用
の
際
は
購
買
券
を
御
持
参
に
な
り
ま
す
か
ら
、
夫
々

定
め
ら
れ
た
手
続
に
よ
り
丁
寧
に
承
っ
て
下
さ
い
。
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第
四
　

見
積
書
提
出
に
就
て

三
七
二　

 
官か
ん

公こ
う

衙が

、
学
校
、
大
会
社
等
に
は
夫
々
種
々
の
規
定
や
手
続
が
あ

り
ま
す
。
随
て
其
の
御
用
に
依
り
見
積
書
等
提
出
の
場
合
は
一
存

で
計
ら
わ
ず
、
市
内
部
主
任
を
経
由
し
一
定
の
様
式
に
よ
り
制
規

の
手
続
を
覆ふ

ん
で
提
出
す
る
こ
と
に
し
て
下
さ
い
。

三
七
三　

 

大
量
注
文
の
見
積
、
又
は
入
札
の
場
合
は
売
価
其
他
に
付
、
商
務

部
長
の
指
図
を
受
け
其
の
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

第
五
　

会
計
事
務
の
正
確

三
七
四　

 

凡
て
の
会
計
事
務
は
金
銭
た
る
と
商
品
、
用
度
品
た
る
と
を
問
わ

ず
絶
対
厳
正
に
取
扱
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

三
七
五　

 

受
領
証
、
払
出
証
、
受
入
書
等
の
証

し
ょ
う
ひ
ょ
う

憑
書
類
は
所
定
の
方
法
に

よ
り
整
理
し
、
直
ぐ
に
判
る
様
に
し
て
置
い
て
下
さ
い
。
苟
い
や
し
くも
散

逸
し
た
り
所
在
の
分
ら
ぬ
様
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

三
七
六　

 

領
収
証
其
他
証
憑
と
な
る
べ
き
書
類
の
金
額
等
は
壱
、弐
、参
、拾
、

の
文
字
を
用
い
て
下
さ
い
。
且
つ
其
数
量
、
単
価
等
算
出
の
基
礎

を
明
ら
か
に
し
て
置
い
て
下
さ
い
。

三
七
七　

出
納
係
に
於
て
金
銭
の
一
時
貸
借
は
禁
じ
ら
れ
て
あ
り
ま
す
。

三
七
八　

 

店
金
を
受
入
の
際
は
直
ち
に
所
定
の
手
続
に
よ
り
入
金
せ
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。
場
合
に
よ
っ
て
は
入
金
の
手
続
の
出
来
る
迄
、
一
時

出
納
係
へ
先
預
け
し
て
も
差
支
あ
り
ま
せ
ん
。

三
七
九　

 

仮
払
金
、
前
渡
金
は
其
事
の
終
っ
た
時
は
速
か
に
解
決
し
渋
滞
さ

せ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

三
八
〇　

 

会
計
事
務
は
定
時
、
又
は
臨
時
に
検
査
を
行
わ
れ
ま
す
か
ら
、
常

に
明
確
に
し
て
何
時
調
査
を
受
け
て
も
差
支
の
な
い
様
に
し
て
置

い
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

第
六
　

小
切
手
類
の
注
意

三
八
一　

 

小
切
手
を
受
取
る
際
は
先
ず
発
行
者
の
信
用
に
注
意
し
、
尚
左
の

事
項
に
気
を
付
け
て
下
さ
い
。

　
　
　
　

一
、
発
行
の
日
付
（
有
効
期
限
は
十
日
間
）

　
　
　
　

二
、
金
額
其
他
文
字
の
訂
正

　
　
　
　

三
、
発
行
者
の
捺
印

　
　
　
　

四
、
支
払
地
及
び
支
払
銀
行
（
交
換
組
合
に
加
入
し
居
ら
ざ
る
銀

行
の
小
切
手
）

三
八
二　

 

小
切
手
は
時
々
不
渡
が
あ
っ
て
危
険
の
伴
う
も
の
で
す
か
ら
、
掛

売
先
か
ら
受
取
る
こ
と
は
通
常
差
支
え
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
般
御

客
様
よ
り
呈
示
せ
ら
れ
た
時
は
仮た
と

令え

お
顔
馴
染
と
雖い
え
ども
各
階
主
任
、

又
は
陳
列
場
係
長
、
出
納
係
長
に
申
出
て
指
図
を
受
け
て
下
さ
い
。

支
払
保
証
小
切
手
は
不
払
の
心
配
は
な
い
筈
で
す
が
、
中
に
は
偽

造
し
た
の
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
絶
対
安
全
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

三
八
三　

 
銀
行
の
営
業
時
間
外
、
又
は
休
日
に
お
客
様
よ
り
小
切
手
を
呈
示

せ
ら
れ
た
る
時
は
一
層
注
意
し
て
成
る
べ
く
御
断
り
す
る
様
に
し
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て
下
さ
い
。

三
八
四　

 

小
切
手
を
受
取
っ
た
時
は
、
扱
っ
た
者
は
自
ら
其
の
裏
面
に
捺
印

を
し
て
置
い
て
下
さ
い
。
お
客
様
よ
り
他
人
振
出
の
小
切
手
を
受

取
る
時
は
、
裏
面
に
お
客
様
の
御
記
名
・
御
捺
印
を
受
け
て
更
に

自
分
も
捺
印
し
て
置
い
て
下
さ
い
。

三
八
五　

 

デ
リ
バ
リ
ー
、
外
商
員
が
出
先
に
於
て
掛
売
先
以
外
よ
り
小
切
手

を
呈
示
さ
れ
た
と
き
は
成
る
べ
く
御
断
り
申
上
げ
、
余
儀
な
い
時

は
電
話
を
以
て
店
へ
問
合
せ
て
下
さ
い
。

三
八
六　

 

郵
便
小
為
替
券
は
有
効
期
限
（
普
通
は
発
行
後
六
十
日
、
詳
細
は

其
裏
面
に
記
載
し
あ
り
）
を
経
過
し
な
い
も
の
は
現
金
同
様
に
取

扱
う
こ
と
が
出
来
ま
す
が
、
通
常
為
替
券
は
払
渡
局
の
指
定
や
指

定
受
取
人
の
委
任
手
続
き
等
に
面
倒
が
あ
り
ま
す
か
ら
よ
く
間
違

の
な
い
様
に
気
を
付
け
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

第
七
　

商
　

品
　

券

三
八
七　

 

商
品
券
は
商
品
代
金
の
御
預
り
証
と
し
て
発
行
し
た
も
の
で
、
何

時
で
も
之
と
引
替
に
額
面
に
相
当
す
る
商
品
を
お
渡
し
す
る
こ
と

を
約
束
し
た
証
書
で
、
無
期
限
に
御
使
用
が
出
来
る
様
に
な
っ
て

居
り
ま
す
。

三
八
八　

 

商
品
券
に
は
普
通
の
商
品
券
と
小
口
商
品
券
の
二
種
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
外
、
曾か
つ

て
鰹
節
券
、
銘
茶
券
を
も
発
行
し
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
皆
同
じ
性
質
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。

三
八
九　

 

商
品
券
は
お
客
様
の
利
便
を
図
り
、
各
営
業
部
は
勿
論
共
通
し
て

居
り
ま
す
が
、
其
外
特
に
契
約
し
た
他
店
の
商
品
券
も
、
御
客
様

の
御
便
宜
の
為
め
に
受
取
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

三
九
〇　

 

商
品
券
の
発
売
は
総
て
現
金
売
で
、
割
引
、
又
は
掛
売
す
る
こ
と

は
全
然
出
来
ま
せ
ぬ
。

三
九
一　

 

商
品
券
に
て
御
支
払
を
受
く
る
時
は
、
額
面
金
額
を
現
金
同
様
と

心
得
て
丁
寧
に
扱
っ
て
下
さ
い
。
若
し
額
面
以
内
の
御
買
物
の
時

は
其
の
剰つ
り

銭
は
現
金
で
な
く
、
必
ず
少
額
の
商
品
券
で
御
渡
し
、

十
銭
未
満
の
端は

銭せ
ん

の
み
は
現
金
で
御
渡
し
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
偶た
ま

々た
ま

収
納
方
等
に
商
品
券
の
持
合
せ
が
な
い
為
め
に
、
現

金
で
剰つ
り

銭
を
御
渡
し
す
る
と
、
夫
れ
を
例
に
し
て
後
か
ら
又
、
商

品
券
で
現
金
引
替
を
請
求
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
か
ら
注
意
し

て
下
さ
い
。

三
九
二　

 

商
品
券
に
は
往
々
偽
造
や
変
造
が
あ
り
ま
す
か
ら
受
取
る
際
は
注

意
し
て
下
さ
い
。
万
一
疑
し
い
も
の
は
お
客
様
の
面
前
で
其
の
番

号
を
控
え
置
き
、
出
納
係
長
に
示
し
て
其
の
指
図
を
受
け
て
下
さ

い
。

　
　
　
　
　
　

第
八
　

御
買
上
品
の
包
装

三
九
三　

 
御
買
上
品
の
包
装
は
所
定
の
包
紙
、
ト
ッ
プ
、
テ
ー
プ
等
を
使
用

し
て
、
体
裁
よ
く
、
御
携
帯
に
便
利
な
様
、
又
、
商
品
の
形
を
崩

し
た
り
皺し
わ

な
ど
出
来
ぬ
様
、
丁
寧
に
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
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て
包
紙
や
テ
ー
プ
等
は
無
駄
に
せ
ず
手
綺
麗
に
手
早
く
包
む
こ
と

に
熟
練
し
て
下
さ
い
。

三
九
四　

 
包
装
の
場
合
は
商
品
を
よ
く
点
検
（
破
損
、
汚
れ
等
を
注
意
）
し

た
上
、
品
物
に
よ
っ
て
は
引
合
捺
印
の
イ
ン
ク
が
商
品
に
付
着
せ

ぬ
よ
う
に
注
意
し
、
値
札
は
二
ツ
折
に
し
て
包
装
し
て
下
さ
い
。

三
九
五　

 

缶
詰
、
薬
品
、
飲
食
料
品
等
重
い
も
の
や
液
汁
の
浸
出
す
虞お
そ

れ
の

あ
る
物
、
又
、
臭
い
の
移
り
易
い
品
な
ど
は
他
の
品
と
一
緒
に
包

装
せ
ぬ
様
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

三
九
六　

 

進
物
に
仕
上
げ
た
品
を
包
装
す
る
場
合
は
値
札
、
受
領
書
及
び
仮

記
な
ど
を
包
込
ま
ぬ
様
、
注
意
し
て
下
さ
い
。

三
九
七　

 

多
数
の
品
を
包
装
す
る
場
合
に
、
ピ
ン
、
ペ
ン
先
等
の
如
き
極
め

て
小
さ
き
物
は
往
々
取
落
し
易
い
も
の
で
す
か
ら
、
な
る
べ
く
小

箱
、
小
袋
に
入
る
る
か
別
紙
に
包
ん
だ
上
を
更
に
包
装
し
て
下
さ

い
。

三
九
八　

 

包
装
ト
ッ
プ
は
唾つ
ば

で
付
け
な
い
様
、
テ
ー
プ
は
噛
み
切
ら
な
い
様

に
し
て
下
さ
い
。
お
客
様
に
悪
い
感
じ
を
与
え
る
ば
か
り
で
な
く
、

不
衛
生
の
事
で
も
あ
り
ま
す
。

三
九
九　

 

お
買
物
用
の
包
装
紙
や
ト
ッ
プ
等
を
乱
用
、
散
逸
さ
せ
ぬ
様
、
注

意
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

第
九
　

進
　

物
　

品

四
〇
〇　

 

進
物
用
の
御
買
上
品
は
、
其
の
様
式
等
を
よ
く
伺
っ
て
進
物
票
に

記
入
し
て
値
札
、
又
は
受
領
証
に
貼
付
し
て
進
物
方
へ
廻
し
て
下

さ
い
。

四
〇
一　

 

進
物
包
装
の
時
は
必
ず
値
札
を
取
り
除
き
、
受
領
証
と
一
緒
に
し

て
置
き
な
さ
い
。

四
〇
二　

 

進
物
見
本
と
し
て
陳
列
し
て
あ
る
商
品
を
御
買
上
の
場
合
は
、
内

容
を
一
応
調
べ
て
か
ら
差
上
げ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

四
〇
三　

 

進
物
の
包
み
方
に
は
丸
包
み
と
雄お

蝶ち
ょ
う、
雌め

蝶ち
ょ
うの
折
型
包
と
が
あ
り

ま
す
。
水
引
に
は
紅
白
、
金
銀
、
紅
、
黒
白
、
黄
白
等
が
あ
り
、

結
び
方
に
も
蝶
結
び
、
結
び
切
、
結
び
放
し
、
華
結
び
等
が
あ
り

ま
す
。
熨の

斗し

に
は
折
花
熨
斗
、
別
折
熨
斗
、
鮑あ
わ
び熨
斗
等
が
あ
り
ま

す
。
進
物
は
簡
単
な
掛
け
紙
を
用
い
る
場
合
の
外
、
夫
れ
ぞ
れ
土

地
の
慣
習
に
も
よ
り
て
多
少
異
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
よ

く
其
の
様
式
を
心
得
、
行
違
の
な
い
様
に
し
て
下
さ
い
。
尚な

お
販

売
員
と
し
て
進
物
包
装
の
出
来
ぬ
の
は
甚
だ
不
便
で
す
か
ら
平
素

か
ら
覚
え
て
置
い
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

第
十
　

御
買
上
品
の
配
慮

四
〇
四　

 

御
買
上
品
の
配
達
は
所
定
区
域
内
は
通
常
無
料
で
御
引
受
致
し
ま

す
。
区
域
外
の
場
合
は
、「
御
買
上
品
の
発
送
」（
一
二
二
頁
本
章

第
十
一
、四
一
七
以
下
）
の
手
続
に
よ
っ
て
下
さ
い
。

四
〇
五　

 
御
届
物
は
最
も
迅
速
且
つ
確
実
を
期
し
、
関
係
各
係
は
よ
く
連
絡

を
と
り
遺
漏
の
な
い
様
に
し
て
下
さ
い
。
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四
〇
六　

 

売
場
に
て
御
客
様
よ
り
御
買
上
品
の
配
達
を
望
ま
れ
た
節
は
、
誂

物
、
又
は
御
通
先
（
掛
売
先
）
の
分
は
自
ら
御
届
票
を
作
り
、
そ

の
手
続
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
居
り
ま
す
が
、
普
通
は
御
届
物
承

り
係
に
御
申
付
を
願
う
様
に
申
上
げ
て
下
さ
い
。

四
〇
七　

 

御
届
票
の
御
届
先
、
御
住
所
・
御
姓
名
は
な
る
べ
く
御
自
署
を
願

う
様
に
し
て
下
さ
い
。
又
、
店
員
が
認
め
た
時
は
読
み
返
し
御
覧

を
願
っ
て
間
違
の
な
い
様
、
責
任
を
も
っ
て
伺
っ
て
下
さ
い
。

四
〇
八　

 

御
届
物
を
承
る
時
は
御
届
先
の
御
住
所
・
御
姓
名
を
な
る
べ
く
詳

し
く
承
り
、
御
届
票
へ
は
明
瞭
に
書
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

同
町
名
、
又
は
似
寄
り
の
町
名
の
場
所
も
多
々
あ
り
ま
す
か
ら
何

区
の
何
町
と
言
う
様
に
又
、
広
い
番
地
な
ど
で
は
其
内
の
小こ

字あ
ざ

、

番
号
や
付
近
の
目
当
、
目
印
等
ま
で
詳
く
伺
っ
て
下
さ
い
。

四
〇
九　

 

若
し
届
先
が
不
明
で
持
帰
る
様
な
事
が
あ
れ
ば
、
配
達
遅
延
の
為

め
御
客
様
に
は
御
迷
惑
を
か
け
、
又
、
店
と
し
て
も
無
駄
な
手
数

と
費
用
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
、
承
わ
る
時
、
認
め
る

時
に
能
く
注
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

四
一
〇　

 

御
客
様
の
御
姓
名
を
伺
う
場
合
に
中
に
は
ウ
ル
サ
ク
思
召
さ
る
る

方
も
あ
り
ま
す
か
ら
感
情
を
害
せ
ぬ
様
、
単
に
御
姓
氏
の
み
で
な

く
御
名
前
も
程
よ
く
伺
っ
て
下
さ
い
。
書
き
方
も
間
違
わ
ぬ
よ
う

に
文
字
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

四
一
一　

 

時
間
指
定
の
至
急
配
達
物
や
、
午
後
遅
く
（
一
定
の
時
刻
後
）
に

な
っ
て
か
ら
其
の
日
中
に
配
達
を
要
す
べ
き
物
は
、
必
ず
配
達
方

（
受
渡
係
）
へ
問
合
せ
た
上
、
引
受
け
て
下
さ
い
。

四
一
二　

 

御
誂
物
等
に
て
終
業
後
出し
ゅ
っ
た
い
来
す
る
見
込
の
品
で
、
是
非
共
其
晩
の

内
に
御
届
け
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
場
合
は
予
め
主
任
者
へ
打
合
せ
た
上
、

当
直
長
に
依
頼
し
て
夜
間
配
達
の
手
続
を
し
て
置
い
て
下
さ
い
。

定
休
日
や
自
己
の
休
暇
、
欠
勤
等
の
場
合
に
も
此
の
注
意
を
要
し

ま
す
。

四
一
三　

 

夜
間
配
達
は
特
に
多
額
の
費
用
を
要
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
、

成
る
べ
く
昼
の
中う
ち

に
片
付
け
る
様
に
し
て
下
さ
い
。
注
意
の
欠
け

た
為
め
に
夜よ

使つ
か
いに
廻
す
様
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

四
一
四　

 

御
買
上
品
を
御
自
宅
、
又
は
御
指
定
の
場
所
へ
御
届
け
致
し
、
代

金
の
御
支
払
を
受
く
る
場
合
（
即
ち
代
金
引
換
配
達
）
は
持
品
、

又
は
預
品
の
手
続
を
し
て
配
達
方
（
受
渡
係
）
に
廻
し
て
下
さ
い
。

四
一
五　

 

配
達
人
は
品
物
と
引
換
に
代
金
を
受
取
り
来
り
た
る
時
は
、
直
に

主
任
者
に
渡
し
て
認
印
を
受
け
、
主
任
者
は
即
日
入
金
の
手
続
を

す
る
の
で
あ
り
ま
す
。

四
一
六　

 

代
金
引
換
品
を
御
届
け
し
た
際
、
其
場
で
御
支
払
な
き
と
き
は
売

場
か
ら
指
定
の
な
い
限
り
、
自
分
は
使つ
か
い者
に
て
取
計
の
出
来
兼
ぬ

る
旨
を
申
上
げ
、
丁
寧
に
御
断
り
し
て
品
物
を
持
帰
ら
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
其そ
の

侭ま
ま

不
用
意
に
品
物
を
差
置
い
た
為
め
、
後
日
損
害
と

な
っ
た
例
も
尠す

く
なく

あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　

第
十
一
　

御
買
上
品
の
発
送

四
一
七　

 

御
買
上
品
を
他
地
方
へ
送
付
す
る
様
、
命
ぜ
ら
れ
た
場
合
は
、
書
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留
小
包
、
又
は
鉄
道
便
等
便
名
の
御
指
定
を
受
け
、
送
料
及
び
荷

造
料
の
実
費
を
戴
い
た
上
、
発
送
の
手
続
を
し
て
下
さ
い
。
送
料

や
荷
造
費
の
概
算
表
は
各
売
場
等
に
備
え
て
あ
り
ま
す
か
ら
、
よ

く
調
べ
て
不
足
や
過
剰
の
な
い
様
に
固
く
注
意
を
し
て
下
さ
い
。

四
一
八　

 

特
に
発
送
方
法
の
御
指
定
の
な
い
時
は
、
確
実
に
し
て
迅
速
に
配

達
し
得
ら
れ
、
併
も
運
賃
の
成
る
べ
く
掛
ら
ぬ
方
法
を
選
ん
で
下

さ
い
。
又
、
普
通
小
包
は
不
安
心
で
す
か
ら
大
抵
の
品
は
書
留
小

包
と
す
る
様
、
申
上
げ
て
下
さ
い
。

四
一
九　

 

送
品
途
中
で
腐
敗
、
又
は
汚
損
、
減
量
の
虞お

そ
れあ

る
も
の
は
其
理
由

を
申
上
げ
て
御
断
り
す
る
様
に
し
て
下
さ
い
。
御
客
様
が
御
承
知

で
も
発
荷
後
に
間
違
の
あ
っ
た
時
は
店
の
信
用
に
も
か
か
わ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
か
ら
。

　
　
　
　
　
　

第
十
二
　

地
方
よ
り
の
御
注
文

四
二
〇　

 

地
方
よ
り
の
御
注
文
は
、
其
地
方
の
風
俗
慣
習
等
を
も
考
え
て
商

品
の
選
択
に
細
心
の
注
意
を
し
、
御
客
様
の
御
満
足
を
得
る
様
に

心
掛
け
て
下
さ
い
。
若
し
御
注
文
に
不
備
、
不
明
の
点
が
あ
っ
た

な
ら
ば
御
問
合
せ
し
て
御
満
足
を
図
る
様
に
し
て
下
さ
い
。

四
二
一　

 

御
注
文
品
は
敏
速
に
御
送
り
す
る
様
に
心
掛
け
て
下
さ
い
。
若
し

品
切
な
ど
で
遅
れ
る
様
な
場
合
に
は
即
時
其
旨
を
御
知
ら
せ
し
て

必
ず
放
任
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

四
二
二　

 

御
通
先
（
掛
売
先
）
以
外
の
御
客
様
か
ら
御
注
文
を
受
け
た
時
は
、

代
金
引
替
に
て
御
送
り
す
る
こ
と
に
な
っ
て
居
ま
す
。
御
手
付
金

の
御
送
付
を
受
け
た
時
は
残
額
を
代
金
引
替
と
し
て
御
送
り
す
る

手
続
を
取
っ
て
下
さ
い
。

四
二
三　

 

凡
て
通
信
販
売
の
場
合
は
、
単
に
一
通
の
手
紙
で
も
ソ
レ
が
当
店

を
代
表
し
て
応
対
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
か
ら
、
其
文
字
、
用

語
か
ら
形
式
ま
で
十
分
注
意
し
て
、
直
接
接
客
す
る
と
き
と
同
様

の
心
持
で
、
親
切
丁
寧
に
よ
く
行
届
く
様
に
努
め
て
下
さ
い
。

（
二
〇
一
七
年
四
月
二
十
日
受
理
）
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